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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　鮮あざやかな緑の壁かべが、どこまでも続いていた。

　歩いても歩いても同じような景色が繰くり返され、自分がどちらに向かっていたのかもわからなくなる。

　もう出口なんて見つからないのかもしれない。そう思うと、これ以上進むことに意味はないような気がしてきた。広い森の中を歩き回って、足はもう限界だ。

　大きな木の根元にしゃがみ込んで、そっと膝ひざを抱かかえた。頭上から、大音量で鳴く蟬せみの声が降ってくる。それ以外に聞こえてくるのは時々鳥が飛び立つ音だけで、人の気配はまったく感じられない。

　途と端たんに心細さが込み上げてきて、抱えた膝の上に顔をうずめた。こらえていた嗚お咽えつがこぼれ、涙が頰ほおを伝う。一度堰せきを切った感情はもう抑おさえることができず、わんわんと声を上げて泣き出した。

「どうした、何をそんなに泣いている」

　そんな言葉が降ってきたのは、どれくらい時間が経たった頃だろう。覚えのない声に顔を上げると、知らない男がこちらを覗のぞき込んでいた。木々の隙すき間まから漏もれてきた光が、その顔をまばらに染そめている。

　思わず泣くのも忘れて、男に見入った。テレビでもなかなか見かけないきれいな顔をしたその男は、伸ばした黒くろ髪かみを後ろで束たばね、真っ黒な着物に身を包んでいる。

　だが、瞳ひとみの色だけは輝かがやくような金色をしていた。お月さまみたいだな、と頭の隅すみでぼんやりと考える。

「迷い子か？　そなた、一人でこの森に入ったのか」

　長身をかがめて、男が問いかけてきた。勝手に森に入ったことを怒られているのだと思い、肩かたをすくめて目を伏せる。

　この森は神様の棲すむ森だから、むやみに入ってはいけないよ──大人おとなたちは、いつも口を酸すっぱくしてそう言っていた。だが「入るな」と言われれば子供は入りたくなるもので、自分を含めた六人の子供たちは夏休みの探検と称して街まち外はずれの森に踏ふみ込んだ。最初はみんなで散策していたが、そのうちかくれんぼをしようという話になり、隠かくれ場所を探しているうちにみんなとはぐれてしまったのだ。

「そう恐おそれるな。咎とがめているわけではない」

　掠かすれた低い声に怒っている様子はなく、おそるおそる顔を上げる。目の前に、男の手が差し出されていた。その向こうに見えるのは、笑えみを浮かべた男の顔。

　少々戸と惑まどったが、ゆっくりと手を伸ばした。大きな掌てのひらに、そっと包み込まれる。

　そのまま手を引かれ、森の中を歩いた。足の長さはどう見ても男の方が長いのに、歩く速さは同じだった。

「あなたは誰だれ？　ここで何してるの？」

　遠えん慮りよがちに問いかけると、男がこちらを見た。黒髪の隙間から覗く金の瞳が、柔やわらかく細められる。

「オレは、この森に棲む縁えん結むすびの神だ」

「縁結び？」

「そうだ。人間が持つ縁、特に好きな相手との縁を結んで恋を実らせる──それが縁結びだ」

　頭の中で、男の言葉を繰り返す。意味はよくわからなかったが、自分なりに考えて導みちびき出した答えは、

「じゃあ、あなたは人を幸せにする神様なのね！」

　そう告つげると、男は驚いたように目を丸くした。しばらくじっとこちらを見つめた後、何かを言いかけたが結局何も言わずに口を閉じる。

「違った？」

　間違っていただろうかと不安になって問いかけると、男はゆるりと首を振った。

「いや……そんなことを言う人間に会ったのは久しぶりでな。そもそも、人間に会うこと自体が何年ぶりかもわからぬくらいだ」

　そう言って、男が嬉うれしそうに笑う。その口元に鋭するどい牙きばのようなものが見えたが、それを怖いとは思わなかった。

「あなたは、ずっと一人でここにいるの？」

「そうだ。オレは人間から〝忘れられた神〟だからな」

　少しだけ目を伏せて、男が言う。その顔は笑っているが、何な故ぜかとても悲しそうだった。

「そっか……じゃあ、寂さびしいね」

「寂しい？」

「だって、一人は寂しいよ」

　こぼした言葉に、男が不ふ思し議ぎそうな顔をする。「寂しい」ともう一度唇くちびるの上で呟つぶやいてしばらく視線を彷徨さまよわせていたが、ふと納得したように頷うなずいた。

「そうか……オレは、寂しいのか」

　いきなりそんなことを言い出したので、思わず「ぷっ」と噴ふき出した。

「何それ、変なの」

　くすくすと笑うと、男もつられたように笑い出す。そうして、しばらく森の中を歩いた。握にぎられた手が温かくて、さっきまでの不安はもうどこかに吹き飛んでいた。

「さあ、帰るがいい」

　やがて、男が足を止めてそう言った。示された方向へ目を向けると、まばゆい光が差し込んでいる。緑の壁の向こうに、うっすらと外の世界が見えた。遠くから自分を呼ぶ声が響ひびいてくる。

　よかった、みんな帰ったわけじゃなかったんだ。安心してホッと息をついた時、やんわりと背中を押された。

　森の外へ続く道と男の顔とを見み比くらべていると、男が一つ頷いた。繫つないだ手が、そっとほどかれる。

　少し考えた後、男に背を向けて歩き出そうとして、

「ありがとう……また、ここに来てもいい？」

　振り返ると、男が目を瞬しばたたいた。それから、悪戯いたずらっぽく笑みを浮かべる。

「そなたに、好きな人ができたらな」

　返ってきた言葉に一いつ瞬しゆんきょとんとしたが、やがてその意味を理解して大きく頷いた。

「じゃあ、好きな人ができてまたここに来たら、私の恋を叶えてくれる？」
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　街の外はずれにひっそりと佇たたずむ、忘れ去られた廃はい神じん社じや。この神社には、ある噂うわさがある。

　それは、かつてここに祀まつられていた縁えん結むすびの神様に願えば、必ず好きな人と結ばれるという、恋愛成じよう就じゆの噂。

　祈き願がんの方法は、いたってシンプル。

　まず、鎮ちん守じゆの杜もりのどこかにある縁結びの井い戸どを見つけること。

　次に、その井戸に自分の血液を奉ほう納のうすること。

　最後に、想い人の名前を三回唱となえ、恋の成就を願うこと。

　これで、必ず恋が実るという──。
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　暗くらい森を、懐かい中ちゆう電でん灯とうの灯あかりを頼りに歩く。今夜は月が出ていたはずなのに、その光さえも届かないほどの深い森。立ち並ぶ木こ立だちの間には濃こい闇やみがわだかまり、不気味な静せい寂じやくを落としている。聞こえてくるのは虫の声と風が木々を揺ゆらす音だけで、今ここに自分たち以外の人間がいる気配はない。

「ゆ、ユカリぃ……」

　か細い声に呼ばれて、ユカリは後ろを振り返った。ぼんやりとした灯りの中、数歩遅れて歩いている親友が、今にも泣き出しそうな顔で身を縮こめている。

「待ってよ、置いていかないでぇ」

「ごめん、千ち沙さ。大丈夫？」

　慌あわてて来た道を戻ると、千沙が小さく頷うなずいた。その時、どこかで「ギャーッ」という獣けものの悲鳴のような音がする。途と端たんに千沙がびくりと身をすくめ、ユカリの腕うでにしがみついた。その顔がわずかに青白く見えるのは、懐中電灯の灯りのせいだけではないだろう。

「大丈夫、きっと鳥か何かだよ。襲おそってきたりしないって」

「で、でも……この森、本当に何か出そうじゃない？　ほら、何となく不気味な感じがするし」

「そう？　私は逆に、何かに見守られてるような気がするけど」

　思うまま口にすると、千沙が「えぇ？」と怪け訝げんな顔をした。だが、本当にそんな気がするのだ。理由はわからないが、ここにある気配はそんなに悪いものではないように感じる。

「やっぱり、縁結び──人を幸せにする神様が棲すむ場所だからかな？」

　呟つぶやいて、ユカリは周囲に視線を巡めぐらせた。

　そう、ここはいわゆる鎮守の杜。神様が棲むと言われる神しん域いきと、人の世を隔へだてる大きな森だ。闇に広がる静せい謐ひつとわずかにひんやりとした空気には神しん聖せいささえ感じられ、自然と厳げん粛しゆくな気持ちになる。

「ここ、昔はかなり有名な神社だったみたい。何でも〝絶対成就の縁結び〟って言われてたんだって」

　昔、祖そ母ぼから聞いた話を思い出す。ユカリたちが生まれるずっと前、この森には縁結びの神様を祀る神社があったらしい。願えば必ず恋が叶うというその神社には、いつも多くの娘むすめたちが訪おとずれて賑にぎわっていたという。

　だが今は辺り一面深い闇に覆おおわれていて、かつてここが神社だったという面おも影かげは見当たらない。神を祀っていた社やしろは跡形もなく取り壊こわされ、唯ゆい一いつその名残なごりを保っているのは、森の入口にある壊れかけた鳥居だけだ。

「でも、そんなに有名な神社だったのに、どうして廃すたれちゃったのかな？」

「それはわからないけど……でも、何だか今でもご利り益やくありそうじゃない？　もしかしたら、本当に千沙と日下部くさかべくんの縁を結んでくれるかもしれないし」

　ユカリの言葉に、千沙がはにかんで頰ほおを染そめた。

　千沙には、高校入学以来想い続けている人がいる。入学式の日、上級生に絡まれていた千沙の前に颯さつ爽そうと現れ、助けてくれた男の子──それが日下部透とおるだ。

　二年生に進級して念願の同じクラスになったものの、人見知りで引っ込み思案な千沙は告白はおろか、いまだにまともな会話すらできずにいる。

　そんな親友を見るに見かねたユカリが思い出したのが、祖母が教えてくれた縁結びの噂だった。さっそくそれを千沙に紹しよう介かいしたところ、人一倍怖がりな彼女に付き添いを頼まれ、一緒に深夜の森にやってきたのだが。

「でも、本当に井戸なんてあるのかな？　さっきからずっと歩いてるけど、それらしいものは何もないよね」

　ユカリにしがみついたまま、千沙が不安そうな声を上げる。辺りを見回して、ユカリは困ったように眉まゆを寄せた。

　縁結びの祈願をするには、この森のどこかにある〝縁結びの井戸〟を見つけなければならない。だが周囲にわだかまるのは月明かりさえ遮さえぎる深い闇ばかりで、井戸なんてどこにも見当たらない。

「やっぱり、縁結びなんてただの噂なんじゃ──」

　泣きそうな顔で千沙がそうこぼした時、近くでガサガサと音がした。「ひっ」と悲鳴を上げる親友を横目に、ユカリは周囲に懐中電灯の光を走らせる。そして、

「ねぇ千沙、あれ！」

　思わず千沙の肩かたを叩たたいて、ユカリは声を上げた。

　人工的な白い光の先に見えたのは、石造りの古い井戸だった。円形に積み上げられた石の表面にはびっしりと苔こけが生はえ、好き勝手に伸びた夏草がその姿を半分以上覆い隠かくしている。

　千沙と顔を見合わせ、一緒に走り出した。足元に積もった落ち葉を踏ふみしめ、急いで井戸に駆かけ寄る。

「これが〝縁結びの井戸〟……本当にあったんだ！」

　何な故ぜか嬉うれしくなって、声を弾はずませて井戸を覗のぞき込んだ。石の壁に反はん響きようして、ユカリの声がわんわんと響ひびく。懐中電灯で中を照らしてみたが、底は見えなかった。相当深いのだろうか。

「じゃあ、縁結びの噂も本物ってこと？　本当に、私と日下部くんの縁を結んでくれるかな？」

　ユカリの隣で、千沙がやや興こう奮ふん気ぎ味みに呟いた。先ほどまでの怯おびえた姿はどこへやら、期待に満ちた眼まな差ざしで井戸を見つめている。

「うん。きっと千沙の願いを叶えてくれるよ」

　そう言って背中を押すと、千沙は小さく頷いて井戸の前に立った。そして、あらかじめ用意しておいたカッターナイフを指先に押しつける。

「痛っ……」

　千沙の指から、とろりと赤い血があふれた。一いつ瞬しゆん痛みに顔をしかめたが、千沙はすぐに表情を引きしめると、指の腹に溜たまった血を井戸に落として両手を合わせる。

「日下部透くんと結ばれますように、日下部透くんと結ばれますように、日下部透くんと結ばれますように……」

　目を閉じて、呪じゆ文もんのように繰くり返す千沙の横顔は真剣だ。そんな親友の邪じや魔まをしないよう、ユカリはそっと井戸から離れた。

（でも、縁結びの祈願にしてはずいぶん変わってるよね）

　祖母に教わった縁結びの噂は、「街外れの廃神社にある古井戸に自分の血を落として好きな人の名前を三回唱えれば、必ず相手と結ばれる」という風変わりなものだった。

　話を聞いたのがずいぶんと幼おさない時だったので正直自信がなかったが、ネットで検索してみたところ、「絶対成就の縁結び」という情報がいくつかヒットした。そこに書かれていた祈願の方法もやはり同じだったので、おそらく間違ってはいないはずだ。

「ねぇユカリ、これで日下部くんと結ばれるかな？」

「大丈夫、ちゃんとお願いしたんだから。きっと神様も千沙の恋を叶えてくれるよ」

「そっか……うん、そうだよね」

　不安と期待が入り混じった表情で振り返った親友に頷くと、千沙はようやく肩の力を抜いた。その顔は、さっきよりも晴れやかだ。

「千沙。手、貸して」

　ポケットから取り出した絆ばん創そう膏こうを指に巻いてやると、千沙が嬉しそうにほほえむ。無事に祈願もすんだしそろそろ帰ろうか、と千沙を促うながそうとした、その時だった。

「……の……み、……き……れた……」

　虫の音に混じって、かすかに人の声が聞こえた気がした。思わず、ユカリは千沙と顔を見合わせる。

「ねぇユカリ……今の、聞こえた？」

「人の声がしたような気がしたけど……でも誰だれもいない、よね？」

　辺りを懐中電灯で照らしてみたが、近くに人がいる気配はない。闇に包まれた木立は、相変わらず沈ちん黙もくを保ったままだ。

「きっと、気のせい──」

「そなたの望み、聞き入れた。願いを叶えてやろう」

　ユカリの言葉を遮るように、今度ははっきりと声が聞こえた。一いつ拍ぱくの間を置いて、

「きゃああああああああああああっ!!」

　静寂を突き破る悲鳴が、森中にこだまする。同時に、千沙が身を翻ひるがえして走り出した。

「千沙！　待って！」

　慌てて呼び止めたが、千沙の姿はあっという間に闇に紛まぎれて見えなくなる。急いで後を追おうとした時、背後に異変を感じた。ハッと振り返り、ユカリは目を瞠みはる。

「……えっ？」

　先ほどまで黒一色だった景色が一変していた。あの古井戸を中心に、淡あわい光が辺りを包んでいる。蛍ほたるのようにぽぅっとした灯りが闇の中を飛び交かう光景は、なかなか幻げん想そう的てきだ。

　だが何よりも目を奪われたのは、井戸のふちに立つ長身の男の姿だった。

　柔らかな光に照らされた白はく面めんにはすらりと通った鼻筋と形のよい薄い唇くちびるが並び、切れ長の瞳ひとみにかかる長いまつげが頰に小さな影を落としている。髪かみの色は闇から抜け出してきたかのような漆しつ黒こくで、その下に覗く肌はだの白さを一層際きわ立だたせていた。

　息を吞のむほどに美しい青年だった。だが、何から何まで申し分ないほど整った顔立ちはどこか作り物めいていて、あまり現実味がない。そんな浮うき世よ離ばなれした美び貌ぼうの中で、満月を思わせる金の瞳だけが異様な存在感を放っている。

（だ、誰……？）

　突とつ如じよ現れた謎の青年に見とれていると、男がユカリを見て薄く笑った。その口元に、牙きばのような鋭するどい犬けん歯しが覗く。

　と、男が井戸のふちを蹴けって長身を宙に躍おどらせた。墨すみ染ぞめの着物の袖そでと後ろで無む造ぞう作さに束たばねた長い髪を風に舞まわせ、男は音もなくユカリの前に着地する。

　間近に下り立った美貌を見上げてポカンとしていると、ふいに男の腕が伸びてきた。反はん射しや的てきに身をそらしたが、予想以上の素早さで肩を摑つかまれ引き寄せられる。突然のことにうろたえるユカリに、男が顔を近づけてきた。

（え？　まさか、キス……？）

　逃にげようにも、両肩をがっちりと摑まれて動けない。困こん惑わくと驚きで声も出せずに硬こう直ちよくしていると、薄く開いた唇が迫せまってきた。思わず、ギュッと目を閉じる。男の唇がユカリの唇に触ふれる──瞬しゆん間かんは、いつまでたってもやってこなかった。代わりに、

「──痛っ」

　ぶつっと皮ひ膚ふを裂さく音がして、首筋に鋭い痛みが走る。直後、男の唇が肌に吸いつき、あふれた血をぺろりと舐なめ取った。
















「なっ……何するのっ!?」

　身の毛がよだつ感覚が一気に背筋を這はい上がり、とっさに男を突き飛ばした。先ほどまでの拘こう束そくが噓うそのように、男はあっさりとユカリを解放する。途端に足から力が抜け、ユカリはその場にへたり込んだ。

「い、今……私の血、吸った……？」

　まだかすかに痛みの残る首筋を押さえ、ユカリは呆ぼう然ぜんと呟く。次々と起こる予測不能な出来事に、ちっとも理解が追いつかない。地面に座り込んだまま呆ほうけているユカリに、男は一つ頷いてみせた。

「そなたの恋を叶えるために必要な儀ぎ式しきだからな」

　響いた声は、先ほど聞いたのと同じものだ。少し掠かすれ気味の低音は心地ここちよく、不ふ思し議ぎと耳に残る。

「儀式……？」

「そうだ。この縁結びを成就させるには、相手の血を吸って心を奪う必要がある。そのために、オレの力を分け与えたのだ」

「ちょ、ちょっと待って！　縁結びとか血を吸うとか恋を叶えるとか、一体何の話？　そもそも、あなたは誰なのよ？　どこから現れたの？」

　一気に疑問をぶつけると、男はかすかに目を見開いた。精せい巧こうに作られた人形のような美貌に、戸と惑まどいの表情が浮かぶ。

「そなた、オレが誰だかわからぬのか？」

　ささやくような声で問われ、ユカリは首を振った。深夜の森に忽こつ然ぜんと現れて人の血をすする怪あやしい人間なんて、知っているはずがない。

　男はしばらく黙だまり込んだままユカリを見つめていたが、やがて「そうか」と小さく呟いた。その声こわ音ねが少し寂さびしそうに聞こえたのは、気のせいだろうか。

　だが物悲しそうな表情を見せたのも一瞬で、男はすぐさま人好きのする笑みを浮かべた。

「オレはこの井戸に棲む縁結びの神で、縁えん月げつという。エンと呼んでくれ」

「縁結びの、神？」

　呆あつ気けにとられて、男の言葉を繰り返す。エンと名乗った男は、嬉しそうに頷いた。

「神様って……本当に？」

　眉をひそめて、ユカリはまじまじと男を見つめる。いきなり現れて神様です、なんて言われても信じられるわけがない。しかも、神様にしては何か黒いし。

「いや、でもそんなもの本当にいるわけが……ま、まさか変質者っ!?」

「こら小こ娘むすめ！　縁月様に向かって無ぶ礼れいですわよ！」

　一つの可能性に思い至いたってぞくりと身を震ふるわせた時、頭上から甲かん高だかい声が降ってきた。驚いて顔を上げると、木々の隙すき間まから黒い影が舞い下りてくる。バサバサと羽は音おとを響かせて男──エンの肩に止まったのは、濡ぬれ羽ば色いろの翼つばさを持つ大きな鳥だった。

「縁月様は正しよう真しん正しよう銘めいこの神社に祀られていた縁結びの神、それを疑った上に変質者呼ばわりとは……失礼極まりないですわ！」

　威い嚇かくするように羽を広げて、黒鳥がわめきたてる。その姿は、街のいたる所で見かける例の黒いヤツにそっくりだ。

「か……カラスがしゃべった!?」

「鳩はとですわ！　無礼な小娘、アタシをあんな下品な連中と一緒にするんじゃないですわ！」

　思わず突きつけたユカリの指に食いつきそうな勢いで、カラス──もとい、黒鳩がギャアギャアと騒さわぐ。

「やめろ、クロウ」

　肩の上で暴あばれる黒鳩を、エンがやんわりと宥なだめた。クロウと呼ばれた黒鳩は不満そうにしながらも一いつ旦たんおとなしくなったが、

「クロウって……やっぱりカラスじゃん」

「黒き羽と書いて黒くろ羽う！　アタシの名前ですわ！　八や幡はたの神しん使しであるアタシが、カラスなわけないですわ！」

　ぼそりとこぼしたユカリの一言に、再び抗こう議ぎの声を上げる。

「神使？」

「神の使いとなる聖せい獣じゆうのことだ。他にも蛇へびや狐きつね、牛などもいるぞ。彼らは神の眷けん属ぞくであり、忠実な僕しもべなのだ」

　まだぶつぶつと文もん句くを言っているクロウに代わって、エンが答えた。改めて、ユカリは目の前の男を見つめる。

　誰もいなかったはずの場所に、突如現れた謎の青年──恐おそろしいほどに整った美貌や口元に覗く二本の牙、満月のような金の瞳は、確かに普通の人間のものとは違う。

　そして、神様の使いだというしゃべる黒鳩まで現れてしまったら、その存在を認めないわけにはいかない。

「神様なんて、本当にいたんだ……」

　祖母の話は、やはりただの噂話ではなかったのだ。この森にはかつて〝絶対成就の縁結び〟と呼ばれた神様がいて、今でも人々の願いを叶えてて──って？

「……ねぇ、一つ聞きたいんだけど」

　どうにも嫌いやな予感がして、ユカリはおそるおそる口を開いた。何だ、と言いたそうな顔で、エンが首を傾かしげる。

「あなたは縁結びの神様で、この井戸に祈願した人間の恋を叶えるのが役目なのよね？」

「そうだ。さっきからそう言っているだろう」

「じゃあ、さっきから言ってる恋を叶える相手って……」

「もちろん、そなたに決まっている。だからここへ来たのだろう？　日下部透との縁を結ぶために、先ほどこの井戸に祈願したではないか」

　エンの言葉に、ユカリの全身から血の気が引いた。

（どうしよう、私、千沙と間違われてる！）

　この井戸に恋の成就を祈ったのはユカリではなく、親友の千沙だ。だがその千沙が途中で逃げ出してしまったため、ユカリが祈願者だと間違われてしまったのだ。

「どうした、顔色がすぐれぬぞ？　そんなに縁結びが不安か？」

　ユカリを覗き込んで、エンが不思議そうに問いかけてくる。が、ふいに納得したように頷いて、それから自信に満ちた笑みを浮かべた。

「案ずることはない。オレはかつて〝絶対成就の縁結び〟と呼ばれた縁結びの神だ。そなたの恋も、必ず叶えてやろう」

「そうじゃなくてっ。さっきこの井戸に縁結びの祈願をしたのは、私じゃなくて親友の千沙なの！」

　声を上げて訴うつたえると、エンは金の瞳を瞬しばたたいた。それからクロウと顔を見合わせ、再びユカリに視線を戻す。

「それは……つまり、人違い──ということか？」

「そうよ。だから、願いを叶えるなら千沙にしてあげて！」

「悪いが、それはできない」

「な、何でっ!?」

　即そつ刻こく返ってきた言葉に、ユカリは目を丸くする。もう少し考えるとか悩むとか、そんな余地はないのか。

「オレが力を分け与えたのは、そなただ。現に、その影えい響きようが現れ始めている」

「え？」

　ユカリの口元を指さしたエンに従って唇に触れると、その下に異質な感かん触しよくがあった。小ぶりながらも硬くて先が尖ったそれは、おそらくエンのものと同じ二本の牙だろう。

「う、噓っ!?　何でこんなものが……」

「言っただろう。縁結びを成就させるには、そなたの好きな相手──日下部透の血を吸う必要がある、と。だが、普通の人間のままでそれを行うのは難しい。そこで、少しだけオレの力を分け与えて血を吸いやすくしたのだ」

　澱よどみなく語るエンの言葉を飲み込んで、ユカリは愕がく然ぜんとした。つまり、自分は縁結びとやらのせいで普通の人間ではなくなってしまったってこと？

「心配するな。その力の効果は七日経たてば消え、それと同時に縁結び期間中の記き憶おくも消える」

　ユカリの心中を察したかのように、エンが続けた。七日後には元に戻れるのだと知ってホッとしたが、

「だがひとたび縁結びの力を得れば、七日の間はそれを解とくことはできない。一刻も早く縁結びを終わらせたければ、日下部透の血を吸って祈願を成就させることだな」

「そ、そんなぁ……」

　再びどん底に突き落とすようなエンの発言に、ユカリはへなへなとその場に座り込んだ。一気に疲れが押し寄せてきた気がして、うなだれてがっくりと肩を落とす。

「そう気を落とすな。七日の間に日下部透の血を吸えばよいだけの話だ。何も難しいことではないだろう？」

「だから、人違いなんだってば……」

　わざとなのか天然なのかは知らないが、まったく悪びれた様子もなく小首を傾げるエンを恨うらみがましく見上げてため息をつく。

　千沙の恋を叶えるためにここへやってきたのに、千沙と間違われて縁結びをされてしまったなんて──一体、どうすればいいの？





[image: ]






　千沙に何て説明しよう。

　翌よく朝あさ、見慣れた道を歩きながらユカリは頭を抱かかえていた。自然と大きなため息がこぼれ、学校へと続く坂道がいつもより険けわしく見える。

　都心から少し離れたこの街は、山の裾すそ野のに位置するだけあってわりと坂が多い。ユカリが通う高校も小高い丘の上に建っていて、登下校には長い坂道を通らなければならないのだ。帰り道ならまだしも、朝からこの勾こう配ばいを登るのは結構きつい。しかも、九月下げ旬じゆんだというのに今日も朝から照りつけてくる太陽がさらに体力を奪っていく。

「ユカリ！」

　聞き慣れた声に呼ばれて、ユカリは思わず身を強こわ張ばらせた。ぎこちなく顔を上げると、校門の前で千沙が手を振っている。電車通学の彼女はいつもユカリより先に来て教室に入っているのだが、今日はここで待っていたようだ。

「お、おはよ千沙」

　軽く手を上げて応こたえると、千沙がパタパタと坂を駆け下りてくる。ユカリの前で足を止めると、彼女は両手を合わせて小さく頭を下げた。

「昨日は本当にごめんね。私、先に逃げちゃったりして……」

「いいよ、大丈夫。それより、千沙が無事でよかった」

　昨日きのう、例の神様──エンと別れて森を出たユカリは、入口の鳥居のところで待っていた千沙と合流した。あの暗い森の中、どこかで迷子になっているんじゃないかと心配したが、どうやら無事外に出られたらしい。

「うん。ユカリも、何もなくてよかったよ」

　無む邪じや気きにそう言った千沙に、ユカリは曖あい昧まいに笑えみを返す。エンと出会ったことは、彼女には何も話していない。

　千沙と間違われてユカリが日下部との縁を結ばれてしまっただなんて、絶対に言えない。もし千沙がそれを知ったら、どれほど傷つくだろう。そう思うと、本当のことなどとても打ち明けられるわけがなかった。

（いっそ、夢だったらよかったのに）

　そっと自分の口元に手をやると、指先に硬く鋭いものが触れる。今け朝さ起きてから鏡で確認してみたが、牙のような二本の犬歯は確かにそこに存在していた。一晩寝て起きたら夢でした、なんてオチをひそかに期待していたんだけど。

「ユカリ？　どうかした？」

「ううん、何でもない。行こう、千沙。遅ち刻こくしちゃう」

　心配そうに覗き込んでくる親友を促して、ユカリは歩き出した。何が何でも、千沙に縁結びのことを知られるわけにはいかない。

　エンの話では、縁結びの効果は七日で消えるということだから、この一週間を乗り切れば何とかなる。今のところ変わったことと言えば牙が生えてしまったことくらいなので、このまま黙っていれば感づかれることはないだろう。

　次々と登校してくる生徒たちに混ざって校こう舎しやに入り、教室へと向かった。ユカリたち二年生の教室があるのは、Ｌ字型の四階建て校舎の二階だ。

　校内は喧けん騒そうに満ちていた。大きな荷物や道具を抱えた生徒たちが、慌あわただしく廊ろう下かを行き交っている。今週末に控ひかえた文化祭の準備で、みんな朝から奔ほん走そうしているのだ。

「文化祭、もうすぐだね。そうそう、今年の演劇部の舞台、日下部くんも出るらしいよ。部長さんに頼み込まれて、特別出演するんだって。絶対見に行かなくちゃ！」

　色とりどりに飾りつけられた廊下を眺ながめながら、千沙が声を弾ませる。

　毎年夏休みが明けた九月末の土日に行われる文化祭は、生徒たちが最も楽しみにしている学校行事だ。文化部の活動発表はもちろん、各クラスでも催もよおし物をすることになっている。

「そう言えば千沙、日下部くんをダンスに誘うんだっけ？」

　何気なく話を振ると、千沙は「ひゃあっ」と悲鳴を上げてユカリの腕を引っ張った。

「そ、そんな大きい声で言わないでよ……日下部くん、ただでさえ人気なんだから」

　せわしなく周囲に視線を走らせながら、千沙が赤くなった顔を伏せた。同時に、その唇からため息がこぼれる。

　文化祭のメインは文化部の展示や発表、そしてクラスの出し物だが、生徒たちにとってのもう一つの目玉は二日目の夜に行われる後夜祭だ。

　校庭でキャンプファイヤーを囲みながらダンスを踊るのが恒こう例れいなのだが、男女ペアでなければ出場できないという条件があるため、夏休みを経へて結ばれたカップルや文化祭で距離を縮めた男女が、手始めに参加するデートイベントになっている。

　千沙はそのダンスに日下部を誘いたいようだが、文化祭一週間前になってもまだ声をかけられずにいた。そこでユカリは、あの廃神社に伝わる縁結びの噂を紹介したのだが。

（私が日下部くんとの縁を結ばれちゃってどうするのよ……）

　これでは本末転倒もいいところだ。まったく、何でこんなことになってしまったんだろう。

「でも日下部くん、去年も誰ともペア組まなかったみたいだし……私なんかが誘っても、断られちゃうかなぁ」

　ぽつりと呟いた千沙が、再びため息をついた。悲しげに俯うつむく横顔に、ユカリはいたたまれなくなる。

「誘う前からあきらめちゃだめだよ、千沙。とにかく、まずは日下部くんと話すことから始めなきゃ」

「それはそうだけど……でも、何て話しかけていいのかわからないよ」

「とりあえず、挨あい拶さつでもしてみたら？　それがきっかけになるかもしれないし」

　そんな会話をしながら、二年Ｃ組の教室に辿たどり着く。すでに何人かの生徒が来ているようで、扉とびらの向こうから賑やかな声が漏もれてきた。文化祭の準備をするため、みんないつもより早めに登校しているようだ。

「おはよう」

　挨拶と共に引き戸を開けると、近くにいたクラスメイトが振り返った。

「赤あか澤ざわさん、北きた本もとさん！　二人ともこっち手伝って、人手が足りないの！」

　教室の後ろでクラスの出し物である「喫茶２Ｃ」の看かん板ばんを囲んでいた女子の一人が、ユカリたちを手て招まねきする。千沙と顔を合わせて頷き、自分の机に鞄かばんを置いたユカリはクラスメイトの元へ向かった。その途中で千沙が「あ」と小さく声を上げる。

「日下部くん……」

　千沙の視線を追っていくと、輪の中心にいる一人の少年が目に留まった。時折冗じよう談だんを交まじえながら友達と話す男の子──彼こそが、千沙の想い人である日下部透だ。

　モデル並みに整った容姿に、まだ少し幼さの残る甘い顔立ち。陽ひに透すける茶の髪は癖くせがなく、動くたびにさらさらと揺れる。思わず見とれてしまいそうなほど華はなやかな雰ふん囲い気きを持つ少年だ。ベニヤ板に釘くぎを打つために金かな槌づちを手にした姿さえ、妙みように様になっている。

　顔もスタイルもよくて成績優秀、さらにスポーツ万能という日下部は、男女を問わず人気者だ。特に女子の間では〝王子様〟と呼ばれ、言い寄る女の子は後を絶たたない。

　だが日下部はその告白をことごとく退しりぞけ、今まで誰ともつきあったことがないという。それでも、誰に対しても裏表なく接する人柄のせいか、日下部の評価が落ちることはない。むしろそれは上がる一方で、一部の女子の間ではファンクラブなんてものまで存在するほどだ。

　当然、後夜祭のダンスに日下部を誘おうとする女子は多い。すでに熾し烈れつな争そう奪だつ戦せんと化しているが、千沙の話によるとまだ誰ともペアを組んでいないらしい。

　と、日下部がふいに顔を上げてこちらを見た。しげしげと日下部を眺めていたユカリは、ばっちりと目が合ってしまう。

「わ、日下部くん、こっち見た！」

　隣の千沙がひっくり返った声を上げ、慌ててユカリの後ろに隠れた。

「ど、どうしようユカリっ」

「どうしようって……」

　どうもこうも、相手も偶ぐう然ぜんこちらを見ただけなんだから、何もそんなに慌てることはないのに。背中にしがみついておろおろする親友に苦笑して視線を戻し──ユカリは息を吞んだ。

（日下部くん、まだこっちを見てる？）

　何かの拍ひよう子しに視線を向けただけだと思っていたが、日下部はまるで見えない糸に縫ぬいつけられたかのようにこちらを凝ぎよう視ししている。その手から、ぱたりと金槌が落ちた。鈍にぶい音を立てて金槌が床に落下すると同時に、「うわっ」「おい透、気をつけろよ！」と周りの男子から抗こう議ぎの声が上がる。だが日下部はそれすらも聞こえていない様子で、呆然とその場に立ち尽つくしていた。かすかに見開かれた双そう眸ぼうが捕とらえているのは、

（まさか、私？）

　日下部の視線が自分に向けられていると知り、今度はユカリが困惑した。

　王子様に注目されるようなこと、何かしたっけ？　いつものように教室に入って、自分の席に鞄を置いただけのはずだけど……。

「赤澤！」

「は、はいっ!?」

　日下部に呼ばれて、ユカリは反射的に背筋を伸ばした。途端に、教室中の視線がユカリに集まる。誰もが何事かと見守る中、日下部がゆっくりとこちらに向かってきた。

「ちょ、ちょっとユカリ、何で日下部くんがこっちに来るの？」

「私にもわかんないよ、そんなこと！」

　千沙とこそこそ言葉を交わしている間に、目の前までやってきた日下部が足を止める。何を言われるのだろうか、とユカリは思わず身構えた。

「おはよう、赤澤」

「え、ええと……おはよう、日下部くん」

　いたって普通に挨拶してきた日下部に若じやつ干かん拍子抜けし、ユカリも挨拶を返す。一体何の用だろうと訝いぶかしんでいると、突然日下部がユカリの手を取った。

「あ、あの、日下部くん？」

「あのさ赤澤、オレとつきあってくれないか？」

　驚いて手を引っ込めようとしたユカリに、日下部はさらりとそう言った。先ほど挨拶をした時と同じく何でもないことのようにあっさりと、しかもとびきりの笑顔で。

「赤澤が好きなんだ。だから、オレとつきあってほしい」

　ユカリの手を握にぎりしめたまま、日下部が続ける。一瞬、時が止まった気がした。騒がしかった教室が、水を打ったようにしんと静まり返る。

「え……えええええええええええええっ!?」

　しばしの沈黙の後、ユカリだけでなくその場にいたクラスメイト全員が悲鳴を上げた。再び、教室が騒そう然ぜんとする。

「おい、どうしたんだ透!?　人前でいきなり告るとか、何のドッキリだ？」

「てかおまえ、赤澤が好きだったのか!?」

「聞いてねぇぞ、そんな話！　いつからだよ？　詳くわしく聞かせろよ！」

　周囲の男子たちが、一いつ斉せいにやいのやいのとはやし立てる。一方、

「ちょっと、どういうこと!?　あの日下部くんが、女の子に告白するなんて！」

「赤澤さん、日下部くんと何があったの!?」

「きっちり説明してよ！」

　鬼のような形ぎよう相そうで詰め寄ってきた女子たちに、ユカリは思わず「ひっ」と身を引いた。説明しろと言われても、ユカリにだって何が何だかわからない。

「ええと、日下部くん、これは何の冗談──」

「冗談なんかじゃない。オレ、本当に君が好きなんだ」

　周囲の騒ぎなどまったく意に介したふうもなく、日下部がさらに迫ってくる。その表情は真剣で、とても冗談とは思えない。

「赤澤……」

「え、えっと、あのっ……ごめんなさい！」

　熱のこもった日下部の視線、困惑に満ちた千沙の視線、クラスメイトたちの好奇と敵意あふれる視線──三つの重圧に耐えかねたユカリは、日下部の手を振りほどくとそのまま教室を飛び出した。




「び……びっくりした……まさか、王子様に告白されるなんて」

　太陽がじりじりと照りつける屋上のフェンスにもたれ、ユカリは大きく息をついた。もうすぐ予鈴が鳴る時間なので、今この場所にユカリ以外の人影はない。

　上がった息を落ち着けようと、ゆっくりと深呼吸する。だが、胸の奥で跳はねる鼓こ動どうは、まだ静まってくれそうにない。

　先ほどの教室でのことを思い出して、ユカリは混乱する。日下部とはただ単にクラスメイトというだけで、特別親しいわけではない。千沙を通して彼のことはいろいろと知っているが、実際に話したことがあるのは両手の指で数え切れるほどの回数だ。

　そんな相手からいきなり告白されるだなんて、

「一体、どうなってるの？」

「それが、縁結びの効果だ」

「そう、縁結びの……って、えっ!?」

　独ひとり言ごとに言葉が返ってくるとは思わなかったので、驚いてユカリは顔を跳ね上げた。そして、フェンスの上に立つ人影を見て瞠どう目もくする。

　そこにいたのは、墨染の着物をまとい、無造作に束ねた黒髪を風に遊ばせている長身の男だった。恐ろしいほどに整った美貌の中で細められた金の瞳が、まっすぐにユカリを見下ろしている。

「あ……あなた、エン!?　何でここに？」

　間違いない、昨日あの森で出会った縁結びの神様──エンだ。

　ポカンと見上げていると、エンがふわりとその身を宙に躍らせた。重力を感じさせない軽かろやかな動きで音もなくユカリの前に下り立つと、へらりと笑みを浮かべる。

「そなたの縁結びを見届けるためだ。オレには、その役目があるからな」

「縁結びって……じゃあさっき日下部くんが告白してきたのは、そのせいなの？」

「そうだ。縁結びの力を得た者は、その対象となる相手にとって非常に魅み力りよく的てきな存在になる。自みずからの容姿で相手を魅み了りようし、虜とりこにするのだ」

「それって、私が日下部くんを誘ゆう惑わくしてるってこと？」

「簡単に言えば、そういうことだ。その方が血を吸いやすいだろう？」

　どうだ、とでも言わんばかりに得意げな顔をするエンとは反対に、ユカリは内心で頭を抱えた。

（そんなの、絶対に怪しまれるよ！）

　縁結びのことを、千沙に知られるわけにはいかない。だからこそ、何も言わないでおこうと決めたのに──これでは、その計画だって台無しだ。

「どうしたユカリ、冴さえない顔をしているな。だが心配することはない。そなたが無事に縁結びを終えるまで、このオレがしっかりと見守って──」

「お願い、何とかして今すぐ縁結びを解除して！」

　朗ろう々ろうと響く声を遮って詰め寄ると、エンが不思議そうな顔をする。

「何故だ？　せっかくそなたの想いが実るというのに、どうしてそれを拒こばむのだ」

「だから、縁結びをしたのは私じゃないんだってば！　日下部くんと結ばれたいって願ってるのは、千沙で──」

　言いかけた時、エンがふと視線を上げた。直後、その姿が煙のようにかき消える。突然のことに驚いて目を丸くしていると、

「ユカリ？」

　背後で響いた親友の声に、ハッと息を吞んだ。慌てて視線を巡らせたユカリの目に映ったのは、屋上の入口に佇む千沙の姿。

「千沙！」

　さっきの話、聞かれただろうか。内心ヒヤヒヤしながら、ユカリは千沙に駆け寄った。

「ねぇユカリ、日下部くんと何かあったの？」

　不安と疑念に満ちた瞳で、千沙が遠えん慮りよがちに問いかけてくる。今にも泣き出しそうなその表情に胸が痛んだ。千沙にこんな顔をさせてしまったことが、ひどく心苦しい。

　だが本当のことを話したら、もっと千沙を不安にさせるに違いない。そんなの、絶対にだめだ。キュッと両手を握って、ユカリは小さく首を振った。

「何もないよ。大丈夫」

「でも日下部くん、ユカリのこと好きだって……」

「か、からかってるだけじゃないかな!?　日下部くん、結構冗談言ったりもするし！」

「そう、かな……でも……」

　とっさに口をついて出たユカリの噓に、千沙が眉を寄せた。毎日のように日下部を見てきた千沙には、彼が人をからかって告白するような人間には見えないのだろう。

　そんなこと、ユカリにだってわかっている。ユカリもまた、千沙の隣で日下部のことを見続けてきたのだから。

　だけど今は、それ以外に上う手まい噓も言い訳も思いつかない。

　その時、ちょうど予鈴が鳴った。絶妙のタイミングに、ユカリは胸むねを撫なで下ろす。

「ほら、早く教室に戻らないと！　授業始まっちゃう！」

　これ以上追及されると、誤ご魔ま化かしきる自信がない。まだ納得していない様子の千沙を促して、ユカリは歩き出した。





[image: ]






「まったく生意気な小娘ですわ。縁月様の縁結びを拒むだなんて、前ぜん代だい未み聞もんですわよ」

　少女たちの姿が扉の向こうに消えると同時に、甲高い声が降ってきた。顔を上げると、蒼そう穹きゆうから一羽の黒鳩が舞い下りてくる。

「縁月様、本当にあの娘の縁結びにつきあうおつもりですの？」

　水を蓄たくわえた球体の上に佇むエンの肩に止まった神使が、不満そうな声を上げた。

「もちろんだ。それがオレの役目だからな」

　責めるような視線を受け流し、エンは再び少女が去っていった方へと目を向ける。

　昨夜〝縁結びの井戸〟を訪れた少女──ユカリは、今までに見たことのない種類の人間だった。人違いとはいえ、せっかく恋を成就させる力を授さずけてやったにもかかわらず、それを拒んで代わりに親友の願いを叶えてほしいと言い出すなど思ってもみなかった。

　今までエンが見てきた人間は、みな己おのれの欲望を満たそうと必死で、何の躊躇ためらいもなく好きな相手の心を奪ってきたというのに。

「やめておいた方がいいですわ。人間に関わるとロクなことがありませんもの。あんな娘、放っておけばいいんですわ」

　すげなく言い放ったクロウに、エンはそっと肩をすくめた。神の使いでありながら、この黒鳩には少々人間不信の嫌きらいがある。

「しかし、約束を守らぬわけにはいかぬだろう。彼女がどのような決断をするのかも、非常に興味深いしな。それに」

　視線を上げて、エンは眼下に広がる景色を見渡した。キラキラと太陽を反射する背の高い建物が林立し、見たこともない箱型の鉄てつ塊かいがその間を縫うように走っていく。道を行く人々は見慣れない着物に身を包み、時折手にした小さな板をいじっていた。

（しばらく見ないうちに、ずいぶんと変わったものだ）

　変わり果てた街の姿を見つめ、エンは感かん嘆たんの息を漏らす。何もかもが物もの珍めずらしく、何もかもが新しん鮮せんだ。井戸の外にこのような世界が広がっているなど、夢にも思っていなかった。けれどそれが、エンの興味を駆り立てる。

「それに、人間の世界をもっとよく見てみたいのだ」

　ぐるりと辺りを一望して呟くと、神使の黒鳩は不思議そうに首を傾げた。
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　その日、ユカリは授業どころではなかった。

　教室に戻れば再び日下部に迫られるし、それに対して千沙は泣きそうな顔で説明を求めてくるし、クラスの女子には詰め寄られるしで、散々な一日だったのだ。

（あと六日もこんな状態が続くなんて……冗談じゃないよ）

　ホームルーム終了と同時に教室を飛び出したユカリは、へとへとになって帰宅した。本当は文化祭の準備を手伝わなければいけないのだが、体調不良と誤魔化して日下部の猛もう攻こうとクラスメイトの追及から逃のがれてきたのだ。ため息をつきながら玄げん関かんを開けると、リビングから流れてくる音の洪こう水ずいに襲われる。

「ちょっとお母さん、テレビうるさいってば」

　文句を言いながらリビングに向かい、ユカリは目を瞠った。

「な……何であんたがここにいるのっ!?」

　大型テレビの前に陣じん取どり食い入るように画面を見つめているのは、墨染の着物をまとった男──エンだ。

「帰ったのか、ユカリ。ずいぶんと早かったな。日下部と一緒ではなかったのか？」

　リビングの入口で呆然と立ち尽くすユカリに、振り返ったエンが笑顔を向ける。

「早かったな、じゃなくて……勝手に人の家に上がり込んで、何やってるの？　そもそも、どうやって入ってきたのよ!?」

「まったくうるさい小娘ですわね。これだから人間は嫌いなんですわ」

　ふいに響いた呆れ混じりの声に、ユカリは目を丸くして振り返る。見ると、いつの間にそこに現れたのか、小さな女の子がソファに腰こし掛かけていた。

　濡ぬれ羽ば色いろの長い髪の左右を残して後ろで結ゆい上げ、白衣と緋ひ袴ばかま──いわゆる巫み女こ装しよう束ぞくに身を包んだ五、六歳くらいの少女だ。だが、少し吊つり上がり気味の瞳は血のような赤色で、背中には一対の黒い羽まで生やしている。

「ええと……クロウ？」

「見てわかりませんの？　まったく鈍どん感かんな小娘ですこと」

　聞き覚えのある声と、やたら横おう柄へいな態度──姿形は違うが、エンの神使の黒鳩に間違いない。

「人間の姿にもなれたんだ？」

「不本意とはいえ、人間の世界にいるからにはこの方が都つ合ごうがいいだけの話ですわ」

　人間にしては微び妙みようにおかしい気もするけど。という突っ込みは胸の中にしまっておく。口に出せば、三倍になって返ってくるに違いない。気づかれないようそっとため息をつくと、「ユカリ、ユカリ」と弾んだ声に呼ばれた。

「このテレビというものはおもしろいな。こんなにも薄っぺらい板の中に、いろんな人間が棲んでいるとは……実に不思議だ」

「……あんたに言われたくないんだけど」
















　子供のようにキラキラと目を輝かがやかせるエンに、ユカリは半はん眼がんで突っ込みを入れる。だが、その超不思議的存在であるエンは気を悪くしたふうもなく、再びテレビに向き直った。画面に映っているのは少し前に話題になった学園恋愛ドラマの再放送で、有名な男性俳優が主人公のイケメン教師役を演じている。場面はちょうどヒロイン役の女性教師とライバルの女子高校生が主人公を巡って対立するところで、緊きん迫ぱくしたやりとりが交わされていた。

　まったく、こっちは縁結びのせいで大変な目に遭あったというのに、何でその元げん凶きようが家のリビングで吞のん気きにテレビなんて見てるんだ。

　今日一日で溜め込んだストレスが怒りとなって、ふつふつと湧わき上がってくる。大おお股またでエンのそばまで歩み寄ると、ユカリはリモコンの電源ボタンを押した。

「何をするのだ、ユカリ。いいところだったのに」

「そんなことより、縁結びを何とかしてよ！　このままじゃ千沙に誤解されちゃう！」

　エンの隣に膝ひざをついて、ユカリは声を荒あららげた。突然日下部がユカリに言い寄るようになったことを、千沙はかなり訝しんでいる。今日は何とか誤魔化したが、この状態が続けばいずれ通用しなくなるだろう。

　エンは一度だけ名残なごり惜おしそうにテレビの画面を見やったが、居住まいを正してユカリに向き直った。

「何故それほど縁結びを拒むのだ？　せっかく恋を叶えることができるというのに」

「だから、日下部くんとの縁結びを頼んだのは千沙なんだってば！」

「だが、オレが力を与えたのはユカリだ。そなたが日下部の血を吸えばいいだろう？」

「あのねぇ……そういう問題じゃないでしょ」

　どこまでも平行線な会話に、ユカリはがっくりと肩を落とす。この神様、人違いだということを本当に理解しているのだろうか。そもそも、神様が祈願した人間を間違えるなんて話自体が信じられない。よく考えてみれば、かなり胡う散さん臭くさい気がしてきた。

「今さらどう抗あらがおうと無む駄だですわ。期限が来るまで縁結びは終わりませんもの。あきらめて、さっさと日下部の血を吸えばいいんですわ。そうすれば、アタシたちも森へ帰れますし」

　ソファの上から投げられた無責任な言葉に、ムッとして視線を向ける。緋袴の裾すそから覗く素足をぷらぷらと揺らしながら、クロウが意地の悪そうな笑みを浮かべていた。

「そんなこと、できるわけないでしょ！　千沙は親友なのよ？　そんな千沙から日下部くんを奪うなんて……」

　息巻いていた言葉が、次し第だいに細くなって消えた。昼間、泣きそうな顔で何度もユカリに説明を求めてきた千沙の姿が脳のう裏りに甦よみがえる。想い人が自分の親友に突然告白したのだから、不安になるのは当然だ。

　だがユカリは、そんな千沙に何も言えなかった。手違いで自分が日下部との縁を結ばれてしまったなんて、言えるわけがない。その上、日下部の血を吸えだって？　一体何の冗談だ。

「ユカリにとって、千沙はそれほどまでに大事な人間なのか？」

　それまで黙っていたエンが、背後から尋たずねてくる。振り返ってその視線を受け止め、ユカリは頷いた。

「そうよ。だから、千沙を裏切るなんてできないの」

　嚙かみしめるように呟いた言葉は、自分に言い聞かせるものだったのかもしれない。千沙を──ただ一人の大切な親友を裏切るようなことは、絶対にしたくない。

　ユカリの強い拒絶が通じたのか、エンもクロウもそれ以上何も言ってこなかった。部屋の中に、居い心地ごこちの悪い沈黙が降りる。その時、

「あらユカリ、帰ってたの？」

　玄関の扉が開く音と共に、母の声がした。ぎくりとして、ユカリは辺りを見回す。

「ちょっと、こっち来て！　早く！」

「何をそんなに焦あせっているのだ、ユカリ？」

　きょとんとするエンの腕を引っ張って、リビングの隣にある和室に押し込もうとする。だがそれよりも先に、買い物袋を提さげた母が顔を覗かせた。

「エンくん、クロウちゃん、お留る守す番ばんありがとう。助かったわ」

「礼を言われるほどのことではない。これくらいは安い用だ」

　あっさりと話しかける母に、エンもまた笑顔で返す。墨染の着物の袖を摑んだまま、ユカリは目を瞬いた。

「お母さん、エンのこと知ってるの？」

「知ってるも何も、エンくんはユカリのイトコでしょ」

「は？　イトコ!?」

　母の言葉に、ユカリは目を見開いた。言っておくが、当然ユカリの家──赤澤の家系に、こんなイトコはいない。

　何がどうなっているの、と説明を求めて振り返る。だがエンはもう話はすんだと言わんばかりに、ユカリの手からリモコンを取り返して再びテレビに齧かじりついた。

「エンくんはずっと海外にいたから、文明の利器が珍めずらしいのよね。日本の生活にもまだ慣れてないみたいだから、いろいろ教えてあげなさいよ、ユカリ」

　そんなエンを見て、母がころころと笑う。海外って──一体どこの秘ひ境きようにいたのよ。

「何なのこれ、どういうこと？」

「アタシの力ですわ！」

　困惑するユカリに答えたのは、クロウだった。ソファの上にふんぞり返るようにして、小さな胸をそらしている。

「アタシには、人間の記憶を操そう作さする力がありますの。その力で、縁月様をおまえのイトコだと思い込ませているんですわ。ちなみにアタシは、縁月様の妹ということになってますわ」

　得意げに語るクロウに、ユカリは「ああ、そう」と気のない返事をする。ここまでくれば、もう何でもありだ。

「そうそう。エンくん、明日からユカリの学校に教育実習に行くんですって。だから、しばらくここに住むことになったから」

「えええっ!?」

　とんでもないことを言い残してキッチンへ去っていく母に、ユカリは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ここに住むって、本気で言ってるの？」

　おそるおそる問いかけると、エンがテレビから視線を外してユカリを見た。その顔は、妙に嬉しそうだ。

「縁結びを見届けるには、ユカリのそばにいる必要があるだろう？　それにオレは、人間の世界のことはよくわからないからな。ここで世話になるのが一番いい」

　当然のように言ってのけるエンに、ユカリは頭を抱えた。手違いで縁結びをされた上に、こんな男と家でも学校でも一緒だなんて──軽く眩暈めまいを覚えて、ユカリは力なくその場にへたり込んだ。
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「ユカリ、あれは何だ？　人間が大勢詰まっているぞ？　彼らはどこへ連れて行かれるのだ？」

「あれは電車。人間が移動する時に使う乗り物で、連れて行かれるんじゃなくて自分の意思で乗ってくの」

　脇わきを通り過ぎていく満員電車を目で追いながら問いかけてくるエンに、律りち儀ぎに答えを返してユカリはため息をついた。さっきから「海外生活が長すぎて現代文明に馴な染じんでいないイトコ」が何か物もの珍めずらしいものを見つけるたびに、こうして質問攻めにあっている。いい加減、勘かん弁べんしてほしい。

「ねぇ、本当に学校までついてくる気なの？」

「もちろんだ。言っただろう、オレにはユカリの縁えん結むすびを見届ける役目がある、と」

　どうやら、エンは本気で学校に潜もぐり込む気らしい。縁結びのことも含めて、ユカリにはいい迷めい惑わくだ。高校へと続く道を歩きながら、ユカリは再び嘆たん息そくした。

「おお！　見てくれユカリ、扉とびらが勝手に開いたぞ！　今、あの者はどのような術を使ったのだ!?」

　コンビニから出てくる人の姿を見て、エンが目を輝かがやかせる。何度も感かん嘆たんの声を上げる姿はまるで子供のようで、

「とても神様とは思えないよね……」

　神様っていうのは、もっと博はく識しきで高こう潔けつで泰たい然ぜん自じ若じやくとしたものではないだろうか。

「何を言ってますの？　縁えん月げつ様は、立派な神の一ひと柱はしらですわよ。これほどまでに知性と美び貌ぼうと神しん力りきを持ち合わせた神は、縁月様の他にいませんわ」

　思わず漏もらした一言に、足元で抗こう議ぎの声が上がった。視線を落とすと、巫み女こ装しよう束ぞくに身を包んだ幼よう女じよの姿がある。エンの神しん使しであるクロウもまた、学校までついてくるつもりなのだ。今は背中の羽を隠しているようだが、本当にこの格かつ好こうで校内をうろつく気だろうか。

「祈き願がんした人間を間違える神様なんて、とても立派とは言えないと思うけど？」

　今度はパン屋の店先でショーウィンドウに張りついているエンを見て、ユカリは頰ほおを引きつらせた。確かに見目は麗うるわしいが、言動はどう見ても残念だ。

「おまえは本当の縁月様の姿を知らないから、そんなことが言えるんですわ。かつての縁月様は強く凜り々りしく美しく、それはもう素す敵てきなお方でしたのよ」

　両手を頰に当てて、クロウがうっとりとエンの背中を見やる。その言葉に引っ掛かりを覚えて、ユカリは首を傾かしげた。

「エンの本当の姿って──」

「ユカリ、見てくれ！」

「わっ!?」

　ユカリを遮さえぎって、エンがいきなり目の前に現れた。いつの間に戻ってきたのだろうか。しかも、満面の笑えみを浮かべるエンの手には食べかけのあんパンが握にぎられている。

「ちょっと、それどうしたの？」

「あのご婦ふ人じんがくれたのだ。一口食べてみたいと言ったら、気前よくわけてくれたぞ」

「え？　じゃあお金を──」

「大丈夫だ。タダでくれると言っていた」

「でも……」

　申し訳なさそうにパン屋へ目を向けると、店員らしき女性が頰を染そめてエンに手を振っている。

「縁月様の美しさは、人間を虜とりこにするんですわ。そして、縁月様に血を吸われた人間は心を奪われてしまうんですの」

　何な故ぜか誇ほこらしげにクロウが言う。それを聞いて、ユカリは「えっ」と目を丸くした。

「心を奪われるって……まさか」

「案ずるな。縁結びのために血を吸う時はそんな効果はないし、今は縁結び以外で人間の血を吸うこともない。あのご婦人は好意でこれをくれたのだ」

　慌あわてるユカリに、エンがへらりと笑う。むやみに縁結びをしたのではないとわかって、ひとまず胸むねを撫なで下ろした。だが、

（ものすごく目立ってる気がする……悪い意味で）

　気づけばパン屋の店員だけでなく、道行く人々の視線がエンに釘くぎ付づけになっている。朝の通つう勤きん通学時間帯なだけあって、人通りは結構多い。そんな往おう来らいの中で、黒い着物姿のエンはかなり目立つのだろう。すれ違う人々の好こう奇きの眼まな差ざしが、遠慮なくユカリに突き刺ささる。中には足を止めてぽうっとエンに見入っている女性や、友達と何かをささやき合っている女子高校生の集団もいた。

　思えば、昨日からやたらと注目されてばかりな気がする。四方から注そそがれる視線に、ユカリは重い息を吐き出して肩かたを落とした。




　教室の扉を開けた途と端たん、クラスメイトたちが一いつ斉せいにこちらを振り返った。

「赤あか澤ざわさん！　今日こそは逃にがさないわよ！」

「日下部くさかべくんとのこと、納得いくまできっちり説明してもらうからね！」

　いきなり詰め寄ってきた女子たちにたじろいで、鞄かばんを抱だきしめたままユカリは後ずさる。助けを求めるように教室の中を見回すと、人垣の向こうで不安そうにこちらを眺ながめている千ち沙さと目が合った。

「ええと、あれは……その、不ふ可か抗こう力りよくというか、私が何かしたわけじゃなくて──」

「おはよう、赤澤」

　しどろもどろになって言葉を紡つむいでいると、背後から声をかけられてびくりと身をすくめる。おそるおそる視線を向けた先、すぐ後ろに一人の少年が立っていた。

「く、日下部くん……」

　爽さわやかなオーラをまとって現れた日下部に、ユカリは内心ヒヤヒヤする。また昨日きのうみたいに迫せまられたらどうしよう。背筋を冷たい汗が流れる。

　日下部はユカリを追い越して教室に入ると、立ち塞ふさがっている女子たちを一いち瞥べつし、もう一度ユカリに向き直った。

「赤澤、昨日はごめん！」

　突然頭を下げた日下部に驚いて、ユカリは目を丸くする。

「いきなりみんなの前で告ったりして……迷惑かけた。本当にごめん！」

「えっ、ちょっと日下部くん!?」

　殊しゆ勝しように謝ってくる日下部に、ユカリはうろたえた。クラスメイトたちの視線が痛い。何だか余計に敵視されてる気がするんですけど。

「あれは、その、何ていうか気が動転してて……だからさ、なかったことにしてくれるかな？　みんなも、これ以上赤澤のことからかったりしないでほしいんだ」

　前半はユカリに、後半はクラスメイトたちに向けて日下部が言った。昨日とは一転した言動に、ユカリは目を瞬しばたたく。

「でも、そんなこと言われたって……ねぇ？」

「日下部くん、本当に赤澤さんとは何もないの？」

　それでもまだ疑いの視線を向けてくるクラスメイトに困り果はてていると、ふいに黒い影がユカリの脇を通り抜けた。ハッとしてその姿を追うユカリの目に、墨すみ染ぞめの着物をまとった青年が映る。

（エン!?　どういうつもりなの？）

　ユカリと日下部をかばうように立つエンを、ユカリはハラハラと見守った。だがエンはそんなユカリの心中など察したふうもなく、ぐるりと視線を巡めぐらせる。クラスメイトたちがどよめき、あちこちで「誰だれだ、あれ？」と誰すい何かの声が上がった。

「オレは、ユカリのイトコでエンという。今日からこの学校にキョウイクジッシュウに来ることになった。よろしく頼む」

　掠かすれた低音が、朗ろう々ろうと教室に響ひびき渡る。どこからともなく現れたクロウが背中の羽を震ふるわせた途端、クラスメイトたちの視線がエンに釘付けになった。

「ここはオレに任まかせろ、ユカリ。日下部と二人でゆっくり話してくるがよい」

　みんなの注目を一身に集めたエンが、そう言って振り返る。ユカリと日下部を交こう互ごに見み比くらべるその顔に、得意げな笑みが浮かんだ。

　二人で話すって、何を？　と、声を上げかけた時、日下部に手を摑つかまれた。

「行こう、赤澤」

　有う無むを言わせない口く調ちようで促うながされ、ユカリは逃げるように廊ろう下かに出た。直後、背後で黄色い悲鳴が爆ばく発はつする。自みずからの容よう姿しで人間を魅み了りようするというエンがクラスメイトたちの関心を引いてくれたのは助かったが、どうも素す直なおに喜べない。何だか、エンの思おも惑わく通どおりになっているような気がする。

　釈しやく然ぜんとしない気持ちのまま日下部に案内されてやってきたのは、美術室や音楽室などが並ぶ別べつ棟とうの裏だった。本ほん校こう舎しやとは渡り廊下で繫つながっている特別教室棟の周囲には、まだ始業前のせいか他の生徒の姿はない。

「赤澤、昨日は本当にごめん！」

「い、いいよ！　気にしないで、大丈夫だから！」

　再び頭を下げられて、ユカリは慌てて首を振る。確かに迷惑ではあったが、日下部がユカリに言い寄ってくるようになってしまったのは縁結びの効果──つまり不可抗力だ。エンの力によって無理矢理心をねじ曲まげられているだけで、本人に悪気があるわけではない。

　むしろ、日下部は被害者だ。そんな相手を責めるわけにはいかない。

「でもオレ、冗じよう談だんでこんなこと言ってるんじゃないよ。みんなの手前、さっきはなかったことにしてくれなんて言ったけど、ああでも言わないと納得してくれそうになかったからさ」

　それを聞いて、ユカリはようやく先ほどの日下部の言動の意味を理解した。あれは、クラスメイトたちの関心をこれ以上ユカリに向けないようにするためだったのか。

「でも信じてほしい。オレの気持ちは噓うそじゃない。本当に、赤澤が好きなんだ」

　日下部が、ふと表情を引きしめた。真剣な眼差しに思わずドキリとする。同時に千沙の顔が脳のう裏りに浮かんで、胸が痛くなった。

　本当なら、こんなふうに日下部に告白されるのは千沙だったはずなのに。

「あの、気持ちは嬉うれしいんだけど……ごめんなさいっ」

　そう言って、ユカリは頭を下げた。日下部の想いを受け取るわけにはいかない。どんなに好意を寄せられようとその気持ちは本物ではないし、何より日下部は千沙の想い人なのだ。そんな相手を、ユカリが奪うわけにはいかない。

「そっか……やっぱり、そうだよな」

　力なく、日下部が呟つぶやいた。思ったよりあっさり引き下がってくれたことに少々拍ひよう子し抜ぬけして、ユカリはそろそろと顔を上げる。

「いきなりこんなこと言われても困るよな。お互い、まだ何も知らないわけだし」

「ええと……あの、日下部くん？」

「だからさ、まずはお互いを知ることから始めようと思うんだ。つきあうのは、それからでも遅くないだろ？」

　ずい、と日下部が身を乗り出してきた。反はん射しや的てきに後ずさったが、背後にはコンクリートの壁かべが立ちはだかっていてそれ以上は下がれない。

「オレは赤澤のこと、もっと知りたい。そして、赤澤にもオレのことを知ってほしい。なるべく迷惑はかけないようにする。だから……そばにいても、いいかな？」

　ユカリの顔の横に手をついて、日下部が覗のぞき込んでくる。鼻先が触ふれそうなほどの距離に、ユカリはうろたえた。

　普段人当たりがよくて物もの腰ごしも穏おだやかな日下部が、こんなにも積極的に迫ってくるなんて──これも縁結びの効果なのか。それに、

（ち、近すぎるよ……！）

　必死に身を縮こめて早く解放してくれと目で訴うつたえてみたが、日下部が引く気配はない。何らかの返事をするまで、放してくれないつもりだろうか。至し近きん距離で見つめてくる視線から一いつ刻こくも早く逃のがれたくて、ユカリは思わず首を縦に振った。それを見て、日下部がパッと顔を輝かせる。

「オレ、赤澤に好きになってもらえるよう頑張るよ！　じゃあ、また教室で！」

　そう言い残すと、日下部は先に本校舎の方へ戻っていった。一緒に教室まで行こうとしないのも気を遣つかってくれているのだろうが、

「何で、こうなっちゃうの……」

　肩を落として、ユカリはその場にへなへなとしゃがみ込んだ。目の前できっぱり断ったのに、まるで効果がないなんて。

「言っただろう。何をしようと、縁結びの期間が終わるまでその効力は消えないのだ、と」

「わっ!?」

　突とつ如じよ響いた声に、ユカリは飛び上がるほど驚いた。振り仰あおげば、ニヤニヤと笑ったエンの姿がある。

「エン！　いきなり出てこないでよ、びっくりするでしょ」

　文もん句くを言ってみたが、エンは気にしたふうもなく日下部が去っていった方向を見つめて「ふむ」と頷うなずいた。

「なかなか気き骨こつのある男だな。他の娘むすめたちからも慕したわれているところを見るに、それなりの人望もありそうだ」

「人間の子供にしては見目もよい方ですし、まあまあ優良物件じゃありませんの？」

　エンの背後からひょっこりと顔を出したクロウまでもがそんなことを言う。

「確かに日下部くんは〝王子様〟って呼ばれるくらい素敵な人だと思うけど……でも、だからって日下部くんの血を吸ったりしないよ」

　先回りして釘を刺すと、エンが目を瞬しばたたかせた。

「何故だ？　容姿も信望も人柄もすべて揃そろった相手となれば、人間の娘はこぞって惚ほれるものではないのか？　美しく魅み力りよくある者に惹ひかれるのは、当然の心理だろう？」

　自信満々に放たれた一言に、ユカリは啞あ然ぜんとする。容姿や性格がよければ無条件に相手を好きになるものだなんて、本気で思ってるんだろうか。しかも、その美貌で言われると何だか無む性しように腹が立つ。

「数あま多たの縁を結んできたオレから見ても、日下部は伴はん侶りよとして選ぶには申し分ない相手だ。どうだユカリ、日下部と縁結びをしても後こう悔かいはないと思うが？」

「よ……余計なお世話よ！　好きな人くらい自分で選ぶからほっといて！」

　憤ふん然ぜんとして立ち上がると、ユカリはエンの脇をすり抜けて歩き出した。間違って縁結びをした上に勝手に伴侶となる相手を決めようとするとは、何ておせっかいな神様だ。




「ユカリ、ねぇユカリってば！」

　千沙に呼ばれて、ユカリは我われに返った。

「あ……ええと、何？」

「何って、もう授業終わってるよ？」

「え……あ、ほんとだ」

　時計を確認すると、すでにお昼休みに突入していた。教室では、クラスメイトたちが仲良しのグループで固まってお弁当を広げ始めている。

「どうしたの？　今日はずっと上うわの空そらだけど」

「ごめん、ちょっと考え事してて」

　考えていたのは、もちろん日下部と縁結びのことだ。「なるべく迷惑はかけない」という言葉通り、日下部が教室で言い寄ってくることはなかった。あの後はクラスメイトからのからかいや追及もなく、千沙に至いたっては日下部の話題に触れることすらせず、いつも通りに接してくれている。おかげで、午前中は何の問題もなく過ぎたのだが。

（どうにも納得がいかないのよね）

　小さくため息をついて、ユカリは教室の前方に目を向ける。教きよう壇だんの前で女生徒に囲まれて楽しそうにしているのは、墨染の着物をまとった縁結びの神様だ。

　教育実習生として学校に潜り込んできたエンは、クロウの記き憶おく操そう作さのおかげで違い和わ感かんなくクラスに馴染んでいた。そしてあの現実離れした美貌でクラスメイトたちを魅了し、教室中の話題をさらっている。今け朝さまでは日下部一色だった女子たちも、今やすっかりエンの虜だ。

　ちなみに、クロウは自分の仕事が終わるや否いなや「人間がうじゃうじゃいる場所にいたくありませんわ」と言って、どこかへ飛び去ってしまった。主人を放り出していくとは、わりと無責任な神使だ。

（こっちは縁結びのせいで苦労してるっていうのに……）

　視線の先、その元げん凶きようとなったエンが反省している様子はない。むしろ、この状況を楽しんでいるんじゃないかという気さえしてくる。現に女の子に囲まれてやたら嬉しそうにしてるし。

「エン先生、すごい美形だよね。ユカリのイトコだって言ってたけど、あんな親しん戚せきがいるなんて知らなかった」

　ユカリの視線を追ってしみじみと呟く千沙に、乾いた笑いを漏らす。本当はイトコでも何でもないのだが、千沙もまたクロウの術によってそう思い込んでいるらしい。

「それより、お昼食べよっか」

　ユカリも千沙も弁当を持参しているので、食べるのはいつもこの教室だ。机をくっつけて弁当箱を出そうとして、ユカリは「あれ？」と目を丸くした。

「どうしたの？」

「お弁当がない。確かに入れたはずなんだけど」

　今朝母から渡されて、そのまま鞄に押し込んだ記憶がある。だが、いくら中を漁あさってみても弁当箱は見当たらない。おかしいなぁ、と首を傾げていると、

「探しているのはこれか、ユカリ」

　頭上からエンの声が降ってきた。顔を上げると、目の前に笑顔を貼りつけたエンが立っている。そして、その手の中には見覚えのある弁当箱。

「ちょっと、それ私のお弁当っ」

「すまない、ユカリ。あまりにも腹が減ったので、さっきオレが食ってしまった」

「な……何やってんのよ、もう」

　悪びれたふうもなく言い放ったエンに、深くため息をつく。まったく、何故こうもユカリを困らせるようなことばかりするんだろう。というか、神様でも人間と同じように食事をするのか。

「ユカリ、仕方ないから学食行こう？　私もつきあうよ」

　気き遣づかうように声をかけてきた千沙に頷いて、二人で教室を出る。その後ろを、当然のようにエンがついてきた。

　昼休みが始まったばかりの食堂は、生徒たちで賑にぎわっていた。千沙と一緒に空あいている席を探していると、「おや」とエンが声を上げる。同時に、

「赤澤！」

　名前を呼ばれて振り返ると、窓まど際ぎわのテーブルを陣じん取どっている男子の集団が目に留まった。その中に日下部の姿を見つけ、ユカリは「うわっ」と内心で悲鳴を上げる。

（ああもう、何でこのタイミングで……）

　よりによって千沙と一緒にいる時に日下部と遭そう遇ぐうするとは、何という間まの悪さだ。かといって逃げ出すわけにもいかず、どうしようかとユカリは頭を抱かかえる。その間にも、席を立った日下部が人ごみをかき分けてやってきた。

「赤澤も今からお昼？　よかったら、一緒に食べない？」

「ユカリ、どういうこと？」

　案あんの定じよう、千沙が困こん惑わくした様子で尋たずねてくる。何と言い繕つくろおうかと考えていると、身をかがめたエンが耳元でささやいた。

「よかったな、ユカリ。これで堂々と日下部に近づくことができるぞ」

「なっ──」

　嵌はめられた、と瞬しゆん時じに悟さとる。おそらくエンは日下部が食堂にいることを知っていて、ここに来るよう仕向けたに違いない。

「せっかくの誘いだ、同席させてもらおう。なぁユカリ、構わぬだろう？」

「ちょっと、何で勝手に──」

　ユカリを無視して返事をするエンに文句を言いかけた時、ふとある考えが閃ひらめいた。

「あの、千沙も一緒にいいかな？　ほら、人数多い方が楽しいし！」

「えっ!?」

　ユカリの提案に、千沙が驚きの声を上げる。日下部は少しの間ユカリと千沙を見比べていたが、やがて笑顔で頷いた。

「もちろん。じゃあ、行こうか」
















　日下部が上じよう機き嫌げんで歩き出す。まだうろたえている千沙を促し、ユカリもその後を追った。

「ねぇユカリ、どうなってるの？」

　日下部の背中に目をやりながら、千沙がそっと尋ねてくる。そんな親友に身を寄せて、ユカリは小声でささやいた。

「実は私、日下部くんに千沙との仲を取り持ってほしいって頼まれたんだ。日下部くん、前から千沙のことが気になってたんだけど、なかなか言い出せなかったんだって」

「え？　何で日下部くんが？　私、ほとんど話したこともないのに……」

「だって千沙、縁結びの祈願したでしょ」

　あ、と千沙が小さくこぼした。その顔が、みるまに明るくなっていく。

「じゃあ、私は日下部くんとの縁を結ばれたってこと……!?　噓、すごい、本当に願いが叶うなんて！」

　顔をほころばせる千沙に、ユカリはホッと胸を撫で下ろした。どうやら、怪あやしまれずに信じてもらえたらしい。とっさに思いついた言い訳だが、これならユカリが日下部と親しくしていても不自然ではないだろう。

「赤澤、こっち」

　日下部の案内で席に向かうと、窓際のテーブルを占せん領りようしていた男子たちがどよめいた。

「げ、透とおる……いきなり彼女連れかよ！」

「文化祭を前にしてフリーのオレたちに何のあてつけだ、ちくしょう！」

「そんなつもりじゃないよ。ただ、みんなで食べた方が楽しいかなって思っただけで」

「あー、はいはい。いいよなぁ、モテる奴は。んじゃ、邪じや魔ま者ものは消えようぜ」

　その一言で、友人たちが席を立ち始めた。賑やかな一団が去っていくと、後にはユカリたちだけが取り残される。

「まったく……変な気は遣うなって言ったのに」

　ため息交まじりに呟いて、日下部が席に着いた。顔を見合わせ、ユカリと千沙もその向かいに座る。

「じゃあ、私も何か買ってくるね。エン、行くよ！」

「あ、ユカリ！」

　同じように席に着こうとしたエンの腕うでを取って立ち上がると、ユカリはくるりと踵きびすを返した。背後ですがるような千沙の声がしたが、聞こえなかったふりをする。

（千沙、チャンスだよ！　頑張って！）

　心の中で親友にエールを送り、ユカリはそのまま食堂を後にした。




「どこへ行くのだ、ユカリ。せっかく日下部が誘ってくれたというのに」

　食堂を出てしばらく歩いたところで、エンがそう声をかけてきた。

「それに、何故あんな噓をつくのだ。ユカリは日下部に仲ちゆう介かい役やくなど頼まれてないだろう」

「でも、本当ならそうなるはずだったじゃない。日下部くんに告白されるのも、お昼に誘われるのも、全部千沙だった──あんたが間違えたりしなければ」

　かすかに皮肉を込めて言い返すと、ユカリは自分の口元に手をやった。唇くちびるの下には、硬かたく尖とがった犬けん歯しの感かん触しよくがある。

　日下部に迫られるのも、縁結びの力を授さずけられるのも、本当なら千沙だった。そして千沙は日下部の血を吸って、彼と結ばれるはずだったのに。

「だから私は、本来の縁結びをする。私が、千沙と日下部くんの縁を結んでみせる。日下部くんが私に言い寄ってくるのなら、それを利用して千沙と仲良くなれるようにすればいいんだわ！」

　話しているうちに興こう奮ふんしてきて、ユカリは声を弾はずませた。

　そうだ、何でこんな簡単なことに気づかなかったのだろう。縁結びを解かい除じよできないのならば、逆にそれを利用すればいいだけの話だったのだ。

「なるほど、なかなかおもしろい考えだ」

　悠ゆう然ぜんと腕を組んで、エンがユカリを見下ろす。この自由奔ほん放ぽうな神様を感心させたことに少々得意になっていると、

「だが無む駄だだな。オレの縁結びは強力だぞ。何をしようと、それが覆くつがえることはない」

　余裕のある笑みを浮かべて、エンが言い放った。せっかく思いついた名案を否ひ定ていされ、ユカリはムッと眉まゆを寄せる。

「そんなの、やってみないとわかんないじゃない」

「試したところで結果は同じだ。どうしても縁結びを終わらせたいのなら、日下部の血を吸えばいいだろう」

「だから、それはできないって言ってるでしょ！　だいたい、好きでもない相手と縁を結ばれても嬉しくなんかないよ！」

「なら、日下部を好きになればいいだろう？　実に簡単なことだ」

　何でもないことのように言ってのけるエンに、ユカリは絶句した。エンの思考は人間の常識とはかけ離れすぎていて、軽く眩暈めまいすら覚える。

「あのねぇ……恋愛って、そういうものじゃないでしょ」

「では、どういうものなのだ？」

　真ま面じ目めな顔で問い返され、ユカリは返答に困った。恋なんてまだしたことのないユカリに、そんなものわかるわけがない。だが一つだけはっきりと言えるのは、

「少なくとも、縁結びで相手の心を無理矢理自分のものにするのは間違ってる」

　無む邪じや気きに見つめてくるエンの視線を受け止めて、ユカリは口を開いた。

「千沙は人一倍臆おく病びようだから、少しでも勇気を持てればと思って縁結びを勧すすめたけど……でも本来、恋愛って好きな人に自分の言葉で気持ちを伝えて、お互いの想いが通じ合って初めて成立するものだと思うの。だから、一方的に相手の心を奪うのは卑ひ怯きようだよ！」

　叩たたきつけるように言うと、エンがかすかに目を瞠みはった。その唇が言葉を紡ぐ前に、ユカリはエンに背を向けて歩き出す。

　何だか、無性に悔くやしかった。望んでもいないのに縁結びをされ、千沙との友情を脅おびやかされ、こっちはただでさえ迷惑しているのだ。その上、好きでもない相手と結ばれろだなんて、理り不ふ尽じんにもほどがあるだろう。

　ふつふつと込み上げてきた怒りを抱えて歩いていると、

「赤澤さん」

　突然、険けわしい声に呼び止められた。振り返ったユカリの目に、三人の女生徒の姿が映る。

（小お倉ぐらさん……？）

　相手の顔を見て、ユカリは眉をひそめた。声をかけてきたのは、同じクラスの小倉美み涼すずだった。金に染めた髪かみと、美人だがどこかきつい印いん象しようを与える顔立ち。指先にはキラキラとしたネイルアートが輝き、極きよく端たんに短くしたスカートからはすらりとした足が覗いている。

　校則を無視しまくった派は手でないでたちの三人は、クラスでも何かと目立つ存在だ。そんな彼女たちが、自分に何の用だろう。

　訝いぶかしんでいると、苛いら立だたしげにユカリを見つめていた小倉が口を開いた。

「一緒に来てくれる？　話があるんだけど」
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　逃げるように去っていくユカリの姿を、エンは立ち尽つくしたまま見送っていた。彼女の言葉が、まだ鮮せん明めいに耳に残っている。

　縁結びで無理矢理相手の心を奪うのは間違っている、とユカリは言った。恋愛は、お互いの気持ちが通じ合って初めて成立するものなのだ、と。

　今まで、そんなことを言う人間に出会ったことはなかった。エンの元を訪おとずれる者はみな、どんな手を使ってでも好きな人を自分のものにしたいと願う者ばかりで、相手の気持ちなど考えてもいなかった。だからエンもそれが当然だと思っていたし、かつての自分もそうしてきた。だけど──。

「縁月様に意見するなど、本当に生意気な小こ娘むすめですこと。ますます気に入りませんわ」

　不機嫌な声と共に、バサリと羽は音おとが降ってくる。顔を上げると、神使の少女がエンの元へと下りてきた。

「そうか？　オレはなかなか興味深いがな」

　クロウから視線を外はずして、エンは小さく笑みを浮かべる。

　せっかく与えてやった縁結びの力を頑かたくなに拒こばむ少女──一体、何が彼女をそこまで意い固こ地じにさせているのだろう。彼女の過去に、何があったのだろう。そして彼女は、この縁結びにどのような決着をつけるのだろう。ユカリに対する興味は次から次へとあふれてきて、尽きることはない。

「縁月様は、あの娘に入れ込みすぎですわ。人間ごときに、あまり深入りしない方がよろしいかと思いますけど」

「だが、オレは人間の願いを叶える縁結びの神だ。十年前に交かわした約束は、守らねばならぬだろう」

「でもあの娘は何も覚えていませんわ。そんな約束、無む効こうではありませんの？」

　不満げに呟くクロウに目をやると、神使の少女はふてくされた顔でエンを見つめている。

「それでも約束は約束だ。それに、この前ぜん代だい未み聞もんの縁結びの結末を見届けるのも神の役目だからな。そのためには、ユカリのそばにいる必要がある」

「本当に、それだけですの？」

「どういう意味だ？」

　鋭するどい問いかけに、エンは目を瞬しばたたく。ここへ来たのは、約束を守り彼女の縁結びを見届けるためだ。それ以外の理由など、ない。

「……何でもありませんわ」

　素そっ気けなく言い放つと、クロウはふいとそっぽを向く。そんな神使の姿に、エンはますます首を傾げた。
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　小倉に連れられてやってきたのは、またしても特別教室棟の裏だった。授業のない昼休み、この場所にユカリたち以外の人影はない。

「赤澤さん。あなた、日下部くんとどういう関係なの？」

　腕を組んでこちらを睨にらみつけていた小倉が、そう尋ねてきた。

「どうって……ただのクラスメイト、だけど」

　おずおずと答えたユカリに、小倉が眉を吊つり上げる。

「そんなわけないでしょ！　今まで誰に告白されても断ってきた日下部くんが、自分から言い寄ったのよ？　みんなはもう気にしてないみたいだけど、あたしは騙だまされないわ」

　そう言えば、小倉もかつて日下部に告白して振られたんだっけ、と今さらながら思い出す。その時のことは教室でも話題になっていた──というか本人が自ら言いふらして周囲の同情を買おうとしていたので、よく覚えている。だが小倉はそれでもあきらめていないらしく、今でも何かと日下部に干かん渉しようしているようだ。

「一体、どんな手を使って日下部くんを誘ゆう惑わくしたわけ？」

「私は、別に何も……」

「誤魔化したって無駄よ！　正直に言いなさい！」

「だから、私は何もしてないってば！」

　本当にユカリは何もしていないのだから、それ以外に答えようがない。まさか、親友の縁結びに付き添ったら手違いで縁結びされてしまいました、なんて言えるわけもないし。

　困り果てるユカリに小倉はまだ疑いの眼差しを向けていたが、やがて不機嫌そうに「まあいいわ」と吐き捨てた。

「とにかく、これ以上日下部くんに近寄らないで。目め障ざわりなのよ」

「できることならそうしたいけど……でも、私にはどうにもできなくて」

　ぼそりと呟いて、ユカリは目を伏せる。

「何なの、その態度！　さっきからやたら反はん抗こう的てきだし、あたしのことバカにしてるの？」

「そ、そういうわけじゃないけどっ」

　ジリジリと距離を詰めてくる小倉に、ユカリは慌てて身を引いた。そんなユカリを、小倉がキッと睨みつける。

「いい？　あたしはね、あなたよりずっと日下部くんにふさわしいの。容姿だって成績だってあなたより上だし、恋愛の経験値だって違う。クラスでも目立たない地味女子のあなたなんか、どう頑張っても勝てっこないのよ！」
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　鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうで詰め寄ってくる小倉に、ユカリの背筋を冷たい汗が伝った。ふと苦い記憶が甦よみがえる。胃いの底がひやりとするような感覚に、きつく唇を嚙かんだその時だった。

「何してるんだ!?」

　突然、鋭い声が響いた。小倉がぎくりと身を強こわ張ばらせ、友人たちと顔を見合わせる。声のした方に視線を向けて、ユカリも目を瞠った。

「日下部くん？」

　千沙と一緒に食堂に残してきた日下部が、何故ここにいるのだ？　まさか、ユカリを追ってきたのだろうか。

「く、日下部くん！　違うの、あたしたち赤澤さんと話してただけで！」

「これは別にイジメとかじゃなくてっ」

「私たち、本当に何もしてないから！」

　慌てて言い訳をする小倉たちに視線を向けた日下部が、今度はユカリを見た。

「そうなのか、赤澤？」

「えっ……あ、うん。本当に、何でもないの！」

　取り囲まれて詰め寄られはしたが、別に被害は受けていない。大おお事ごとにするほどのことでもないし、できるなら余計な波風は立てたくない。小さく頷くと、日下部は安あん堵どしたように息をついた。

「そっか。何だか邪魔しちゃったみたいで、ごめん。よかったら、話続けてよ」

　無邪気に促した日下部に、小倉たちが気まずそうに顔を見合わせる。

「べ、別に大したことじゃないし……もういいわっ」

　口早にそう言って、小倉が身を翻ひるがえした。「美涼！」「待ってよ！」と友人たちが彼女の後を追いかける。その背中を見送りながらホッと胸を撫で下ろしていると、日下部がユカリを振り返った。

「ごめん赤澤、あまり上う手まく助けられなくて。それに、結局オレのせいで迷惑かけちゃったみたいだし」

　申し訳なさそうに視線を落とした日下部に、ユカリは目を丸くする。とっさに誤魔化したものの、どうやらすべて見み透すかされていたようだ。だけど日下部は、なるべく穏おん便びんに事をすませようとしてくれたのだろう。そんな彼の気遣いに、胸が温かくなる。

「ううん、日下部くんは何も悪くないよ」

　そっと、ユカリは首を振った。悪いのは、すべての元凶である縁結びだ。

（やっぱり、こんなの間違ってるよ）

　結局、この縁結びは面倒事しかもたらさない。ユカリも日下部も千沙も、誰も幸せにならないのだ。

（って、千沙は!?）

　親友の存在を思い出し、ユカリは青ざめた。日下部がユカリを追ってきたことを、もし千沙が知ったら──？

「ごめん、日下部くん！　私、千沙のところに戻るね！」

「あ、赤澤！」

　追いかけてくる日下部の声を振り切って、ユカリは走り出した。

　昼休みも終わり間ま際ぎわになり、食堂はだいぶ空すいていた。その中に一人ポツンと座る千沙の姿を見つけ、慌てて駆け寄る。千沙は別れた時と同じテーブルについたまま弁当に手をつけもせず、深く俯うつむいていた。

「千沙っ！」

　大声で呼ぶと、千沙がゆっくりと顔を上げた。ユカリを見て一瞬安堵の表情を浮かべたが、みるまにそれが曇くもっていく。

「ごめんね、ユカリ。せっかく気を利きかせてくれたのに、私、日下部くんと何も話せなくて……そしたら日下部くん、私に呆あきれて出て行っちゃった」

「千沙……」

　どうやら、日下部がユカリを追って行ったとは思っていないようだ。だが、自分のふがいなさを責める千沙の姿はとても痛々しくて、胸が締めつけられる。

（やっぱり、本当のことなんて言えるわけがないよ）

　こんなにも傷つきやすい千沙を、さらに傷つけるようなことはできない。絶対に。

「大丈夫だよ、千沙」

　ユカリは千沙の隣に腰こしを下ろすと、そっとその肩に手を置いた。

「日下部くんは、千沙のこと嫌きらいになんてなってないよ、きっと。だから、あきらめないで」

　不安に揺ゆれる瞳ひとみが、すがるようにユカリを見た。

「そう、かな……まだ望みはあるって思ってもいいのかな？」

「うん。大丈夫だって。私も協力するから、一緒に頑張ろう？」

　千沙はしばらくユカリを見つめていたが、やがて小さく頷いてようやく表情を和やわらげた。




　明日もまた日下部くんと話すチャンスはあるよ。頑張ろ！

「これでよし、と」

　千沙に激げき励れいのメッセージを送ると、ユカリはベッドの上にぱたりと倒れ込んだ。

「千沙に噓、ついちゃったなぁ」

　いくら縁結びのことを隠かくすためとはいえ、親友に噓をついたのはやはり心苦しい。日下部との縁が結ばれたと喜ぶ千沙の姿を思い出し、さらに罪ざい悪あく感かんが募つのる。目の前に掲かかげたスマホを見つめ、小さくため息を漏らした。と、

「一つ、聞きたいのだが」

「うわぁっ!?」

　突如降ってきた声に、ユカリは悲鳴を上げる。見れば、オレンジ色の筐きよう体たいの向こうに目を丸くしたエンの顔が覗いていた。慌てて飛び起きて、とっさに距離を取る。

「え、ちょ、エン!?」

「ユカリはそれを使って千沙と連絡を取り合っているようだが、どういう仕掛けになっているのだ？　まさか、その中に千沙がいるのか？」

　エンの視線が注がれているのは、ユカリが手にしたスマホだ。

「ええと、これはアプリを使って千沙にメッセージを送ってるだけで……」

「そのアプリとやらはどんなものなのだ？　何か特別な術がかけてあるのか？」

　真面目な顔で尋ねられ、ユカリは言葉に詰まる。そんな技術的なことを聞かれても、ユカリに答えられるわけがない。

「と、とにかくこれはそういうものなのっ。それより、何でエンが私の部屋にいるのよ」

　さっきまでリビングで父と晩ばん酌しやくを交わしていたはずなのに、いつの間に二階に上がってきたんだろう。

「人間の生活について、まだまだわからないことがあるからな。ユカリに教えを請こおうと思って来たのだ」

「だからって部屋まで入ってこないでよ、もう！」

　文句を言いながら、エンの背中を押して部屋の外に追い出す。その時、階下から母の声がした。早く風ふ呂ろに入れと言う母に返事をして、ユカリはそのまま部屋を出る。

「ちょっと、何でついてくるのよ」

　階段を下りるユカリの後を、素そ知しらぬ顔でエンがついてきた。

「この時代の風呂は人の手で沸わかしていないようだからな。どのような仕組みになっているのか、確かめに行こうかと」

「来なくていい！　というか、絶対入ってきちゃだめだからね!?　あと、今後勝手に部屋に入るのも禁止！」

　そう念を押して、ユカリは浴室に駆かけ込んだ。部屋だけではなくお風呂にまでついてこようとするとは、何て非常識な神様だ。

　昼間の少々後味の悪いやりとりの後も、エンの態度は変わらなかった。少し言いすぎたかもしれないと後悔したユカリだったが、対するエンはまったく気にしていない様子だ。寛かん容ようというか無む頓とん着ちやくというか、さすが神様は懐ふところの深さが違う。単に図太いだけかもしれないけど。

「あと五日もこんな状態だなんて……先が思いやられるよ」

　温かい湯船に浸つかりながら、ため息と共に呟いた。今日はいろいろなことがありすぎて、身も心も疲れ切っている。

「日下部くんはあんな調子だし、小倉さんには目をつけられるし、どうすればいいの？」

　毎日がこれでは、ユカリの身がもたない。かといって縁結びを終わらせるために日下部の血を吸うわけにもいかず、結局何とかしてこの事態を乗り切るしか道はないのだ。

「もう、何で私がこんな目に──」

「ユカリっ!!」

「うひゃあっ!?」

　勢いよく浴室の扉が開くと同時に響いた声に、ユカリは驚いて悲鳴を上げた。

「な、な、な……」

　突然のことに頭が真っ白になって、口をぱくつかせる。断りもなく風呂場に乱入してきた黒髪の青年は、困ったような顔でユカリに詰め寄ってきた。

「さっきまで光って音が鳴っていたのに、いきなり動かなくなって止まってしまった……もしや壊こわれたのか？　どうすれば直るのだ？　教えてくれ、ユカリ」

　目の前に差し出されたのは、見慣れたオレンジ色の筐体。ユカリのスマホだ。確かに画面は真まっ暗くらになっているが、新着メッセージを告げるランプが点灯している。相手はおそらく千沙だ。

「べ、別に壊れてないよ。時間がくれば自動的に切れるようになってるだけ……って、何でエンがそれを持ってるのよ!?」

「ユカリの部屋で何やら音がしたから覗いてみたのだ。そうしたらこれが鳴っていた」

　悪びれもせずにそう言って、エンがスマホを掲げて見せる。入るなと言ったのに勝手に部屋に入った挙あげ句く、無断で持ち出してきたのか。しかも、わざわざお風呂まで──って!?

「では、壊れたわけではないのだな？　ならばよかった──」

「よくないっ！　今すぐ出てって─────っ!!」

　エンの手からスマホを奪い取ると、ユカリは安堵の表情を浮かべる美貌に思い切りお湯をぶっかけた。
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　翌よく日じつ、週の半なかばの水曜日。いよいよ文化祭が間近に迫り、校内はさらに活気づいていた。誰もがそわそわと浮うき足あし立だち、一足先にお祭りモードに突入している。

　クラスの出し物である模も擬ぎ店てんの準備も佳か境きように入り、今日は午後の最後の授業を潰つぶして製作作業を進めているところだった。

「ねぇユカリ、文化祭どこ見に行く？」

　ユカリの隣で教室を飾る紙花を作っていた千沙が、そう身を乗り出してくる。

「千沙、私より日下部くんを誘いたいんじゃないの？」

　作業の手を止めて問い返すと、千沙は真まっ赤かになって俯いた。「それはそうだけど」と言いながら、作りかけの紙花をいじり始める。この段階になってもまだ、千沙は日下部をダンスに誘えていないのだ。

「で、でも……日下部くんを誘うのは、まだハードルが高いよ」

「大丈夫、私が何とかするから」

　軽く胸を叩いて、ユカリは教室の隅すみに目を向けた。そこには、数人のクラスメイトたちと一緒に机に広げた紙を睨んで話し合っている日下部の姿がある。

　人望の厚い日下部は、当然のように文化祭の実行委員を任されていた。クラスをまとめたり文化祭を運営する生徒会と連絡を取ったりとかなり多た忙ぼうなはずだが、日下部は文句の一つも言わずに黙もく々もくと仕事をこなしている。

「ずいぶんと盛もり上がっているようだが、文化祭とはどういった祭りなのだ？」

「ひゃあっ!?」

　突然目の前に現れた美貌に、ユカリは思わず悲鳴を上げた。キラキラと目を輝かせて、エンが間近でユカリを覗き込んでくる。ふと昨夜のことを思い出し、顔が熱くなった。いくら人間じゃないとはいえ、異性に裸はだかを見られたのは初めてだ。

　だが、エンはそんなことなどすっかり忘れてしまったかのように平然としている。こっちはいまだ羞しゆう恥ちに身み悶もだえているというのに──そう思うと、何だか悔しい。

「年に一回開かれる学校行事ですよ。各クラスで出し物をしたり、文化部は普段の活動の発表をしたりするんです」

　悶もん々もんとしているユカリに代わって、千沙が説明してくれた。他人になかなか心を開かない彼女だが、エンはユカリのイトコということであまり警けい戒かいしていないようだ。

「ほう……では、酒を飲んだり神楽かぐらを舞まったりもするのか？」

　神楽？　と一いつ瞬しゆん眉をひそめてから、ああ、神社のお祭りなんかで行われている奉ほう納のう舞まいのことかと思い至る。

「お酒は飲まないけど、体育館のステージでダンス部が踊ったりはするよ。他にも演劇部が劇をやったり合唱部が歌を歌ったり、有志のバンドがライブやったりとか」

「それは楽しみだな。ぜひ見てみたいものだ」

　声を弾ませるエンに、ユカリは複雑な気持ちになる。縁結びの期限が切れるのは、ちょうど文化祭二日目の夜だ。それまで、この神様はユカリにつきまとう気だろうか。

「赤澤、ちょっと相談があるんだけど」

　いきなり声をかけられて、ユカリは思わず「ひゃっ」と身をすくめた。見ると、いつの間にやってきたのか日下部が机の横に立っている。

「相談？　私に？」

　何の相談だろうと首を傾げると、日下部は持っていた紙をユカリの前に広げた。

「二日目の店番なんだけどさ、この時間、赤澤と北きた本もとの二人でフロアやってくれないかな？　オレ、ちょうど演劇部のヘルプに行ってて、こっちが手薄になるんだ」

　手書きで割り振られた当番表を指しながら、日下部が言う。指定されたのは、二日目の午後二時から三時の時間帯だ。

　何でも器用にこなす日下部は、あちこちから助っ人を頼まれている。実行委員の仕事に加えてクラスでの客引き、演劇部の特別出演、サッカー部とバスケ部の催もよおしの手伝い等々、ユカリが知っているだけでもそれなりの数だ。

「この時間、二人とも裏方で入ってるけど、演劇部の舞台は目玉だから客も少しはそっちに流れると思うんだ。調理はそんなに手間がかかるものじゃないし、少人数で対応できると読んでるんだけど──だめかな？」

「私は構わないけど、千沙が……」

　そう言って隣に目を向けると、千沙は困り果てた顔であたふたしていた。ユカリと日下部を交互に見比べ、何かを言おうと口を開いたが、結局何も言わずに俯いてしまう。人見知りの千沙にとって、人前に出ることはかなり難なん易い度どの高い行為なのだ。

（気持ちはわかるけど、せっかく日下部くんにお願いされてるんだから……そうだ！）

　パッと閃ひらめいて、ユカリは日下部に向き直った。

「ねぇ日下部くん、千沙の接客練習につきあってくれない？」

「え？」

　千沙と日下部が、目を丸くしてユカリを見る。それまで黙だまっていたエンも、興味をそそられたかのように視線を向けてきた。

「千沙、人前に出るの苦手だから……でも、それさえ克こく服ふくすれば大丈夫だと思うの。ね、千沙？」

「えっ……ええと……う、うん」

　半ば押し切るように促すと、千沙は戸と惑まどいながらも小さく頷いた。一方ユカリは、このチャンスを逃すわけにはいかない、と今度は日下部の方へ身を乗り出す。

「私も協力するけど、一人じゃ限界があるし……日下部くんなら人当たりがいいし対人スキルも高そうだから、何かいいアドバイスをもらえるんじゃないかと思うんだけど……やっぱり、忙しいかな？」

　ユカリの提案に、日下部はしばらく考え込んでいた。事情を知っている上での頼みだったが、やはり図ずう々ずうしかっただろうか。断ろうかと口を開きかけた時、日下部がユカリを見て笑顔を浮かべた。

「大丈夫、オレでよければ力になるよ。何でも言って」

　嬉しそうに言われて、ユカリは少々罪悪感を覚える。日下部の人の好よさを利用したような形になってしまったが、これも千沙のためだ。そう自分に言い聞かせ、胸に湧わき上がってきたもやもやを断たち切った。




　放課後、模擬店の準備作業をあらかた終えてから、ユカリたちは教室に残ってさっそく練習を始めた。

「ええと……い、いらっしゃいませ。ご注文は何にします、か……？」

　誰もいない教室に、千沙の頼りない声が響く。両手を胸の前で組み合わせておろおろと視線を彷徨さまよわせ、最後には助けを求めるようにユカリを見た。

「こんな感じで、どうかな……？」

　自信なげに問われて、ユカリは「うーん」と唸うなった。特とく殊しゆな嗜し好こうを持つ人には受けるかもしれないが、一般の客に対してはどうだろう。

　だが、ユカリはそれを千沙に伝えるのを躊躇ためらった。ただでさえ人前に出るのが苦手な千沙に、これ以上求めるのは酷こくなことかもしれない。

「もう少し声を大きくして、はっきり話すようにしてみたらいいんじゃないかな。あと、なるべく目線を上げて相手の顔を見る。目が合うと、人間ってわりと安心するものだからさ」

　客役として椅い子すに座っていた日下部が声を上げた。びっくりしたように、千沙が日下部を見る。

「北本は雰ふん囲い気きが柔やわらかいから、笑顔で話しかけられたらお客さんもホッとすると思うんだ。ほら、文化祭回って疲れてここに来る人もいるわけだし。そういう人たちが北本の接客で癒いやされるんだって思うと、何だか嬉しくなるだろ？」

「そ、そうかな……私でも、お客さんに喜んでもらえる？」

「うん。きっとこの店に来て、北本に案内されてよかったって思ってもらえるよ」

　日下部の言葉に、千沙がパッと顔を輝かせた。

「そっか、私でも役に立てるんだ」

「うん。だから自信持って、もう一回やってみようよ」

　促す日下部に頷いて、千沙が再び「いらっしゃいませ」を口にする。さっきよりもわずかに背筋が伸びて、表情も柔らかくなっていた。

　しばらく練習しているうちに、千沙はだいぶ日下部と打ち解とけていた。姿を見るだけで悲鳴を上げていた頃に比べると、格段の進歩だ。

「そろそろ終わりにしようか。北本も疲れただろ？　オレもサッカー部に顔出さないといけないし」

　西の空が赤くなり始めた頃、日下部がそう提案した。ユカリも千沙もそれに賛さん成せいして、今日の練習はお開きとなる。

「日下部くん、本当にありがとう。ごめんね、忙しいのにつきあってもらっちゃって」

　千沙がお礼に何か飲み物を買ってくると言って席を外した後、ユカリは日下部にお礼を述のべた。千沙との縁結びをするためとはいえ、多忙な日下部に時間を割さいてもらったことには心から感謝している。

　日下部の的確なアドバイスのおかげで、この短い練習の間に千沙はずいぶん変わった。ちゃんと相手と向き合って長所と短所を見極め、柔らかい言葉と物腰でそれを伝える日下部の姿は誠実そのもので、そんな彼がみんなから慕われているのも納得できる。

「いいよ。オレも赤澤と一緒に過ごせて楽しかったからさ」

　爽やかに笑う日下部にどう反応したらいいのかわからず、曖あい昧まいに笑顔を返す。すると、突然日下部がユカリの手を握りしめてきた。

「あの、日下部くん……？」

　机を挟はさんで向き合っていた日下部が、ふいに真剣な顔になる。前髪の隙すき間まから覗く瞳が、まっすぐにユカリを射い抜ぬいた。

「でも、本当は二人きりの方がよかったな」

　かすかに低くなった声が、ユカリの耳じ朶だをくすぐる。とくん、と音を立てて心しん臓ぞうが跳はねた。握られた手が妙みように熱い。その熱が、一気に全身に広がっていく。胸の奥がきゅうっと痛くなって、上手く息ができない。

「ねぇ赤澤、今度は二人で──」

「ご、ごめんなさいっ」

　とっさに日下部の手を振りほどいて鞄を引っ摑むと、ユカリは教室を飛び出した。ちょうど戻ってきた千沙が「ユカリ？」と呼び止めるが、構わず廊下を駆け抜ける。

　まだまばらに残っている生徒たちの間を縫ぬって疾しつ走そうし、階段を下りて正面玄げん関かんに辿たどり着いたところでようやく足を止めた。ちょうど人がはけた時間帯なのか、辺りには誰もいない。ぜいぜいと息をしながら下げ駄た箱ばこにもたれかかって目を閉じた時、

「ユカリ」

　掠れた低音に呼ばれ、ユカリはのろのろと顔を上げた。薄うす暗ぐらい玄関に立っていたのは、墨染の着物をまとった青年──エンだ。その後ろには、クロウの姿もある。

「何故逃げるんですの？　せっかく日下部の血を吸うチャンスでしたのに」

　責めるような口調で、クロウが問いかけてくる。答える代わりに鋭い視線を向けると、クロウは小さく鼻を鳴らした。

「いい加減、あきらめてしまえばいいんですわ。日下部の血を吸えば縁結びは終わり、おまえは恋人を手に入れられるというのに、何故それをしないんですの？」

「そんなことっ……できるわけないでしょ！」

　荒い呼吸の隙間から、何とか声を絞しぼり出す。もう何度目かわからないやりとりに、いい加減うんざりした。

「ユカリ」

　クロウと睨み合っていると、エンが静かに声を上げた。視線を流すと、満月のような金の双そう眸ぼうがユカリを捉とらえる。人間のものとは異なるその瞳に見つめられると、心の中をすべて見透かされそうな気がして、ユカリは思わず身を引いた。

「そなたは、好きでもない相手と結ばれても嬉しくないと言ったな」

　昨日、ユカリがエンに向けた言葉だ。無ぶ遠えん慮りよに「日下部の血を吸えばいい」と言い放ったエンに、ユカリは確かにそう返した。

「そうよ。私は日下部くんを好きでも何でもない。だから縁結びなんてしないし、この先も必要ないの」

「本当に、そう思っているのか？　日下部のことなど何とも思っていない、と」

「……どういう意味？」

　眉をひそめると、エンが小さく首を傾げた。

「ユカリ、そなたは日下部のことが気になり始めているのではないか？　一心に好意を寄せられ、本当は嬉しいだろう？」

　投げかけられた問いに、ユカリは目を瞠った。

（私が、日下部くんを好き？）

　まさか、そんなわけがない。だって今まで、日下部を千沙の想い人としてしか認識していなかったはずだ。親友が好きになった相手がどんな人なのか興味はあったが、それ以上の感情なんて持ったことがない──はずだ。

　だけど、何故こんなにも落ち着かない気分になるのだろう。エンの言葉が投げ込まれた石のように心の表面に波は紋もんを広げ、元々揺らいでいた感情を搔かき乱す。

　縁結びのせいとはいえ、日下部のいろいろな面を見るようになって、知らず知らずのうちに惹ひかれるようになっていたのだろうか。先ほど迫られてドキドキしてしまったのは、ユカリが日下部に好意を持っていたから──？

「ほらごらんなさい、図星じゃありませんの」

「な……何言ってるのよ、そんなことっ」

『あるわけない』──そう否定しようとしたが、喉のどの奥に貼りついたように続く言葉が出てこない。その事実に、ユカリは愕がく然ぜんとした。

　もしかして、自分は本当に日下部が好きなのだろうか。だけどそれは、

「……そんなの、だめだよ」

　震える声で、ユカリは呟いた。腹の底から恐きよう怖ふが湧き上がってきて、背筋を冷たい汗が伝う。

「だってそんなの、千沙に対する裏切りじゃない！」

　ユカリが日下部を好きになるなんて、絶対にあってはならないことだ。何故ならそれは千沙の気持ちを踏ふみにじる行為で、唯ゆい一いつ無む二にの親友に対する裏切りだ。そんなもの、認めるわけにはいかない。

「ユカリが日下部を好きになるのに、千沙は関係ないだろう。それとも、千沙の許可がなければユカリは人を好きになってはいけないのか？」

　心底不ふ思し議ぎそうに問われて、ユカリは顔を跳ね上げた。じっと見下ろしてくるエンの表情に、相変わらず悪びれた様子はない。

「だとしたら、親友とは難なん儀ぎなものだな。恋一つ自由にできぬほど相手を重んじねばならぬのなら、いっそ手放してしまえばよいだろう」

「なっ……」

　軽く放たれた言葉に、ユカリは声を失った。同時に言いようのない悔しさが込み上げてきて、きつく両手を握り込む。

「何で……あんたにそんなこと言われなきゃならないのよ」

　絞り出すように呟いて、ユカリはエンを睨み返した。どうしてこの神様は、平気で人の心を踏みにじるようなことが言えるんだろう。無神経に人の心を暴あばいたり、千沙との友情までも軽視したり──そんなことを平然とやってのけるエンは、やはり人間とは違う。

「千沙のこと、何も知らないくせに！　私がどれだけ千沙に助けられたか知りもしないで、勝手なこと言わないでよっ！」

　怒りと悔しさがごちゃ混ぜになった感情をまとめて叩きつけると、エンがかすかに目を瞠った。金の瞳が一瞬だけ揺れた気がしたが、すぐさま滲にじんだ視界の向こうに消える。

「ユカリ──」

「触さわらないで！　人間じゃないあんたには、私の気持ちなんかわかんないよ！」

　肩に触れたエンの手を振り払い、ユカリは逃げるように走り出した。




　夕暮れの通学路を、ユカリは一人とぼとぼと歩いていく。時間も遅いので、下校する生徒の姿もまばらだ。

（何で私がこんな思いしなきゃいけないのよ）

　市街へと続く坂道の上からぽつぽつと灯ひがともり始めた街を見下ろしていると、その景色がぼんやりと滲んだ。目め尻じりに浮かんだ涙を、手の甲で乱らん暴ぼうに拭ぬぐう。これくらいで泣きたくない。ここで泣いたら、エンの言葉に屈くつしてしまったみたいで何だか癪しやくだ。

「ねえ、そこの君」

　ふいに声をかけられ、ユカリは驚いて顔を上げた。目の前に立っていたのは、いかにも軽けい薄はくそうな三人の男たちだった。同じ高校の制服を着ているが、シャツの襟えり元もとを大きく開けて中に着ている派手なＴシャツを覗かせ、腰の下で穿はいたズボンの上にだらしなくその裾すそを垂たらしている。

「何泣いてんの？　嫌いやなことでもあった？　何ならオレたちが慰なぐさめてあげよっか」

　真ん中にいた金きん髪ぱつの男が、そう問いかけてくる。心配する素そ振ぶりを見せながらも下心が丸見えで、ユカリは警戒するように距離を取った。

「泣いてません。大丈夫です」

　肩にかけた鞄を胸の前で抱え直し、足早に男の脇をすり抜けようとする。だがそれよりも先に、男たちがユカリを囲むように立ち塞がった。

「君、彼氏とかいる？　もしいないんならオレが立りつ候こう補ほしちゃおうかなー、なんちゃって」

　おちゃらけた様子でそう言った金髪男に、ユカリは納得する。文化祭が近くなると、毎年こういう連中が現れるのだ。

「結構です。必要ありませんから」

　毅き然ぜんとした態度で断ったが、男たちは軽く視線を合わせただけで引き下がる気配はない。

「いいじゃん、別に。文化祭の日、一緒に回ろうよ。オレたち三年だから、最後に楽しい思い出残したいなぁって思ってんだよね」

「私、友達と約束があるので他を当たってください」

　強引に突破しようとした時、金髪の男がユカリの腕を摑んだ。

「放してください！」

　とっさに振り払おうとしたが、逆に強い力で引っ張られる。たたらを踏んでよろめいたところを、すかさず男に抱き止められた。

「ちょっと、放してってば！」

　男の腕から逃れようともがくが、力では相手の方が数段上だ。素早く辺りを見回したが、近くに人影はない。じわり、と恐怖が背筋を這はい上がってきた。誰か、

「ユカリに触るな」

　助けて、と叫さけぼうとした時、耳慣れた低い声がした。振り返ると、いつの間に現れたのか男たちの背後にエンが立っている。黒ずくめの姿は薄うす闇やみに溶けるように沈んでいるが、金の瞳だけはぼうっと浮かび上がっていた。

「エンっ」

　亡ぼう霊れいじみたその姿に男たちが驚いている隙に、エンが金髪男の肩を摑んでユカリから引き剝はがす。

「何だよ、おまえ。やる気か？」

　金髪男がすごむが、エンはそれに構わずあっさりと男を放した。

「人間と争う気はない。オレは、人間の味方だからな」

「はぁ？　何言ってんだ、おまえ」

「それに、そなたが縁を結ぶ相手はユカリではない。どうしても好きな女と結ばれたいのなら、縁結びの井い戸どに来るがいい」

「だから、何わけのわかんねぇこと言ってんだ！　バカにしてんのか!?」

「そなたのような男に、ユカリはふさわしくないと言っているのだ。行くぞ、ユカリ」

　男を押しのけ、エンがユカリの方へ手を伸ばす。が、その手がユカリに触れる前にピタリと止まった。訝しく思ってエンを見ると、戸惑ったような表情を浮かべて立ち尽くしている。

「彼女、行きたくないってさ。おまえ嫌われてんじゃねぇの？」

　嘲あざけるような声と共に、再び男の方へ引き戻された。

「ちょっとっ」

　抗こう議ぎの声を上げた時、ふいにユカリを拘こう束そくしていた力が緩ゆるむ。

「ユカリに触れるな、と言ったはずだ」

　男の腕を摑んだエンが、低く告げる。金髪の男がたじろいだ隙にユカリはその手を振り払い、急いで離れた。それから改めてエンを見やり、小さく息を吞む。

「エン……？」

　エンの横顔は、驚くほど冷たかった。人間離れした美貌がそれに拍はく車しやをかけ、今まで見たこともない酷こく薄はくな表情を作り出している。思わず、ぞくりと肌はだが粟あわ立だった。得え体たいのしれない恐怖が、ユカリの全身を駆け抜ける。

「縁月様のあんなお顔、久しぶりに見ましたわ」

　耳元で響いた声に視線を巡らせると、ユカリの背後から顔を覗かせたクロウがうっとりとエンに見入っていた。

「クロウ、エンは一体……」

「あれが縁月様の本来のお顔ですわ。人間の血をすすって心を奪い、自在に操あやつる魔ま物もの──それが縁月様の本当の姿なんですの」

「エンが、魔物……？」

　呆ぼう然ぜんと呟いて、ユカリはエンに視線を戻した。男を見み据すえるその横顔は、研とぎ澄すまされた刃やいばのように鋭く冷たい。全身からあふれ出るのは、見る者を思わず萎い縮しゆくさせる圧倒的な威い圧あつ感かん。それは縁結びの神ではなく、人の血を吸って心を奪う魔物の姿だった。

「な、何だよ……」

　金髪男が怯ひるんだ声を上げる。エンはしばらく無言でそれを睨んでいたが、

「目障りだ。失せろ」

　低く唸るように告げて、男を解放した。男たちが我先にと逃げ出し、後にはユカリとエン、クロウだけが残される。

「大丈夫か、ユカリ」

　呼ばれて、ユカリは思わず肩を跳ねさせた。ゆっくりと振り返った美貌にはもう冷れい酷こくな表情はなく、穏やかな笑みが浮かんでいる。

　だがユカリは、その場を動くことができなかった。魔物の片へん鱗りんを見てしまった今、本能的な恐怖が全身を凍りつかせている。

「すまない……怖がらせるつもりはなかったのだ」

　そんなユカリを見て、エンが静かに口を開いた。

「オレの正体が魔物であることを黙っていたのも、決して騙そうとしていたわけではない。ただ──ユカリにそんな顔をされるかと思うと、どうしても言えなかったのだ」

　先ほどの冷酷さなど微み塵じんも感じられない、細く弱々しい声。金の瞳がそっと伏せられ、長いまつげが頰に小さな影を落とす。いつもは余裕のある表情も、今は何だか心こころ許もとない。

「それに、先ほどは無神経だった。オレは元々魔物だからな……これまで縁結びの神として様々な人間を見てきたが、人の心の機き微びはいまだによくわからぬのだ。だから、ユカリを傷つけてしまったのだな」

　ささやかれた言葉に、ユカリは目を丸くする。そして、やっと納得した。さっきの発言もこれまでの言動も、わざとユカリを傷つけようとしていたわけではなかったのだ。そうわかると、胸につかえていたわだかまりが恐怖と共にすうっと消えていく。

「ユカリが何に傷つき、何に怒り、何に喜ぶのか、今のオレにはわからない。だが、これからはそれを知っていきたい。二度とそなたを傷つけぬよう、きちんと理解したい」

　いつになく真面目な顔で、エンが言った。まっすぐにユカリを見下ろすその瞳に、噓はない。

（わかろうと、してくれてるんだ）

　人間ではないエンに、ユカリの気持ちはわからない──先ほど投げつけてしまった自分の言葉を後悔する。人の心がわからないと言いながらも、エンはちゃんと理解してくれようとしているのに。

　人間だとか神様だとか魔物だとか、そんなものにこだわってエンの本質をわかろうとしていなかったのは、ユカリの方だ。

「……さっきは、私も言いすぎた。ごめん」

　素直に謝ったものの、エンはまだ不安そうな顔でユカリを見つめている。

「ユカリ、もう怒っていないのか？」

「怒ってないよ」

「本当に、か？」

「本当だって」

「……なら、ユカリに触れてもよいか？」

　躊躇いがちに紡がれた言葉に、ユカリは目を瞬しばたたいた。まじまじとエンの顔を見つめ、ようやく先ほどエンが触れてこなかった理由に思い至る。

（私が、触らないでって言ったから……？）

　学校を飛び出す前、ユカリはエンの手を振り払ってそう叩きつけた。エンは、それに従おうとしていたのか。妙なところで律儀な神様に、思わず笑みがこぼれる。

「大丈夫、もう怒ってないって。ほら」

　そっと手を伸ばして白い頰に触れると、エンがかすかに肩を跳ねさせた。しばらくそのまま固まっていたが、やがて安堵したように表情を和らげる。

　人の心がわからないと言うくせに、人の言葉に過か剰じよう反応して弱気になったり、ユカリに怖がられるのを恐おそれて正体を隠したり──この神様は、本当によくわからない。だけど。

「ねぇ、エンはどうして神様になったの？」

　問いかけると、エンが不思議そうに首を傾げた。

「何故、そんなことを聞くのだ？」

「私も、エンのこと知りたいの。だから教えて、魔物だったエンが神様になった理由」

　わからないからこそ、知りたいと思う。エンが歩み寄ろうとしてくれているように、ユカリもエンのことを理解したい。

　エンは、しばし呆あつ気けにとられたようにユカリを見つめていた。だが、その顔がみるまにほころんでいく。

「長い話になるが、構わぬか？」

「家に着くまで退たい屈くつしないですむでしょ？」

　そう言って、ユカリはエンと並んで歩き出す。すぐさまクロウが飛んできて、そこが定位置であるかのようにエンの肩に腰こし掛かけた。

「まだオレが魔物として生きていた頃、一人の人間の恋を叶えたことがあってな」

「魔物だったのに、人間の恋を叶えたの？」

　目を丸くすると、エンは金の瞳を細めて頷いた。

「かつてのオレは、この容姿で人間をおびき寄せ、好き勝手に血を吸って心を奪っていた。そうやって人間たちを操り、時には国の中ちゆう枢すうにまで入り込んで政まつりごとを乱したり民を惑まどわせたりと、放ほう蕩とうの限りを尽くしていたのだ」

「その頃の縁月様は圧倒的に強くて、人間はもちろん、他の魔物からも恐れられる存在でしたのよ。縁月様が目をつけた国は必ず滅ほろびる、とまで言われるほどでしたわ」

　目を輝かせたクロウが、まるで自分のことのように誇らしげに言う。それは自じ慢まんできることじゃないと思う。

　呆れの目を向けたユカリに気づいたのか、エンが喉の奥でくつくつと笑った。

「だがある時、高名な術師に悪事がばれてしまってな。その者を筆頭に集まった術師たちによって、かなりの深手を負わされてしまった。何とか彼らから逃げのびたオレはある神社の井戸に隠れ、そこで一人の娘に助けられたのだ」

　淡たん々たんと語られるエンの過去はわりと壮そう絶ぜつだが、その声こわ音ねには人間に対する恨うらみや憎にくしみは感じられない。むしろ、昔を懐なつかしむような響きさえある。

「貧まずしい村の娘だった。だが器量がよくて度ど胸きようのある娘でな、オレを恐れるどころかその神社に祀まつられている縁結びの神だと勘かん違ちがいし、叶わぬ恋の成じよう就じゆを願ったのだ」

「叶わぬ恋？」

「まだ身分の差が激しい時代だった。彼女は、ある一国の殿様に恋をしていたのだ。それを知ったオレは、彼女に自分の力を少しだけ分け与えて相手の血を吸うように仕向けた。娘は見事殿様に見み初そめられ、その血を吸って相手の心を手に入れた」

「それが、エンにとって最初の縁結びだったのね」

　ユカリの言葉に、エンが薄く笑みを浮かべた。

「貧しい村娘が一国の殿様を射い止とめたという噂うわさはすぐに広まり、たくさんの人間がオレの元に押し寄せてくるようになった。初めは無視していたのだが、あまりにも真剣に頼まれると無む下げにすることもできなくてな……そうして娘たちの願いを叶えてやるうちに、本当に縁結びの神と呼ばれるようになったのだ」

　エンがそう話を締めくくる。すっかり暗くなった空の下、街灯りに照らされたその横顔は穏やかで、魔物として生きていた頃の面おも影かげは見当たらない。

「じゃあエンは、人間を脅おびやかす魔物から人間を幸せにする神様になったのね」

　何気なく呟くと、エンがかすかに目を見開いた。それからしばらくユカリの顔を凝ぎよう視ししていたが、ふいにふわりと表情を和らげる。その顔があまりにも嬉しそうで、何だかこっちまで口元が緩んだ。

　人間から恐れられる存在だったエンが、人間の恋を叶える神様になった──その過か程ていには、いろいろな葛かつ藤とうがあったのかもしれない。だが今のエンは、縁結びの神であることを誇りに思っている。そんな気がした。

「ようやく縁月様の偉い大だいさがわかったようですわね。いいこと小娘、これからはもっと縁月様を敬うやまいなさい」

「私と千沙を間違えたことがなければ、もっと敬えるんだけどなぁ」

　しれっと言い返すと、予想通りクロウが眉を吊り上げた。

「相変わらず生意気な小娘ですわね！　下等な人間のくせに！」

「クロウも神使のわりにはあまり上品とは言えないよね」

「何ですって!?」

　睨み合うユカリとクロウを見て、エンが楽しそうに笑う。

「ユカリは、本当に変わっているな。オレが魔物だと知っても臆おくさないとは、なかなか肝きもが据すわっている」

「……それ、褒ほめられてる気がしないんだけど」

　半はん眼がんで睨むと、エンはますます上機嫌になった。まったくこの神様は、十七歳の乙女おとめ心ごころを何だと思っているんだ。

　だけど、そんなエンに対して前ほど反発心を抱いだいていない自分に気がついた。縁結びのことは確かに迷惑だし頭を抱えたくなる問題だけど、エンのことを疎うとましいとは思わない。むしろ──。

（……何だっていうの？）

　一瞬自分の考えに戸惑ってから、苦笑して首を振る。かすかに頭をもたげた感情はすぐさま胸の奥に沈んで消え去った。
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　日下部くさかべくんをダンスに誘ってみようと思うの。

　翌よく朝あさ、教室で顔を合わせた千ち沙さがそんなことを言い出したので、ユカリは正直驚いた。

「どうしたの、千沙。急に積極的になって」

「だって本当に私と日下部くんの縁えんが結ばれたなら、誘っても断られはしないでしょ？」

　まじまじと親友を見つめるユカリに、千沙ははにかんだ笑顔で答える。

（これは、ちょっとまずいよね）

　手違いとはいえ、日下部との縁を結ばれたのは、ユカリだ。あと四日、縁結びの期限が切れるまで日下部はユカリの虜とりことなっている。そんな相手をダンスに誘ったとしても、即そく断られて玉ぎよく砕さいするのは明らかだ。それだけは何とか回かい避ひしないと。

「ねぇ千沙、日下部くんを誘うのは待った方がいいんじゃない？」

　ユカリの言葉に、千沙がみるまに表情を曇くもらせた。

「や、やっぱり私なんか相手にもされないって……」

「違うの、そういう意味じゃなくて！　あのね、こういうのは男子の方から誘うものだと思うの。ほら、男の子ってそういう妙みようなプライドあるじゃない？　だから日下部くんも、もう少ししたら千沙を誘いにくるよ、きっと」

「あ、そっか……そうだよね」

　我われながら苦しい言い訳だと思ったが、意外にも千沙は納得したようだ。「じゃあ、もう少し待ってみようかなぁ」なんて言い出した千沙に、ユカリはそっと胸むねを撫なで下ろす。

　とりあえず、千沙の方はこれで誤ご魔ま化かせる。あとは日下部だが、果はたしてユカリが「千沙をダンスに誘ってほしい」と頼んだら了りよう承しようしてくれるだろうか。

「でも、本当に夢みたい。日下部くんと後夜祭に出られるなんて」

　ほんのりと頰ほおを染そめる千沙を見て、ユカリの胸がじくりと痛んだ。彼女は、本気で日下部との縁を結ばれたと思っている。ユカリの噓うそを疑いもせず、無む邪じや気きに信じ込んで──それに罪ざい悪あく感かんを覚える一方で、絶対に千沙を裏切るわけにはいかないと心に誓ちかう。

　日下部に対する気持ちは、まだ明確な形にならないまま胸の奥にわだかまっていた。だがユカリは、極力それに触ふれることを拒きよ否ひした。深く考えてしまったら、動けなくなってしまいそうで。

「赤あか澤ざわ」

「ひゃあっ」

　呼ばれて、思わず悲鳴を上げた。ぎこちなく振り返ると、机の横に日下部が立っている。

「ごめん、驚かせた？」

「ううん、大丈夫！　何でもないの！」

　慌あわてて取り繕つくろったが、内心ではまだドキドキしている。日下部の顔をまともに見られず、ユカリは目を伏せた。

「接客の練習、今日もやるだろ？　放課後、少しなら時間が取れそうなんだ」

「あ、うん、もちろん！　じゃあ放課後……」

　言いかけて、昨日きのうの記き憶おくが甦よみがえった。誰だれもいない教室に日下部と二人きり、握にぎられた手、見つめてくる真しん摯しな瞳ひとみ──。

　日下部のことが、気になり始めているのではないか？

　エンの言葉が耳の奥で響ひびいた。途と端たんに、全身の血が一気に集まったかのように顔が熱くなり、思考がショートする。

「赤澤？」

　急に黙だまり込んだユカリを、日下部が心配そうに覗のぞき込んできた。その距離が思ったより近くて、さらにパニックになる。

「ご……ごめんなさい！」

　小さく謝って席を立つと、ユカリは教室を飛び出した。




　湿しつ気けを含んだ風が、耳元をすり抜けていく。灰色の雲が広がった空からは、今にも雨粒が落ちてきそうだ。今日はこれから天気が崩くずれるらしい。

　はぁ、と重い息をついて、ユカリはフェンスに額ひたいをつけた。始業間ま際ぎわの屋上には、他の生徒の姿はない。強くなり始めた風が、髪かみと制服の裾すそをはためかせる。

「ユカリ」

　掠かすれ気味の低音が、ユカリを呼んだ。のろのろとした動作で振り返ると、背後にエンが立っている。その肩かたには、鳩の姿をしたクロウがとまっていた。

「教室に戻らぬのか？　そろそろ授業が始まるぞ」

「……ねぇ、エン。二人の人間が同じ相手を好きになって、その両方が縁結びの祈き願がんをしたことってある？」

　エンの言葉には答えず、ユカリはそう問い返した。絶対成じよう就じゆの縁結びの神として人間の恋を叶えてきたエンなら、そういう事例も見たことがあるだろうか。そしてその結末がどうなったのかも、知っているだろうか。

「二人の人間が同じ相手を好きになり、その両方が縁結びを願ったことなら何度もある。数え切れぬほどにな」

　エンが静かに言葉を紡つむいだ。吹き抜ける風が、すぐさまそれを攫さらっていく。

「いつの時代にも、周囲を魅み了りようする人間は存在する。一国の殿様だったり、力のある武将だったり、舞台の役者だったりと立場は様々だが、彼らはその性格や立ち居振る舞い、または才能などで人を惹ひきつけるのだ──縁結びの力を使わずともな」

　澱よどみなく語るエンが、少しだけ目を伏せた。その表情が、かすかに険けわしくなる。

「そういった者の元には、おのずと恋こい慕したう者が集まる。人気があればあるほど寄ってくる人間は多くなり、恋こい敵がたきも増える。そうなれば、当然容よう易いに相手を手に入れることはできない。それで割り切れる者もいれば、そうでない者もいる。そして、自分の力ではどうにもならなくなった時──彼らは、神を頼るのだ」

　ユカリは、そっと自分の口元に手を添えた。ここ数日ですっかり馴な染じんでしまった鋭するどい犬けん歯しの感かん触しよくが指先に触れる。好きな人を手に入れるために授さずけられた、縁結びの力。それを使えば、確実に相手の心を自分のものにできる。

「……その人たちは、どうなったの？」

　ライバルを出し抜き、神の力に頼ってまで望む相手を手に入れようとした者たちは、どんな結末を迎むかえたのだろう。無事に想い人の血を吸って、その人と結ばれたのだろうか。

「そういった人間のほとんどが、不幸な結末を迎えましたわ。中には、それはもう目も当てられないほどに悲ひ惨さんな末まつ路ろを辿たどった者もいたくらいですのよ」

　エンの肩の上で、クロウが答える。羽を広げてパタパタと揺ゆらす姿は、無邪気で楽しそうだ。

「でも、縁結びで相手と結ばれたんなら、幸せになれるんじゃないの？」

「それは、運よく想い人と結ばれた人間だけですわ。祈願をしても先に恋敵に相手を奪われた者は絶望し、失意のどん底に落ちていく……ああ、逆に恋敵を憎にくみ、嫉しつ妬とする人間もいましたわね。そういう連中はたいてい呪のろい──」

「クロウ」

　ぺらぺらとしゃべり続けるクロウを、エンの低い声が遮さえぎった。神しん使しの黒鳩がピタリと口を噤つぐみ、主人の様子を窺うかがう。わずかに俯うつむいたエンの表情は前まえ髪がみに隠かくされてわからないが、引き結んだ唇くちびるは痛みをこらえているようにも見えた。

　きっとエンは、今までに何度もそういう結末を見てきたのだろう。もしかしたら、その数は幸せな結末を迎えた縁結びよりも多いのかもしれない。

　無神経なことを聞いてしまっただろうか、と少し後こう悔かいする。エンにだって、触れられたくないことくらいあるだろうに。

「ユカリ」

　そっと目を伏せたユカリを、エンが呼んだ。その声こわ音ねはいつものように穏おだやかだ。ゆっくりと顔を上げると、ユカリを見つめる金の瞳が柔らかく細められる。

「案ずるな。そなたには、決してそのような結末を迎えさせはしない。オレが必ず、幸せにしてやろう」

　エンの言葉に、ユカリは目を丸くした。同時に、何とも落ち着かない気分になる。何だろう、胸の奥がむずむずするようなこの感覚は。

「でも、私は……」

　両手を握りしめ、エンの視線を真正面から受け止める。

「日下部くんの血を吸う気はないよ。私は──恋なんて、しないから」
















　はっきりと告げると、エンがわずかに眉まゆを寄せた。その時、ちょうど予よ鈴れいが鳴る。

「先に戻るね」

　口早にそう言って立ち尽つくしているエンの脇わきをすり抜け、ユカリは屋上を後にした。




　昼前から降り出した雨は徐じよ々じよに威い力りよくを強め、午後には本降りとなった。

「雨、文化祭までには止やむかなぁ」

　窓の向こうを眺ながめながら、千沙が心配そうな顔をした。ガラスを叩たたく雨粒は弱まるどころか、一層強くなっている。

　文化祭を明後日あさつてに控ひかえた今日は、午後の授業をすべてなくして各クラス準備にあたっていた。とはいっても、文化部に属している生徒たちはそっちを手伝いに行ってしまったため、教室に残っている生徒は半数ほどだ。

「週末は晴れるって言ってたから、大丈夫じゃないかな。せっかくの文化祭なんだし、天気よくなるといいね」

「うん。後夜祭、中止になると困るもんね。ところでユカリ、日下部くん、ダンスのこと何か言ってた？　私にはまだ何の誘いもないんだけど……」

　不安そうに目を伏せる千沙に、ユカリはぎくりと身を強こわ張ばらせた。日下部に千沙をダンスに誘ってもらう件は、いまだ保留中のままだ。

「ええと……わ、私は何も聞いてないよ。でも大丈夫、きっと日下部くんのことだから、王子様みたいに素す敵てきな方法で誘いに来てくれるって！」

　苦し紛まぎれに言葉を絞しぼり出すと、千沙がふと表情を曇らせた。

「ねぇユカリ。私、日下部くんと話すようになってから気づいたことがあるの」

「気づいたこと？」

「うん。本当は、前から少し気になってたんだけど……日下部くん、何だかいつも無理してるような気がするの。みんなの前でも、時々寂さびしそうで──」

「赤澤さん、北きた本もとさん、ちょっとこっち手伝って！」

　千沙を遮って、そんな声が飛んできた。振り返ると、教室の後方で「喫茶２Ｃ」の看かん板ばんを囲んだクラスメイトがユカリたちを手て招まねいている。一いつ旦たん話を中断して千沙と共にクラスメイトの元へ歩み寄ると、否いや応おうなしに看板を押しつけられた。

「これ、支えてて。日下部くん、準備いい？」

「ごめんな赤澤、女子にこんなこと頼んで……どうしても、人手が足りなくてさ」

　脚きや立たつの上に乗った日下部が、申し訳なさそうにこちらを見下ろしてくる。

「大丈夫、任まかせて」

　軽く頷うなずいて見せると、日下部がにっこりと笑顔を浮かべた。思いがけずドキリとして、ユカリは急いで目をそらす。

「ユカリ？」

　隣で千沙が不ふ思し議ぎそうな顔をしたので、慌てて「何でもない」と誤魔化した。

「じゃあ赤澤、頼む」

　日下部に促うながされ、ユカリは看板のふちに手をかけた。薄いベニヤ板とはいえ、それなりに大きいので重さはある。千沙と他のクラスメイト数人と協力して看板を持ち上げた時、それを受け取ろうとした日下部が脚立の上でバランスを崩した。

「危ない！」

　とっさに日下部を支えようとして、ユカリは手を伸ばす。「あっ」と千沙が声を上げ、ぐらりと看板が傾かたむいた。ユカリの頭上に、暗くらい影が落ちる。

「赤澤！」

「ユカリ！」

　日下部と千沙の悲鳴を聞きながら、ユカリはギュッと目を閉じた。だが予想していた衝しよう撃げきはなく、背中にぬくもりが触れる。

「大丈夫か、ユカリ」

　耳元で低い声がした。おそるおそる目を開けると、心配そうに見下ろしてくる金の瞳がある。倒れかかった看板を片手で支え、もう片方の手でエンがユカリを抱だき寄せていた。

「エン……」

　エンが助けてくれたのだと理解した途端、どっと安あん堵どが押し寄せてきた。同時に足から力が抜け、へなへなとその場にしゃがみ込む。

「ごめん赤澤、大丈夫か!?　ケガしてない？」

　脚立から飛び下りてきた日下部が、ユカリの前に膝ひざをついた。身を乗り出して覗き込んでくるその距離があまりにも近すぎて、思わず身をのけぞらせる。

「へ、平気！　ちょっとびっくりしただけだから！」

「でも、顔が赤いよ。どこか痛めたんじゃないか？　念のため、保健室で見てもらおう」

「大丈夫だって！　本当に──」

「心配なんだ。赤澤に何かあったら、オレは耐えられない」

　ユカリの耳元に顔を寄せ、日下部がささやいた。途端に心しん臓ぞうが早はや鐘がねのように脈みやく打うち、頰にカッと血がのぼる。ユカリを見つめる真剣な瞳に何も言えなくなり、慌てて目を伏せた。

　クラスメイトたちの視線が痛い。千沙がどんな顔をしているのかと思うと、怖くて顔を上げられない。どうしよう、今すぐこの場から逃にげ出したい。

　と、突然ふわりと身体からだが宙に浮いた。「わっ」と声を上げて視線を巡めぐらせると、目の前に浮うき世よ離ばなれした美び貌ぼうがある。

「保健室にはオレが連れて行こう。そなたはここで作業を続けるがよい」

「赤澤っ」

　まだ何か言いたそうな日下部を残して、ユカリを抱きかかえたエンが歩き出した。千沙やクラスメイトたちの視線を背後に感じながら、ユカリはそっとエンの横顔を盗ぬすみ見る。

　まっすぐに前を見み据すえるその瞳はかすかに険しく、それでいてどこか戸と惑まどっているようにも思えた。




「本当にどこもケガはしていないのだな、ユカリ」

「大丈夫。エンが、助けてくれたから」

　保健室のベッドに腰掛けて頷くと、窓まど際ぎわの壁かべに背を預けていたエンが安堵したように表情を緩ゆるめた。かすかに薬品の匂においが漂ただよう保健室には、ユカリたち以外に誰もいない。幸さいわいなことに、保健医の先生は職員会議で留る守すだった。すぐに教室に戻る気にもなれなくて、ユカリは少しここで時間を潰つぶそうと決めた。

「ありがとう……それに、教室から連れ出してくれて」

　看板の下した敷じきになりかけたところを助けてくれたのはもちろん、日下部に迫せまられ狼ろう狽ばいしていたユカリを連れ出してくれたことには本当に感謝している。

「……礼を言われるほどのことではない」

　一いつ拍ぱくの間を置いて、エンが答えた。その瞳はユカリを見ることなく、脇にそらされている。形のいい眉を寄せて口元を引き結んでいる姿は、怒っているようにも見えた。

「エン？」

　いつもと違うエンの様子に、ユカリは首を傾かしげる。どうしたんだろう、いつもはもっと飄ひよう々ひようとしているのに。

「むしろ、ユカリに謝らなければならない。せっかく日下部の血を吸う好機だったのに、邪じや魔まをしてしまった」

　響いた声に、ユカリは目を丸くする。同時に、小さく胸が軋きしんだ。

「いいよ。私は別に、日下部くんの血を吸う気はないから」

　硬かたい声で答えると、エンがゆるりとユカリを見る。

「何な故ぜそこまで頑かたくなに縁結びを拒こばむのだ？　そなたは、日下部に対する気持ちを抑おさえられなくなってきているのではないか？」

　エンに指し摘てきされ、ユカリはぎくりと身を強張らせた。すべてを見み透すかすような金の双そう眸ぼうから逃のがれて視線を落とすと、膝の上でキュッと両手を握りしめる。

「……それでも、やっぱり千沙を裏切ることはできないよ」

　ユカリにとって、千沙は唯ゆい一いつの親友なのだ。そんな彼女を裏切って、自分が日下部を奪うわけにはいかない。

「ならば一つ教えてくれ、ユカリ。自分の気持ちを押し殺して親友に噓をつくことは、千沙を裏切ることにはならぬのか？」

　いきなり頰をひっぱたかれたような衝撃に、ユカリは返す言葉を失った。おそるおそる顔を上げると、真剣な面おも持もちでエンがユカリを見つめている。

「それ、は……」

　反論しようと口を開いたが、乾いた唇からは何の言葉も出てこない。代わりに、背筋を嫌いやな汗が伝う。しんと静まり返った部屋の中に、雨粒が窓を打つ音だけが響いた。と、

「赤澤？　いるのか？」

　ガラリと引き戸が開く音と共に、人が入ってくる気配がした。ハッと息を吞のんだユカリの目の前で、エンの姿が煙けむりのように搔かき消える。一人残されてうろたえている間にカーテンが揺れ、細く開いた隙すき間まから日下部が顔を覗かせた。

「く、日下部くん……」

「大丈夫？　なかなか戻ってこないから心配で……やっぱり、どこか痛めたのか？」

　日下部が、カーテンを押し開けてベッドに歩み寄ってくる。中ちゆう途と半はん端ぱに腰こしを浮かせたまま、ユカリは後ずさった。

「へ、平気！　大丈夫だからっ」

　勢いよく首を振って立ち上がり、日下部の脇を抜けようとする。だが、素早く腕うでを摑つかまれてしまった。戸惑いながら振り返り、ユカリは目を瞠みはる。

　日下部は、ひどく悲しそうな顔をしていた。いつも明るく笑っている姿からは想像できないほど沈ちん痛つうな表情で、じっとユカリを見つめている。

「オレ、気をつけてたつもりなんだけど……そんなに迷めい惑わくかけてたかな？　赤澤に避さけられるくらい嫌きらわれるようなこと、したのかな？」

　普段の日下部とは違う弱々しい声に、ユカリはいたたまれなくなる。日下部は何も悪くないのに、こんな顔をさせてしまったことに胸が痛くなった。

「違うの！　日下部くんを嫌いとか、そういうんじゃなくて、ただ……」

「ただ？」

　日下部が首を傾げるが、ユカリはその先を続けることができなかった。視線を落として、ぐっと唇を嚙かみしめる。

「言いたくないなら、無理に聞き出そうとは思わないけど……でも、これだけは言っとく」

　小さく息をついて、日下部がユカリの腕を摑んでいた手を離した。

「オレは、赤澤が好きだ。その気持ちに、噓はない」

　まっすぐな言葉が、ユカリの耳を打つ。ゆっくりと顔を上げると、真摯な眼まな差ざしがユカリを射い抜ぬいた。

「だからオレ、赤澤をあきらめたくない。もっと赤澤のこと知りたいし、そばにいたいって思う。後夜祭のダンスだって、赤澤と一緒に踊りたい」

　ガタンっ

　背後で響いた音にハッとして振り返り、ユカリは息を吞む。

「ち、千沙っ……」

　カーテンの隙間から見えた保健室の入口に、千沙が立っていた。目を見開いてこちらを凝ぎよう視しするその顔は、遠目に見てもわかるほど青ざめている。

　まさか、今の全部見られてた……？　サッと全身から血の気が引いていく。

「千沙、これはっ」

　ユカリが声を上げた瞬しゆん間かん、千沙が身を翻ひるがえした。

「千沙！　待って！」

　慌てて保健室を飛び出し、ユカリは親友の後を追った。廊ろう下かを駆かけ抜け、職員室の前でようやく千沙の腕を摑んで引き止める。

「お願い千沙、話を聞いて！」

　必死の思いで、ユカリは千沙にすがりついた。千沙はユカリを振り返ることなく、俯いたまま佇たたずんでいる。

「違うの、これは」

「何が違うの？」

　ぞくりとするほど冷ひややかな声が響いた。驚いて、ユカリは口を噤つぐむ。

「全部、噓だったんでしょ？　日下部くんが私を好きだってことも、ユカリが仲ちゆう介かい役やくを頼まれたってことも、本当は全部噓だったんでしょ？」

　ゆっくりと、千沙が振り返った。その顔は、涙に濡ぬれてぐしゃぐしゃになっている。

「だから私が日下部くんをダンスに誘うのを止めたんだ……日下部くんが誘いたいのはユカリで、私なんか相手にもされないってわかってたから！」

「違う、これには事情が──」

「聞きたくない！」

　ユカリを遮って、千沙が叫さけんだ。瞳に溜たまった涙が飛び散り、ぱらぱらと床に落ちる。

「噓も言い訳もいらない！　もう何も信じられない！　ユカリなんて、大嫌い！」

　びくりと肩が震ふるえ、千沙の腕を摑んでいた手が緩んだ。その隙に千沙がユカリを振りほどき、くるりと背を向けて廊下を走り去っていく。だんだんと遠くなる背中に声をかけることも後を追うこともできず、ユカリは呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていた。




　千沙と出会ったのは、中学一年生の時だった。

　その頃の千沙は今よりももっと人見知りで引っ込み思案で、クラスでも目立たない存在だった。どのグループにも属さずいつも一人で本を読んでいた彼女に対して、ユカリもクラスメイトの一人というくらいの認識でしかなかったのを覚えている。

　そんな千沙と初めて言葉を交かわしたのは、今日と同じように雨が降る日のことだった。下校時刻を狙ねらったかのように降り出した雨は、そのまま激しい夕ゆう立だちとなった。雨が止むまで時間を潰そうと何気なく足を向けた図書室で、ユカリは千沙に会ったのだ。

　赤澤さんも、本が好きなの？

　適当に本を見み繕つくろっていたユカリに遠えん慮りよがちに声をかけてきた千沙は、お勧すすめだという小説を教えてくれた。勧められるままに読み始めたその本はおもしろく、ユカリは夢中になってページをめくった。読み終えて素直な感想を述のべると、千沙は嬉うれしそうに顔をほころばせて別の本を紹しよう介かいしてくれた。

　それからは、二人でよく図書室に籠こもって読書にふけるようになった。千沙とは性格も趣しゆ味みも正反対だったが、何故か本の好みは一緒だった。そして自然と二人一緒にいる時間が多くなり、いつしかお互いを親友と呼べる仲になった。

　ユカリにとって千沙は何にも代えられない唯一の存在で、千沙にとってもそれは同じだと思っていた。なのに──。




「……リ、ユカリ」

　何度か名前を呼ばれて、ユカリは現実に引き戻された。追つい憶おくを振り払って顔を上げると、ユカリの部屋の前に立つエンが心配そうにこちらを見つめている。

「泣いていたのか？」

　戸惑いと共にかけられた言葉にハッとして、慌てて目元を拭ぬぐう。

「だ、大丈夫！　何でもないから！　それより、どうしたの？」

「夕ゆう餉げの用意ができたと母上が呼んでいる。今宵こよいはオムライスだそうだ」

「そう……ありがとう。すぐ行くね」

　寝転んでいたベッドの上に身を起こし、乱れた髪を整える。学校から帰ってきてそのまま倒れ込んだので、制服のままだ。着替えようと上着に手をかけたところで動きを止め、入口を振り返った。

「エン、着替えるから先に──」

「何故無理をするのだ、ユカリ」

　ユカリを遮って、静かな声が響いた。内心ぎくりとして、小さく息を吞む。

「千沙のことで、心を痛めているのではないか？　なのに何故、平気なふりをするのだ」

　黒髪の隙間から覗く金の瞳に心を見透かされたような気がして、ユカリは俯いた。

　結局あの後、千沙は教室に戻ってこなかった。担たん任にんの話によると、体調不良で早退したらしい。何も言わずに帰ってしまった親友のことを思うと、じくりと胸が痛んだ。

　その後何度かメッセージを送ってみたが、返信はおろか既き読どくにすらならない。

「……だって、悪いのは私だから」

　力なく呟つぶやいて、膝の上で両手を握りしめる。

　そう、悪いのは自分だ。噓をついて、千沙を傷つけた。その噓がばれれば、こうなることは予想できたはずなのに。

「エンの言う通りだよ。私は、千沙のためだって言いながら千沙を裏切ってたんだ」

　縁結びのことも、日下部に対する気持ちも、何もかも隠してやり過ごそうとしていた。縁結びが終わればすべてなかったことにして忘れよう、そうすればずっと千沙と親友でいられる──そう思っていた。

　だけどそれは、間違いだったのだ。

「結局私は、自分が嫌われたくなかっただけ……千沙を失って、一人になるのが怖かっただけだよ」

　自じ嘲ちようするように呟いた言葉は、空むなしく宙に消える。エンは何も言わなかった。どんな顔をしているのか確かめるのも怖くて、俯いたままユカリは続ける。

「私ね、中学の時に仲がよかった男の子がいたの。でも、中学に入ってできた友達がその子を好きになっちゃって……彼女は、その子と仲良くしてた私を疑うようになって」

　同じ小学校から進学したその男の子に対して、ユカリは特に恋愛感情なんて抱いだいていなかった。だが彼は、勇気を出して告白した彼女をあっさりと振った。彼がユカリを好きなのではないかと疑い始めた彼女は、ユカリに激しく嫉妬した。

「彼はただの友達だよって何度も言ったんだけど、信じてもらえなくて……私は噓つきだって言われて、彼女のグループから追い出されちゃった」

　彼女は掌てのひらを返したように冷たくなり、親しくしていた友人たちもユカリから離れていった。その上、彼女が流した心ない噂うわさのせいで他のクラスメイトからも遠巻きにされ、ユカリは教室の中で孤こ立りつした。

「でも千沙は、そんな私に声をかけてくれたの」

　あの雨の日、一人ぼっちだったユカリに千沙は話しかけてきてくれた。引っ込み思案の彼女が、クラスで浮いている存在だったユカリに声をかけるのに、どれほどの勇気を要したのかはわからない。だけどそれでも、千沙はユカリを気き遣づかってくれたのだ。

「だからそなたは、恋などしないと言ったのか。友達をなくすくらいなら、自分の想いをあきらめたほうがよいと──己おのれの心を押し殺してまで」

　エンの問いかけに、ユカリは小さく頷いた。中学時代の苦い思い出は、今でも心の奥底に根付いている。恋愛絡みで親友をなくすくらいなら、自分は恋なんてしない。あの時、ユカリはそう誓ったのだ。

「千沙は私を信じてくれた。だから私も、絶対に千沙を裏切らないって決めたのに……」

　千沙を傷つけたくない。裏切りたくない。その一心でひたすら真実を隠し、噓を積み重ねてしまった。その噓が大きくなればなるほど、千沙を傷つけてしまうということにも気づかず──自分は、何て愚おろかなんだろう。

「ユカリ」

　呼ばれて、ユカリはゆっくりと顔を上げた。金の瞳が、じっとユカリを見つめてくる。

「もしそなたが望むなら、クロウの力で千沙の記憶を消すこともできるぞ」

　エンの言葉に、ユカリは目を瞠った。

　千沙の記憶を消す──そうして何もなかったことにしてしまえば、もう一度千沙と親友になることができるかもしれない。だけど──。

「……いい。だって、それはずるいよ」

　小さく首を振って、ユカリはエンの申し出を断った。

　記憶を消して千沙を傷つけた事実をなかったことにするなんて、それは卑ひ怯きような方法だ。たとえ縁結びの期間が終わればすべて忘れてしまうのだとしても、自分の過あやまちを訂てい正せいするために勝手に千沙の記憶をいじるようなことはしたくない。

「そうか」

　呟いたエンの声は穏やかで、申し出を断ったことに対して気を悪くしている様子はない。

「ありがとう、エン。その気持ちは、すごく嬉しい──」

　言いかけた言葉は、突然ユカリを包み込んだぬくもりに遮られた。何が起こったのかと目を白黒させていると、背中に大きな腕が回される。

「勝手に入ってしまってすまない……だが、しばらくこうしていてもよいか、ユカリ」

　耳元で、掠れた低音がささやいた。

「どんな言葉をかければよいのか、何をすればユカリの心を晴らしてやることができるのか、オレにはわからない。だがこのような時、人間ならこうするものなのだろう？」

　落とされた問いかけに、ユカリは目を丸くする。躊躇ためらうような素そ振ぶりを見せながらも、エンがそっとユカリを抱き寄せた。

「今、オレがそなたにしてやれるのはこれくらいだ……嫌だったら、断ってくれて構わぬ」

「……嫌じゃないよ、全然──嫌じゃない」

　呟いて、ユカリは自分を抱き込んでいるエンの腕に触れた。墨すみ染ぞめの着物の袖そでを、きゅっと握りしめる。

　大きな掌が、ぎこちなくユカリの頭を撫でた。そんな不器用な優しさが胸に沁しみて、知らないうちに涙が一粒滑すべり落ちる。

　長身をかがめたエンの胸に額を押しつけると、こらえていた嗚お咽えつがこぼれた。おずおずとユカリの髪を梳すいていた指が一瞬止まったが、今度は柔やわらかく頭を撫でられる。

　ずっと抑え込んでいた感情が、堰せきを切ってあふれ出した。窓の外を流れる雨のように、涙がとめどなく頰を伝う。

　小さく肩を震わせるユカリの背中を、温かな手がそっとさすってくれた。思わずそのぬくもりにすがりつくと、長い腕にすっぽりと包み込まれる。

　ユカリが泣きやむまで、エンは何も言わずにずっとそうしてくれていた。
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　足が重い。これ以上、前に進みたくない。

　翌朝、登校する生徒たちで賑にぎわう通学路をのろのろと歩きながら、ユカリはため息をついた。

　雨は昨日のうちに上がり、今日は朝から太陽が顔を覗かせている。だが、そんな好天とは反対にユカリの心中は暗あん鬱うつとしていた。

（……教室、行きたくないな）

　学校に近づくにつれて、そんな気持ちが大きくなってくる。

　どんな顔をして、千沙に会えばいいんだろう。そもそも、千沙は口をきいてくれるだろうか。もし昨日みたいに拒きよ絶ぜつされたら──そう思うと、どうしても気が重くなる。

「ユカリ？　どうしたのだ」

　隣を歩いていたエンが、心配そうに声をかけてきた。気がつくと、いつの間にか足が止まってしまっている。

「具合でも悪いのか？　顔色がすぐれぬようだが」

「そういうわけじゃ、ないけど……」

　いっそ、熱でも出てくれていた方がよかった。そうすれば、堂々と学校を休めたのに。

「せっかく恋敵に遠慮しなくてもよくなったというのに、何故そんな辛しん気き臭くさい顔をしているんですの？　もっと嬉しそうにすればいいじゃありませんの」

　エンの肩にちょこんと腰掛けたクロウが、呆あきれ交まじりにユカリを見下ろしてくる。

「それとも、まだ親友に義理立てするとでも言うんですの？　あの娘は、もうおまえのことなど親友とは思ってないかも──」

「クロウ」

　容よう赦しやない言葉を浴あびせてくるクロウを、エンが遮った。不満そうにしながらも、クロウがおとなしく口を噤む。

「悪いが、少し外はずしてくれないか」

「縁えん月げつ様、神使のアタシよりこんな小娘を取るんですの？」

「今は、ユカリと二人で話したい」

「……わかりましたわ」

　バサバサという羽は音おとと共に、クロウが空の彼方かなたへと飛び立っていく。ぼんやりとそれを見送っていると、

「無理をするな、ユカリ。オレの前では、意地を張らずともよい」

　低く柔らかな声音と共に、ぬくもりが降ってきた。エンの大きな掌が、ユカリの頭をそっと撫でる。優しく宥なだめられているような感触に、張りつめていた心が少しずつ解きほぐされていく。

「……怖い、よ」

　気づけば、ぽつりと言葉がこぼれていた。

「千沙に会うのが怖い……どんな顔をして声をかければいい？　何て言って謝れば、千沙は私を許してくれる？　もしかしたら、もう……」

　クロウが言ったように、千沙はもうユカリのことを親友だと思っていないかもしれない。そしてこのまま、離れていってしまったら。

「千沙がいなくなったら……私は、一人になっちゃうよ」

　震える声を絞り出して、ユカリは唇を嚙みしめた。

　昨日は虚きよ勢せいを張って「大丈夫」なんて言ったけど、本当は全然大丈夫なんかじゃない。千沙を傷つけたのはユカリ自身なのに、彼女を失うことをこんなにも恐おそれている。彼女に許され、もう一度親友と呼べる仲になりたいなんて願っている。

　何て身勝手で、利り己こ的てきな人間なんだろう──そんな自分が心底嫌になる。

　と、突然ふわりと身体が宙に浮いた。驚いて視線を上げると、間近に迫った金の瞳が悪戯いたずらっぽく細められる。

「ちょ、エン、何……わっ!?」

　片腕でユカリを抱き上げたまま、エンが地面を蹴けった。耳元で風が唸うなり、空がぐんと近くなる。すさまじい風圧に目を開けていられなくなり、ユカリはギュッと目を閉じてエンの首筋にしがみついた。

「ユカリ。目を開けてみろ」

　しばらくして風の抵てい抗こうが消えたかと思うと、エンの声がした。おそるおそる目を開けて、ユカリは息を吞む。

「わぁ……」

　眼下に広がるのは、朝の光に包まれた街の風景だった。太陽を反はん射しやして、ガラス張りのビルがキラキラと輝かがやいている。網あみ目めのように走る道路を流れる車の群むれ、都心へと向かう電車がそれに並へい走そうし、光の軌き跡せきを残していく。駅からは仕事や学校に向かう人々が次々と出てきて、慌ただしく四方へ散っていった。一日が始まり、動き出した街の姿がそこに広がっている。

　熱のこもった風が、さらりと頰を撫でた。エンに抱かかえられたまま、ユカリは高層ビルの屋上からその景色を眺める。

「ユカリ」

　小さく、エンがユカリを呼んだ。視線を引き戻すと、すぐ近くに穏やかな笑えみを浮かべた美貌がある。

「学校の中だけがすべてではない。外の世界はこれほどまでに広く、そしてたくさんの人間がいる。今はまだお互いを知らずとも、いつか巡り合う相手もいるだろう。出会いと別れを繰くり返し、人は様々な縁を結んでいくのだ」

　ユカリは黙ってエンを見つめた。風に煽られた黒くろ髪かみの隙間から覗く瞳は、はるか遠くを望むように細められている。

「縁は奇くしきもの──その巡り合わせは、人の運命を大きく左右する。結ばれた縁の中には、良きものも悪あしきものもあるだろう。だが、その中に真実の縁があるのだ」

「真実の、縁……？」

「決してほどけぬ、永遠の絆きずなだ。真実の縁で結ばれた者は、何があっても離れることはない。たとえ何度別れを繰り返しても、必ずまた巡り合える」

　そう言って、エンがユカリを見た。同じ高さで、視線が重なる。

「だからユカリ、そなたは一人ではない。たとえこのまま千沙が離れていってしまっても、この世界のどこかに真実の縁を結ぶ相手が必ずいる」

　形のいい唇から紡がれた言葉が、ユカリの胸に沁み込んでいく。この世界のどこかに、永遠の絆を結ぶ相手がいる。自分は決して一人じゃない。

　もしかしてこれは、励はげましてくれているんだろうか。人の心の機き微びに疎うといと言っていたエンが、ユカリを気遣い元気づけようとしてくれている。

　思えば昨日も、どうすればいいのかわからないと言いつつユカリを抱きしめ、頭を撫でてくれた。背中に回された腕は力強く温かくて、不思議と安心できて──。

　ふいに、頰が熱くなった。あんなふうに男の人に抱きしめられたのは初めてだ。途端に恥はずかしさが込み上げてきて、目の前にある美貌から目をそらす。

「あの、エン……そろそろ下ろしてくれない？」

　子供のように抱き上げられていることよりも、お互いの肌はだが密着していることが気になった。おずおず提案すると、エンがゆっくりと振り返る。

「学校へ行く気になったのか？」

　真ま面じ目めな顔でずれた問いかけを返されて、ユカリは小さく首を振る。

「そうじゃなくてっ」

「ならばユカリ、今日はオレにつきあってもらうぞ。前から人間の世界をじっくりと見てみたいと思っていたからな」

「え？　ちょっとエン、何言って──ひゃあああああっ!?」

　ユカリの抗こう議ぎになど耳も傾かたむけず、エンはひらりとその身を宙に躍おどらせた。
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　四時間目の終了を告つげるチャイムと同時に、千沙はため息をついた。ちらりと隣の席に目をやったが、そこに座っているはずのユカリの姿はない。今日は欠席らしいが、その理由を千沙は知らない。

　そっと、制服のポケットに入れたスマホに触れる。連絡を入れてみようか──一瞬そんな考えがよぎったが、すぐに思い直して首を振った。

（そんな必要、ないじゃない）

　ユカリは千沙を裏切ったのだ。心配する義理なんてない。

　昨日、この目で見た光景を思い出す。危あやうく看板の下敷きになりかけ、イトコに連れられて保健室に行ったユカリと、それを追った日下部。不安に駆り立てられるようにして向かった保健室で千沙が見たものは、想い人が親友に告白する姿だった。

（……ひどいよ）

　ユカリは、千沙の気持ちを知っているくせに。しかも、千沙に噓までついていたのだ。これまでずっと信じてきた友情も、絶対に裏切らないと誓った言葉も、すべて偽いつわりだったのではないかと思えてくる。

　そんな相手のことなど、気にかける必要はない。平気で噓をついて人の気持ちを踏ふみにじるようなユカリを、親友だなんて思いたくない。

　だが、そうやって何度自分に言い聞かせてみても、胸の中のもやもやは一向に晴れる気がしなかった。誤魔化そうとすればするほど、心は重く沈んでいく。

　もう一度ため息をついて、千沙は弁当箱を取り出した。その時、

「北本さん」

　いきなり名前を呼ばれて、思わず弁当箱を取り落としそうになった。おそるおそる顔を上げると、机の周りを三人の女子が取り囲んでいる。

（お、小お倉ぐらさん……）

　クラスの中でも一ひと際きわ派は手でな存在である小倉美み涼すず──正直、一番苦手な相手だ。気が強くてわがままで少々強引な彼女は、人見知りの千沙にとって恐れの対象でしかない。

（な、何の用？　私、何か目をつけられるようなことした？）

　おどおどと相手の反応を窺っていると、小倉は千沙から視線を外して隣の席を見た。

「赤澤さん、今日はお休みなのね」

「え……あ、うん。そうみたい……」

「ふぅん……じゃあ、あたしたちと一緒にお昼食べない？」

「えっ!?」

　つい裏返った声を上げてしまい、慌てて口を噤んだ。だが小倉は気を悪くしたふうもなく、傲ごう然ぜんと腕を組んで千沙を見下ろしている。

「あ、あの……でも」

「どうせ一人で食べるんでしょ？　だったら、あたしたちと一緒でもいいじゃない」

　そう言うと、小倉は返事も待たずにユカリの机を動かして千沙の席にくっつけた。他の二人が人数分の椅い子すまで運んできて、勝手に腰を落ち着ける。

「さ、食べましょ」

　すました顔でそう言って、小倉が弁当箱を広げた。他の二人も、コンビニの袋からパンやおにぎりを取り出す。三人はすぐさま今日の授業や昨日のテレビの話題で盛もり上がり始め、一人取り残された千沙はもそもそと食事を続けた。

　何でこの人たちは自分を誘ったんだろう。ほとんど空気と化している千沙は、居い心地ごこちの悪さにいたたまれなくなる。元々なかった食欲が、さらに消え失うせていく。

「ねぇ北本さん。何で日下部くんが赤澤さんに告白したのか、あなた知ってる？」

「へっ？」

　いきなりそんな話を振られて、千沙は卵焼きを喉のどに詰まらせそうになった。小倉の険しい視線に見据えられ、目を白黒させる。

「な、何でそんなこと私に聞くの？」

「だってあなた、赤澤さんと仲いいじゃない」

　言われて、ちくりと胸が痛んだ。確かに昨日までは親友だと思っていたけど──。

「ねぇ、あなたもおかしいと思わない？　今まで誰の告白も受け入れなかった日下部くんが、自分から女の子に迫るなんて」

「絶対、何かあるのよ。それ以外考えられないわ」

「でなきゃ、あの日下部があんなに入れ込むわけないって」

　他の二人も、すかさず同意してくる。「ねぇ？」と三人で顔を見合わせる小倉たちから目をそらし、千沙は俯いた。

「一体、どんな手を使って日下部くんを誘ゆう惑わくしたのかしら……ねぇ北本さん、本当に何か知らない？」

「わ、私は何も……」

　慌てて、小さく首を振る。ユカリと日下部の間に何があったかなんて、千沙の方が知りたいくらいだ。

「本当に？　何か心当たりはないの？　どんな些さ細さいなことでもいいのよ」

「そう言われても……」

　必死に記憶を辿ってみるが、思い当たることはない。日下部が教室でユカリに告白したのは月曜のことだったから、その前と言えば──。

「……あ」

　一つの可能性に辿り着いて、千沙は小さく声を上げた。それを聞きつけた小倉が、ずいと身を乗り出してくる。

「何？　何かわかったの？」

「え……と、その……もしかしたら、全然関係ないかもしれないけど……」

「何でもいいわ！　思い当たることがあるなら言ってみて！」

　今にも摑みかかられそうな勢いにおののいて、思わず身を引いた。だがそんな千沙を逃すまいとするかのように、小倉はギラギラと目を光らせて迫ってくる。
















　うっかりこぼした自分の発言を後悔したが、一度口をついて出た言葉はもう取り消すことができない。観念したようにため息をつくと、千沙はおずおずと口を開いた。

「あ、あの……縁結びって、信じますか？」
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　結局、学校を休んでしまった。

「ふむ、なかなか刺し激げき的てきな一日だったな」

　白い街がい灯とうに照らされた住宅街を歩きながら、隣のエンが上じよう機き嫌げんに呟く。

　人間の世界を見てみたい、というエンに連れられて、一日中街を歩き回った。映画を見たりショッピングモールを散策したりゲームセンターで遊んだり──と、休日の楽しみをほぼ網もう羅らしたおかげで、ユカリはもうくたくただ。

「人間の世界はおもしろいな、ユカリ。何を見ても感動と驚きの連続だ。これだけの娯ご楽らくにあふれていれば、日々退たい屈くつせずに過ごせる。羨うらやましい限りだ」

　キラキラと目を輝かせて、エンが言う。何か物もの珍めずらしいものを見つけるたびに子供のようにはしゃいでいたエンの姿を思い出し、ユカリは小さく噴き出した。

「ようやく、笑ってくれたな」

「え？」

　思いがけない言葉に、ユカリは目を瞬しばたたく。視線を上げると、金色の瞳が柔らかく細められた。

「無理をして笑顔を作るよりも、そうやって自然に笑った顔の方がそなたには似合っている」

　さらりとそんなことを言われ、カッと頰に血がのぼるのを感じた。胸の奥がむずむずするような、何とも言えないくすぐったい感覚に囚とらわれて思わず目をそらす。何でだろう、妙にそわそわして気分が落ち着かない。

「どうした、ユカリ？」

「な、何でもないっ」

　急に気き恥はずかしさが込み上げてきて、覗き込んでくるエンから逃れようと歩き出した。が、いくらも行かないうちに「あっ」と声を上げて足を止める。

　見慣れた我が家の前に、一人の少年が佇んでいた。ユカリと同じ高校の制服、斜ななめ掛がけにしたスクールバッグ、さらさらした茶色の髪──間違いない、日下部だ。

「何で日下部くんがうちに……？」

　思わず上げた疑問の声に気づいたのか、日下部がこちらを振り返った。

「赤澤！　どこに行ってたんだ？」

　呆れと安堵が混じった顔で、日下部が駆け寄ってくる。

「先に行くぞ、ユカリ。日下部とゆっくり話してくるがよい」

　そう言って、エンがユカリの脇をすり抜けた。先ほどとは違うやや硬い声とちらりともユカリを見ようとしないエンの様子が気になったが、それを問う前に長身の背中が遠ざかっていく。それと入れ違いに日下部がユカリの前に立った。

「学校にも連絡なかったみたいだし、家の人に聞いたらまだ帰ってないっていうし、登校途中で何かあったのかと思って心配したんだぞ」

「ごめんなさい、心配かけて」

　咎とがめるような声音に肩をすくめ、ユカリは素直に謝った。学校をサボったのは悪いと思っている。文化祭を目前に控え、日下部もクラスメイトたちもその準備で大おお忙いそがしだというのに──申し訳なくて顔を上げられない。

「あ、いや、別に説教しに来たわけじゃなくて……そうだ、これプリント」

　慌てた様子で、日下部が鞄かばんから取り出した紙を差し出してくる。授業で配くばられたらしいプリントの束たばを見て、ユカリは目を丸くした。

「届けに来てくれたの？」

　以前千沙から聞いた情報によると、日下部の家は隣町にあったはずだ。当然、帰る方向はまったく違う。それなのに、わざわざ足を運んでくれたのだろうか。

「まあ、それは口実で……本当は、赤澤に会いたかったんだ。昨日の返事、まだ聞いてないし」

　はにかむような表情を浮かべて、日下部がそう言った。ぎくり、と心臓が跳はねる。

　昨日の返事──日下部からのダンスの誘いには、まだ答えていない。昨日は千沙のことで頭がいっぱいで、そんな余裕はなかった。だけど日下部は、こうしてユカリの家を訪たずねてきてまで返事を待っている。

　そんな日下部に、ちゃんと答えなくてはいけない。意を決して、ユカリは口を開いた。

「……ごめんなさい。私、日下部くんの誘いには答えられない」

　はっきりと告げると、日下部が目を丸くした。それから少し考え込むような素振りを見せ、かすかに首を傾げる。

「もしかして、北本に遠慮してる？」

　ずばりと言い当てられ、ユカリは足元に視線を落とした。何と答えていいのかわからず、キュッと唇を引き結ぶ。日下部はそれを肯こう定ていと受け取ったようで、そっとため息をついた。

「北本の気持ちには、何となく気づいてた。そのせいで、赤澤たちが気まずくなっちゃったのも知ってる……だけどオレは、それでも赤澤をあきらめられない」

　おそるおそる顔を上げると、まっすぐにユカリを見つめる日下部と視線が重なる。

「他の何を捨ててでも、オレは赤澤を選びたい。そう言えるほど、赤澤はオレにとって大切な存在なんだ」

　真摯な言葉に、とくんと鼓こ動どうが跳ねた。必死に目を背そむけてきた感情が胸の奥で騒さわぎ出し、さざ波のように押し寄せてくる。

　心配してくれたり、わざわざ家まで会いに来てくれたり、情熱的な言葉をかけてくれたり──それが嬉しくないと言えば、噓になる。日下部は〝王子様〟と呼ばれるほどの人気者で、優しく気遣いもできて人望も厚くて。そんな相手にこれほど一心に好意を寄せられたら、思わず感情に流されてしまいそうで。

（でもこれは、本来私に向けられるものじゃない）

　日下部がユカリを好きだと言ってくれるのは、縁結びの効果でユカリが彼にとって魅み力りよく的てきな存在になってしまったからに過ぎない。それは日下部の本当の気持ちではないし、縁結びが終われば日下部がユカリに言い寄ってくることもなくなる。

　そう、これは何もかも偽にせ物ものだ。日下部と縁を結ばれるはずだったのは千沙であって、自分ではない。

　揺らぎかけた心にそう言い聞かせ、ユカリは再び口を開いた。

「日下部くん、私」

「だからオレ、赤澤の気持ちが変わるまで待つよ。ダンスのエントリーも後夜祭直前まで受け付けてるし、気が変わったらいつでも言って？」

　同時に声を上げた日下部が、ふっと表情を緩めた。ユカリの気持ちが変わることを信じて疑わない──そんな笑顔に、ユカリは何も言えなくなってしまう。

「それとさ……学校、来いよ。せっかくの文化祭なんだし」

　言われて、ユカリはぎくりと身を強張らせた。学校へ行く──そんな何気ない日常が、今のユカリにとってはとてつもない重責に思える。学校へ行けば、千沙と顔を合わせなければならない。それが怖くて、ユカリは逃げた。だけど──。

（このままじゃ、だめだ）

　そっと両手を握りしめ、唇を嚙む。逃げてばかりでは何も解決しない。たとえ傷ついても許してもらえなくても、ちゃんと千沙と向き合わなければ。

　心を決めて、顔を上げた。まだ少し強張っている頰の筋きん肉にくを無理矢理動かし、精せい一いつ杯ぱいの笑みを浮かべてみせる。

「わかった。明日は、ちゃんと行くから」

「うん。待ってる」

　柔らかくほほえんで、日下部が頷いた。少しだけ前を向けたような気がして、ユカリも今度は自然に笑うことができた。
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　何だろう、この不可解な感情は。

　道みち端ばたに佇む少女と少年の姿を屋根の上から見下ろして、エンは首を捻ひねった。

　先ほどから、胸の奥に形容しがたい感覚が渦うず巻まいている。ざわざわと落ち着かない、何とも居心地の悪い気分だ。

「縁月様」

　バサバサという羽音と共に、甲かん高だかい声が降ってきた。視線を巡らせると、神使の少女がふわりと舞い下りてくる。紅くれないの瞳を下方に流し、クロウは「あら」と眉を上げた。

「なかなかいい雰ふん囲い気きじゃありませんの。このままあの小娘が日下部の血を吸えば、縁月様の願いも叶いますわね」

　無邪気な言葉に、エンはハッとする。胸の奥の不快感が、一層強くなった。

　そうだ、自分はユカリの縁結びを見届けるためにここへ来た。彼女が日下部と結ばれればエンの目的は達成され、十年前の約束も守ることができる。

　初めは日下部のことなど何とも思っていないと言っていたユカリが、彼と親密になっていくのは望むべき変化だというのに──。

　何故、それを素直に喜べないのだろう。それどころか、二人の距離が近くなるたびに焦あせりにも似た感覚を覚える自分がいる。

　先日ユカリを助けた時も、そうだ。日下部に任せればいいものを、自分が出しゃばってしまった。日下部に迫られてうろたえる彼女を、ついこの手で抱き寄せてしまった。彼女を日下部に渡したくない、そんな想いすらあったように思える。

　これではまるで、

（縁結びを、望んでいないみたいではないか）

　自分の考えに、自分で驚いた。ユカリの恋を叶えるためにここに来たはずなのに、何故そんなことを思ってしまったのだろう。
















　だけど、心のどこかでこの縁結びが成就しなければいいと思っている自分がいる。このまま日下部と結ばれなければ彼女は、

「縁月様？」

　疑問の声がエンの思考を遮った。黙り込んだまま答えないエンを不ふ審しんに思ったのか、クロウが怪け訝げんそうに眉を寄せる。

「どうなさいましたの？　ずいぶんと険しいお顔をなさってますけど」

「いや、何でもない。ところでクロウ、話があったのではないのか？」

　我に返り、気づいてしまった感情を誤魔化すようにクロウに問いかける。神使の少女は、本題を思い出したらしく「そうでしたわ！」と声を上げた。

「縁月様に、一つご報告がありますの」

「報告？」

「縁結びの森に、複数の人間が入ってきたようですわ」
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　文化祭初日は、気持ちがいいほどの晴せい天てんに恵まれた。雲くも一つない空の下、校庭には運動部の屋台が並び、たこやきやら焼きそばやらのいい匂においが客を誘っている。

　造花や風船で飾りつけられた校内は文化部の展示発表やクラスの出し物で賑にぎわい、楽しそうな生徒たちの姿であふれ返っていた。

　混雑する廊ろう下かを歩きながら、ユカリはそっとため息をこぼす。

　二年Ｃ組の出し物である「喫茶２Ｃ」はなかなか好評で、朝から大おお忙いそがしだった。午後になってようやく休きゆう憩けいに出ることができたものの、特に行くあてもないのでふらふらと校内を彷徨さまよっていたのだが。

（私、すごく浮いてる気がする）

　どこを見てもカップルや友達同士で連れ立って歩いている生徒ばかりで、一人っきりの自分が場違いな存在のように思えてならない。

　本当なら、千ち沙さと一緒に回るはずだったのに──その親友の姿は、今ユカリの隣にない。

　ユカリと入れ替わるように、千沙は今日学校を休んでいた。体調不良らしいが、本当のところはわからない。何度か送ったメッセージにも返信はないままだ。

　千沙に会ったら、ちゃんと本当のことを話して謝ろう。そう思っていたのに、これでは仲直りのきっかけさえ摑つかめない。

　もし、このまま千沙と話せなかったらどうしよう。そんな不安が湧わき上がってくる。一人でいると次し第だいにそれが大きくなり、悪い方にばかり考えが向いてしまう。

（エン、どこ行っちゃったんだろう）

　いつもはそばにいるくせに、今日に限ってその姿が見当たらない。教室の手伝いにばかりかまけていたから、退たい屈くつして一人でどこかへ行ってしまったのだろうか。

　ふと、無意識にエンの姿を捜さがしていることに気づいて驚いた。いつの間に、そばにいることが当たり前のようになっていたんだろう。エンとは、縁えん結むすびが終わるまでのつきあいなのに──。

　そう考えた時、胸むねが疼うずいた。突とつ如じよ生まれた鈍にぶい痛みに首を傾かしげながら歩いていると、

「あ……」

　廊下の先に一ひと際きわ賑やかな集団を見つけ、ユカリは足を止めた。数人の女の子たちが取り囲んでいるのは、墨染の着物をまとった青年──エンだ。

　頰ほおを紅こう潮ちようさせる少女たちに向けられたエンの笑顔は、甘く優しい。会話の内容までは聞き取れないが、彼女たちの様子からしてそれがどんなものなのかは想像がつく。

　ふいに、胸の奥がざわついた。エンが他の女の子と一緒にいるところを見たのは初めてではないのに、何な故ぜか今は不ふ愉ゆ快かいに感じる。これ以上目の前の光景を見ていたくなくて、踵きびすを返して混み合う廊下を逆行した。と、

「何故逃にげるのだ、ユカリ」

　低い声と共に、エンの気配が追ってきた。少し迷ったが、立ち止まってゆっくりと振り返る。小首を傾げて見下ろしてくるエンに、ユカリは小さく嘆たん息そくした。

「別に、逃げたわけじゃないけど」

「……何を怒っているのだ？」

　不ふ思し議ぎそうに問いかけてくるエンには答えず、ユカリは足元に視線を落とす。怒っているわけじゃない。ただ何となくもやもやするだけで──その理由がわからないから、余計にもやもやは大きくなる。

　その時、背後でエンを呼ぶ声がした。ちらりと視線を投げると、先ほどの女の子たちがはしゃいだ様子で手を振っている。

「……呼んでるよ。行けば？」

　自分でも驚くほど冷さめた声が出た。エンがかすかに目を丸くする。何となく居い心地ごこちが悪くなって、ユカリは顔を伏せた。

「その必要はない。行くぞ、ユカリ」

　え、と声を上げる間もなく、エンがユカリの手を摑んで歩き出す。

「でも、あの子たちが」

「オレは、ユカリと一緒にいたいのだ」

　返ってきた言葉に、軽く目を瞠みはる。振り向いたエンの笑顔が急に眩まぶしく見えて、思わず視線をそらした。握にぎられた手が、妙みように熱い。先ほどとは違う種類のもやもやが湧き上がってきて、どうにも気分が落ち着かない。何を言っていいのかわからず、ユカリは黙だまったまま上じよう機き嫌げんに歩を進めるエンの後をついていった。

　人でごった返す廊下を抜けながら、ふと既き視し感かんを覚える。以前にも、こうして誰だれかに手を引いてもらって歩いた気がする。あれは、いつどこでのことだったんだろう。

「やはり、祭りはよいものだな」

　呟つぶやいたエンの声で、ユカリは追つい想そうから引き戻された。見れば、せわしなく周囲を見回しながらエンがキラキラと目を輝かがやかせている。

「お祭り、見たことあるの？」

「かつては、オレの神社でも祭りが行われていた。人々が集まって酒を飲んだり巫み女こが神楽かぐらを舞まったりして、なかなか賑やかだったぞ」

　答えたエンの声は、いつになく嬉うれしそうだ。今はもう跡形もないあの神社にも昔は人が集まって賑わっていたのだと思うと、何だか物もの寂さびしい気持ちになる。

「……エンの神社は、どうしてなくなっちゃったの？」

　少し迷ったが、心を決めてユカリは問いかけた。今まで何となく聞けずにいたが、本当はずっと気になっていたのだ。〝絶対成じよう就じゆの縁結び〟と呼ばれて多くの人が祈き願がんに訪おとずれたというのに、何故エンの神社はなくなってしまったんだろう。

　エンは少しの間黙り込んでいたが、やがて口元に小さく笑えみを浮かべた。

「ユカリは、神というものが何のために存在するか知っているか？」

　予想もしなかった問いかけを投げられ、ユカリは目を瞬しばたたく。しばし黙もつ考こうしてみたが、結局答えには辿たどり着けず首を振った。

「己おのれの力では立ち向かえない困こん難なんに見舞われた時、人は神を頼り助力を請こう。神はそんな人間の願いを聞き、見守り、導みちびいてやるのが役目だ。人間が必要とするからこそ、神は存在する。つまり、神もまた人間を必要とするのだ。そうして互たがいに求め合い、古来より両者は共存してきた」

　突然、エンが足を止めた。危あやうくその背中にぶつかりそうになって、ユカリは慌あわてて距離を取る。

「だが、人の心は時と共に変わりゆく。時代が下るにつれ、人々は神の存在を忘れていった。人間は、次第に神を必要としなくなったのだ」

「でも縁結びは人気だったんでしょ？　なのに、信じる人がいなくなっちゃったの？」

「すべての人間が縁結びで幸せになれるわけではない、と以前に話したことがあるだろう？　祈願に来る人間が多くなればなるほど、幸せになる人間よりも不幸になる人間の方が増えていく。それはいつしか悪評となり、人々の足を遠ざけてしまうのだ」

　喧けん騒そうをすり抜けて聞こえてくるエンの声は硬かたい。前を向いたままで表情は見えないが、その背中が少し強こわ張ばっているような気がした。

　人を幸せにしようと思っての行いが、逆に人を傷つけ不幸にしてしまう──それがどれほどつらいことなのか、ユカリも身をもって知っている。

「でも……それでもエンは、どうして縁結びを続けるの？」

　信しん仰こうする者を失い、自分を祀まつっていた神社がなくなってしまっても、何故エンは縁結びを続けるのだろう。訪れる者がいなくなっては、あの井い戸どに留とどまり続ける意味もないだろうに。

「……約束したからな」

「約束？」

　首を傾げて問い返すと、エンが静かに頷うなずいた。

「十年前、ある人間の子供と約束したのだ。その子に好きな人ができてもう一度あの森を訪れたら、その時は恋を叶えてやる、と。約束を守るためには、縁結びを続ける必要があるだろう？」

　ようやく、エンが振り返った。柔やわらかく細められた瞳ひとみが、じっとユカリを見つめる。

「……その約束は、エンにとって大切なものなんだね」

　ぽつりと呟くと、エンの表情がかすかに強張った。

「ユカリ。やはりそなたは──」

　何かを言いかけて、エンがふいに口を閉ざす。何だろうと首を傾げたが、エンがそれ以上言葉を紡つむぐことはなかった。そっと伏せられた金の双そう眸ぼうは、どこか寂さびしそうに見える。それが何故か、ユカリの胸をちくりと突き刺さした。

　たった一つの約束を守るためにあの井戸に棲すみ続けるエンは、どんな気持ちでその子を待っているんだろう。誰にも思い出されることなくひっそりと、神しん使しの黒くろ鳩はとだけを相手にどれほど孤こ独どくな時を過ごしてきたんだろう。

　ユカリに、それを推おし量はかることはできない。だけど、一人ぼっちでいることがどんなにつらく寂しいことなのかは、痛いくらい知っていた。

　エンの望みが叶うまで、どのくらい時間がかかるかはわからない。だけど、今は。

「行こう、エン」

　エンの手を引いて、ユカリは歩き出した。

「ユカリ、どこへ行くのだ？」

「とりあえず、何か食べよう。ほら、外にいろんなお店が出てる」

　指さした先に見えるのは、校庭に立ち並ぶ屋台のテント。窓の外とユカリの顔を見み比くらべてきょとんとしていたエンが、やがてふわりと破は顔がんする。

　先ほどの女の子たちに見せていたものとは違う、無む邪じや気きであけすけな笑顔──ユカリにだけはそんな表情を見せてくれるのだと思うと、何だか嬉しくなった。

「そうだな、ちょうど腹も減ってきた頃合いだ」

　繫つないだ手が、そっと握り返される。そのぬくもりを感じながら、ユカリは思う。

　エンが抱かかえる孤独を少しでも紛まぎらわせることができるのなら、今この時だけでも一緒にいよう、と。
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　縁えん月げつと言えば、その名を知らぬ者はいないと言われるほど魔ま物ものたちの間では有名な存在だった。

　強い魔力と数あま多たの人間を惹ひきつける美び貌ぼうを持ち、その血を吸って心を奪い、意のままに操あやつり従わせる。そうして人間たちの中に入り込んで国や政治を混乱させていた縁月は、人間にはもちろん、仲間である魔物たちからも恐おそれられていた。自分のような下等の魔物はその名を聞くだけですくみ上がっていたくらいだが、同時に彼の強さに憧あこがれてもいた。クロウにとって、縁月は畏い怖ふと憧どう憬けいの対象だった。なのに──。

（あれは、縁月様の本当のお姿ではありませんわ）

　青葉が茂しげる桜の木の枝に腰こし掛かけて、クロウはため息をついた。見下ろす先には、主人である縁結びの神と、人間の娘むすめが仲良く並んで歩く姿。少女に向けられた縁月の表情は柔らかく、目を細めて笑うその顔はとても幸せそうで。

　あんな表情、自分には一度も向けてくれたことがないのに。

（まったく、あの小娘のどこがいいというのかしら）

　目をすがめて、少女をじろじろと眺ながめ回す。特別器量がよいわけでもないし、頑がん固こで意い地じっ張ぱりで驚くほど不器用で、どこにでもいるような人間の小娘なのに。

　それでも、縁月は彼女にひどくご執しゆう心しんだ。長年そばにいたクロウには見向きもしてくれないくせに、あの娘が泣いたり笑ったりするたびに一いつ喜き一いち憂ゆうして。

　まったくもって、おもしろくない。

（とにかく、これ以上あの娘を縁月様に近づけるわけにはいきませんわ）

　二人を取り巻まく空気が変わってきていることに、クロウは気がついていた。

　もしこのまま二人の距離が近くなれば、クロウにとって望ましくないことが起こるかもしれない。これでは、あの娘の記き憶おくを消した意味がないではないか。

（何としてでも、縁結びをしてもらわないと）

　あの娘が日下部くさかべと結ばれれば、すべては丸く収まる。彼女は人間だけの世界へと戻り、自分はまたあの森で縁月と共にひっそりと過ごすことができる。

　他の魔物に食われかけていたところを、何の気まぐれか縁月に助けられて以来、クロウはずっと彼に付き従ってきた。縁月が神として祀られるようになってからも、神使として彼に仕つかえることを選んだ。

　この胸に秘めた想いに気づいてもらえなくとも、縁月のそばにいられるだけで幸せだった。せっかく手に入れたこの場所を、失いたくはない。

　眼下に向けていた視線をすいと滑すべらせると、少し離れたところに一人の娘を見つけた。金色の髪かみをした少女は、敵意のこもった視線をあの娘に向けている。

　それを見て、クロウは口元に小さく笑みを浮かべた。
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「いらっしゃいませー、どうぞ寄っていってくださーい！」

　ユカリの隣で呼び込みをするクラスメイトの声が、雑然とした廊下に響ひびき渡る。恋人や友達同士で連れ立って歩く人々が行き交かう校内は、活気と熱気であふれていた。

　文化祭二日目の今日は一般公開もされているので、外部の人間も多い。在校生の保ほ護ご者しやだけでなく、他校の生徒や受験生らしき中学生の集団もいる。普ふ段だんの学校風景の中に見慣れない人々の姿があるのは不思議な感じだが、逆にそれが新しん鮮せんだった。

「ほら、ここだよ！　例の〝王子様〟がいるお店！」

「私たちも相手してもらえるかなぁ？」

　教室の戸口に立って同じように呼び込みをしていると、背後で弾はずんだ声がした。見れば、四人の女の子たちが興味深そうに中を覗のぞいている。上うわ履ばきの色からして、一年生のようだ。

「あ、日下部くんは──」

「どうぞどうぞ、寄ってってくださーい！」

　もう一人の呼び込み役のクラスメイトが、営業スマイルを浮かべて女の子たちを教室へと誘う。下級生四人組は、きゃいきゃいとはしゃいだ様子で中へ入っていった。

「いいの？　日下部くん、今いないけど」

　午後二時を回ったこの時間、日下部は演劇部の舞台に出ていて教室にはいない。王子様目当てで来た彼女たちは、それを知ったら落らく胆たんするんじゃないだろうか。

「いいのいいの。呼べる客は呼んどかないと。はっきり言って、うちのクラスの売り上げは日下部の人気にあやかってるんだから」

　しれっと言い放つクラスメイトに、ユカリは苦笑を漏もらす。確かに、「喫茶２Ｃ」にやってくる客のほとんどが〝王子様〟に会いに来たという女の子だ。改めて、日下部の人気っぷりを思い知らされる。

　ユカリのクラスでやっている模も擬ぎ店てんは、昨日きのうに引き続き盛せい況きようだった。お昼を回ってピークは過ぎたものの、ちょっとした休憩にやってきた人たちで室内は賑わっている。いくつかの机をくっつけて作った即そく席せきのテーブルはほぼ満席だ。教室の隅すみには白いカーテンで仕切られた調理スペースがあり、そこで用意されたドリンクや軽食をフロア担たん当とうのクラスメイトたちがそれぞれのテーブルに運んでいく。

　その中に親友の姿を見つけ、ユカリは「あっ」と声を上げた。同じようにこちらを見つめていた千沙と視線が重なる。だがそれも一いつ瞬しゆんで、千沙はすぐさま目をそらしてカーテンの向こうに戻っていった。

　ずきん、と胸が痛む。そっと両手を握りしめ、ユカリは唇くちびるを嚙かんだ。

　千沙とは、まだ何も話せていない。昨日に引き続き今日も休みかもしれないと思っていたが、予想に反して千沙はちゃんと教室に来た。朝、数日ぶりに顔を合わせた親友の姿に安あん堵どして思い切って声をかけたのだが、ユカリを見た途と端たんに千沙は逃げ出してしまった。その後もことごとく避さけられ、同じ教室の中にいても言葉さえ交わせない。千沙との距離は開いていくばかりだ。

　やはり、もう二度と口をきいてもらえないのかもしれない。そんな弱気な考えが浮かんできて、小さく肩を落としたその時だった。

「きゃっ」

　ふいに悲鳴が上がり、教室の中に目をやったユカリは息を吞のんだ。

（千沙っ）

　廊下側のテーブルに水を運んでいた千沙が、そこに座る客の一人に手を摑まれている。その相手、千沙を引き止めている金きん髪ぱつの男には見覚えがあった。先日ユカリに声をかけてきた三人組の一人だ。まだ懲こりていないのか、あの人たちは。

「君、可か愛わいいね。よかったら、後で一緒に文化祭回らない？」

　ニヤついた顔で、男が千沙に迫せまる。千沙は細い肩かたを震ふるわせておろおろと周囲に視線を彷徨わせるが、クラスメイトも他の客も口を出そうとはしない。

　たまらず、ユカリは教室に踏ふみ込んだ。つかつかと千沙たちの元へ歩み寄ると、間に割って入って男の手を振り払う。

「千沙を放して。ナンパが目的なら出て行ってください」

　毅き然ぜんとした態度で告げると、金髪の男がユカリを見て目を丸くした。

「君、こないだの……ユカリちゃんだっけ？　今日はあのおっかない彼氏は一緒じゃないの？」

　彼氏って誰だ？　と首を傾げてから、エンのことを言っているのだと思い当たる。途端に気き恥はずかしさが込み上げてきて、カッと頰が熱くなった。

「かっ……彼氏じゃないです、別に！」

「ふぅん？　まあいいや、男付きの女に用ないし。で、そっちの千沙ちゃん？　どう、一緒に行かない？」

　金髪の男が、ユカリを押しのけて千沙の方へ身を乗り出した。怯おびえたように千沙が数歩後ずさったが、男はあきらめた様子もなくしつこくにじり寄る。

　ユカリの中で、何かがぷつんと音を立てて切れた。千沙が持ってきたトレイから紙コップを摑み取ると、男に向かって中身をぶちまける。

「冷てっ……何すんだよ！」

　激げき昂こうした男が、ユカリに飛びかかってきた。荒あらっぽく腕うでを摑まれ、痛みに思わず顔をしかめる。勢いよく振り上げられた拳こぶしを見て、恐きよう怖ふに身がすくんだ。と、

「ユカリに触ふれるな」

　掠かすれた低音が響くと同時に、視界の隅に黒が舞った。ハッと振り仰あおぐと、いつの間に現れたのか、エンが片手で男の腕を摑んで捻ひねり上げている。

「エンっ」

「いててててっ……放せよ、おい！」

　男が悲鳴を上げるが、エンが男を解放する気配はない。それどころか、ますます強く力を込める。ぎしぎしと骨ほねが軋きしむ音がして、あらぬ方向に腕をねじ曲まげられた男の口から苦く悶もんの声が漏れた。

「先日の忠告を無視して再びユカリに手を出すとは、いい度ど胸きようだ。その命、よほど惜おしくないとみえる」

　睨にらむように男を見下ろしたエンが、ゆっくりと口を開く。そっとその横顔を覗き見て、ユカリは言葉を失った。

　現実離れした美貌に浮かぶのは、驚くほど鋭えい利りな表情。爛らん々らんと輝く金の瞳は剣けん吞のんな光を放ち、束たばねた黒くろ髪かみが威い嚇かくするようにざわりと広がる。

「ならば、もう容よう赦しやはせぬぞ。神の怒りに触れればどうなるか、その身で存分に思い知るがよい」

　地の底を這はうような、低く重い声。だがそこに温度はなく、冷ひえ冷びえとした響きだけが鼓こ膜まくを震わせる。

「わ、わかった！　悪かったよ！　もう二度と手ぇ出さないから、勘かん弁べんしてくれ！」

　必死に許しを請う男を見て、エンが薄く笑みを浮かべた。燐りん光こうをまとった瞳は繊せん月げつのごとく細くなり、鋭するどく吊つり上がった口の端からは二本の牙きばが覗く。美しい面おもてに浮かぶ凶きよう暴ぼうな笑みに、ぞっと背筋が凍りついた。

　以前見せた魔物の一面はまだ可愛いものだったのだと思えるほど、恐ろしく残ざん忍にんな表情。本性をむき出しにした姿をまざまざと見せつけられ、ユカリは恐怖にすくみ上がった。

　賑やかだった教室がしんと静まり返り、驚きよう愕がくと恐怖に満ちた緊きん張ちようが走る。

　と、エンが動いた。無む造ぞう作さに腕を振るって男を放り投げると、野生の肉にく食しよく獣じゆうを思わせるしなやかな動きで相手に躍おどりかかる。机や椅い子すを巻き込みながら床に倒れ込んだ男の胸むな倉ぐらを、エンが乱らん暴ぼうに摑み上げた。

　誰かが小さく悲鳴を上げる。その声で、ユカリはようやく我われに返った。

「や、やめて！　エン、それ以上はっ」

　とっさに制止の声を上げたが、エンはユカリを振り向きもせず男の首筋に食らいつこうとする。思わず恐怖も忘れて、ユカリはエンに駆かけ寄った。

「もういいよ、エン！　私は大丈夫だから！」

　エンの腕にすがりつくと、金の双眸がゆるりとユカリに向けられる。

「何故止めるのだ、ユカリ。このような者に、そなたが情けをかける必要はない」

　すさまじい怒ど気きをはらんだ声こわ音ねに、びくりと肩が跳ねた。獰どう猛もうな獣けものを前にしたかのような錯さつ覚かくに囚とらわれ、思わず身がすくむ。

　怖い──だけど、ここで引き下がったら取り返しのつかないことになってしまう。そんな焦あせりを覚えて、ユカリは必死に言葉を絞しぼり出した。

「それでも私は、エンに人を傷つけてほしくない！　だってエンは、人を幸せにする神様なんだから！」

　ハッと、エンが目を瞠った。震える手でエンにしがみついたまま、ユカリは祈るような気持ちで何度も首を振る。
















　たとえ元魔物であっても、今のエンは立派な神様だ。かつて多くの人々の願いを叶え、その存在が忘れられてもたった一つの約束を守るために縁結びを続けてきた。そんなエンに、人間を傷つけるような真ま似ねはしてほしくない。

　エンはしばらくユカリを見つめていたが、やがてきまり悪そうに目を背そむけた。同時に、エンの全身を包み込んでいた激しい怒りがすうっと消えていく。その腕が興味を失ったかのように男を解放したのを見て、ユカリは安堵の息を漏らした。

　男たちが逃げるように教室を出て行くと、ようやく緊きん迫ぱくした空気が和やわらいだ。だが誰もが遠巻きにユカリたちを眺め、怖々とエンの様子を窺うかがっている。その中に千沙の姿を見つけたユカリは、慌てて彼女の元へ歩み寄った。

「千沙、大丈夫？」

　声をかけると、青い顔で立ちすくんでいた千沙が小さく身を震わせた。ユカリを見て一瞬躊躇ためらうような素そ振ぶりを見せたが、すぐに身を翻ひるがえしてカーテンの向こうに姿を消す。そんな親友を見送って、ユカリはそっと唇を嚙みしめた。




　結局そのまま休憩を言い渡され、ユカリはエンと共に教室を出た。人であふれ返る校内を抜け、中庭に設置された休憩スペースの一角に空席を見つけて腰こしを落ち着ける。

「追い出されちゃったね……まあ、あんな騒さわぎ起こしたんだから仕方ないか。お客さんに水をかけちゃったのは、ちょっとやりすぎたかな……反省しなきゃ」

「ユカリ」

　呼ばれて、隣を振り返る。並んで座るエンの横顔にはもう冷めた表情はなく、ユカリはホッと胸を撫なで下ろした。

「……すまなかった。あんなに大勢の人間がいる前で、魔物の本性を出してしまった──そなたにも、また怖い思いをさせた」

　エンが弱々しく言葉を紡ぐ。力なくうなだれたその姿は叱しかられた子供のようで、見ていて何だかやるせない気持ちになる。

「謝らないでよ。エンは悪くない……だって、私のために怒ってくれたんでしょ？」

　そう声をかけると、エンがおそるおそる視線を上げた。戸と惑まどうように揺ゆれる瞳が、申し訳なさそうにユカリを見る。

「だがオレは、人間を導き見守る立場だ。そんなオレが一時の感情に流され人を脅おびやかすなど、決してあってはならぬこと──これでは、縁結びの神として失格だ」

　そんな大げさな、と苦笑したが、エンは至し極ごく真ま面じ目めな顔できつく拳こぶしを握りしめている。そっと息をついて立ち上がると、ユカリはエンの前にしゃがみ込んだ。

「大丈夫、エンは立派な縁結びの神様だよ。エンは私を守ってくれた──それは、ちゃんと人を大切にしようと思ってる証しよう拠こでしょ？」

　神様としての在あり方を破ってまで、エンはユカリのために怒ってくれた。だけどそれを悔くいることも、自分を咎とがめる必要もない。

「その気持ちは、すごく嬉しかったよ。ありがとう」

　素す直なおな想いを言葉にすると、エンが大きく目を見開いた。

「……本当に、そう思ってくれるのか？」

　探さぐるような視線と問いかけに、ユカリははっきりと頷く。エンはしばらく食い入るようにユカリを見つめていたが、みるまにその顔がほころんでいった。先ほどまでの消しよう沈ちんした表情がすっかり抜け落ち、整った美貌に晴はれ晴ばれとした笑みが浮かぶ。

「行くぞ、ユカリ」

　突然、エンがユカリの手を取って立ち上がった。

「え？　ちょっと、どうしたの急に」

「せっかくの祭りなのだ。楽しまなければ損だろう？」

「楽しむって……昨日ほとんど見て回ったじゃない。目新しいものはないと思うけど」

「何を見るか、が重要ではない。オレは、ユカリと共にいることが楽しいのだ」

　眩しいくらいの笑顔を向けられ、思いがけずドキリとする。繫いだ手から伝わってくる熱を意識した途端、頰にカッと血がのぼった。まともにエンの顔を見ていられなくて、俯うつむいたまま後をついていく。

「そう言えば、日下部が舞ぶ台たいに出ているのではないか？」

「あ、うん……でも、もうすぐ終わっちゃうと思うよ」

「だが、日下部の晴れ舞台だろう？　少しだけでも見ておこうではないか」

　そう言うと、エンはユカリの返事も待たずに体育館に向かって歩き出した。ほどなくして目的の場所に着いたが、すでに公演は終わったらしく観客たちがぞろぞろと外に出てきている。

「間に合わなかったね」

「こっちだ、ユカリ」

　肩をすくめるユカリの手を引いて、エンが踵を返した。どこへ行くのだろうと首を傾げていると、突然エンが足を止める。

「エン？　どうしたの……あっ」

　エンの背中越しに顔を出して、ユカリは目を丸くした。体育館の裏、人気のない一角に二つの人影がある。

（日下部くん……）

　制服姿の日下部と向き合うのは、舞台衣い装しようらしきドレスをまとった女子生徒だ。と、その彼女が突然身を乗り出して日下部の頰に口づけた。思わず声を上げそうになって、ユカリは慌てて口元を押さえる。

「……すみません。オレ、先輩の気持ちには答えられません」

　静かな、だがはっきりとした日下部の声が聞こえた。ドレス姿の少女が俯き、小さく肩を震わせる。そして、くるりと背を向けると逃げるように走り去っていった。

　その背中を見つめながら、ユカリは思ったより平静でいる自分に驚いた。日下部が他の女の子にキスされる場面に遭そう遇ぐうしたというのに、動どう揺ようすらしないなんて。

「ユカリ。今なら、誰にも邪じや魔まされずに日下部の血を吸えるぞ」

　ゆっくりと、エンが振り返った。もしかして、ユカリに日下部の血を吸わせるためにここに連れてきたのだろうか。

「……日下部くんの血を吸う気は、ないよ」

　そっとエンの手をほどいて、ユカリは口を開いた。もの問いたげに見下ろしてくる金の瞳を、まっすぐに見つめ返す。

「このまま日下部くんと縁結びをしたら、きっと私は一生後こう悔かいする。それに……やっぱり千沙を裏切りたくないから」

「千沙とはもう、言葉を交わすこともないのにか？」

　投げられた問いに、ユカリは目を伏せた。両手をきつく握り込み、唇を嚙みしめる。

　先ほど教室で千沙が見せた態度を思い出し、胸が痛んだ。一言も発さないまま、千沙はユカリから逃げた。やはり、もう千沙とは親友に戻れないのかもしれない。そう思うと、苦しくてやりきれなくて、心が張り裂さけそうになる。

　このまま千沙と疎そ遠えんになって、高校を卒業したらもう連絡を取ることもなくなって、お互い別の道を歩いていくことになるのだろうか。この先いろんな人と出会って様々な縁を結んでいくうちに、彼女のことは青春時代のほろ苦い経験として記憶の中だけに存在するようになるのだろうか。千沙と過ごした時間も思い出も、すべて過去のものとして胸にしまったまま大人になっていくのだろうか。

　──そんなのは、嫌いやだ。

「それでも私は、千沙を信じていたい。ちゃんと本当のことを話して謝れば、まだ許してもらえるかもしれない──だから、ほんの少しでも仲直りできる可能性があるなら、自分からそれを手放したくないよ」

　そう告げたユカリをエンはじっと見下ろしていたが、やがて静かに口を開いた。

「千沙との縁を結び直せば、そなたは幸せになれるのか？」

「幸せになれるかどうかはわからないけど……でも、今の私の望みはそれだけだよ」

　ユカリが答えると、エンは「そうか」とほほえんだ。どこか寂しそうにも見えるその微び笑しようが、すぅっと溶けるように消えていく。

「エン!?」

「あれ、赤あか澤ざわ？」

　思わず大きな声を上げてしまい、ユカリは慌てて両手で口を覆おおった。だが時すでに遅く、目を丸くした日下部がこちらを見つめている。

「赤澤、今休憩中？　もしまだ時間あるなら、一緒にどこか見ていかないか？」

　ユカリの元に駆け寄ってきた日下部が、嬉しそうに言った。あんな場面を目もく撃げきしてしまったユカリは、何となく後ろめたくて日下部から目をそらす。

「ごめんなさい。私、もうすぐ休憩終わっちゃうの。そろそろ教室に戻らなきゃ」

「じゃあ、一緒に行こうか。オレも戻ろうと思ってたとこだから」

　ユカリを促うながして、日下部が歩き出す。少し迷ったが、特に断る理由もないのでユカリは頷いて日下部と並んだ。

「日下部くん、もう用事は終わったの？」

「うん。後は一般公開が終わった後で生徒会本部に報告に行くだけだから、教室の方を手伝うよ」

　日下部は笑ってそう言ったが、顔には疲労が滲にじみ出ている。無理もない、昨日今日と各所の手伝いであちこち走り回っているのだ。その上教室では実行委員としてクラスをまとめ、さらに〝王子様〟目当てで来る客の相手をして。それでも文もん句くの一つも言わないのだから、日下部の責任感の強さと行動力には本当に感心する。

「日下部くんはすごいね。みんなから頼りにされて、ちゃんとそれに応こたえられる能力も持ってて。周りに気を配くばれるし、誰とでも仲良くできるし……本当に王子様みたい」

　ふとこぼすと、日下部が足を止めて振り返った。その顔を見て、ユカリは目を丸くする。こちらを向いた日下部は、何とも言えない複雑な表情をしていた。

「……そんなことないよ。オレは、そう言われるほどいい奴じゃない」

「日下部くん？」

　そっと目を伏せた日下部に、ユカリは首を傾げる。少し俯き加減の横顔には、自じ嘲ちようするような笑みが浮かんでいた。

「みんなはオレのこと〝王子様〟だなんて言うけど、本当は全然そんなことないんだ。でも何となく周りの期待を裏切っちゃいけないような気がして、〝王子様〟じゃなくなったら誰にも相手にしてもらえないんじゃないかと思って、必死にそう振る舞ってるだけなんだよ」
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　意外な告白に、ユカリは驚く。いつも人に囲まれて楽しそうにしている日下部が、そんなことを思っていたなんて。

　ふと、以前千沙がこぼした言葉を思い出した。日下部はどこか無理をしているような気がする──あれは、このことを言っていたんだろうか。

「本当のオレは、人の顔色ばかり窺って愛あい想そ笑いで誤ご魔ま化かすことしかできない臆おく病びよう者ものだ。今まで誰ともつきあってこなかったのも、そんな自分の弱さがばれるのが怖かったからなんだ」

　日下部の言葉は、あっという間に周囲の喧騒に吞まれた。行き交う人々の誰も、その小さな声に気づかない。日下部が胸に秘めた想いは、人知れず虚こ空くうに消えていく。

「情けないよな、オレ。本当はさ、こんなんじゃだめだって思ってるんだけど、やっぱり勇気が出せなくて。結局みんなに噓うそついて騙だましてるんだ」

　ハッと息を吞んで、ユカリは日下部を見つめた。人に嫌きらわれたくなくて、精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張って弱い自分を押し隠かくして──。

（日下部くんも、私と同じなんだ）

　ふいに、日下部との距離が近くなった気がした。同時に、胸の中に小さな違い和わ感かんが生まれる。何だろう、安堵にも似たこの感覚は。

「ごめん、急にこんな話して。でも、赤澤には本当のことを知っててほしかったから」

　照れくさそうに、日下部が笑った。それは取り繕つくろった〝王子様〟の笑顔ではなく、日下部透とおるという一人の少年の素顔だった。

「あー、透！　やっと帰ってきた！」

　その時、頭上からそんな声が降ってきた。振り仰ぐと、二階の窓から顔を覗かせた男子生徒が日下部を手て招まねいている。

「早く戻ってくれよ！　おまえがいないと女どもがうるさくってさぁ」

「悪い、すぐ行く！」

　文句を言うクラスメイトに片手を上げて答え、日下部がユカリに向き直った。

「じゃあ赤澤、オレ先に行くよ。それとダンスの返事、まだ待ってるから」

　そう言うと、日下部はクラスメイトの元へと駆けていく。一人残されたユカリは、そっと胸に手を当てた。そこにある気持ちを、ゆっくりと確かめるように。
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「何あれ、あんな人通りの多いところでイチャついちゃって。見せつけてるつもり？」

　隣で吐き出された不機嫌な言葉に、千沙はびくりと身をすくませた。おそるおそる相手を窺うと、廊下の壁かべに背を預けた小お倉ぐらが窓の向こうを睨んでいる。その視線の先にあるのは、人混みの中で立ち止まって話すユカリと日下部の姿だ。

　千沙の胸が、ずきりと痛む。ユカリが日下部と仲良くしているところなんて見たくもない。だけど、どうしても目をそらせずにいる。

「ほんと、ムカつくんだけど。ちょっと日下部くんに気に入られてるからって調子乗って……何様なの、あの子」

　刺とげ々とげしい口く調ちようで小倉が吐き捨てた。ユカリに向けられた悪意ある言葉が千沙に突き刺さるが、それを受け流すことも否ひ定ていすることもできずに唇を嚙む。

（どうして、こんなことになってるんだろう）

　何度目かわからないため息をついて、千沙は足元に視線を落とした。

「北きた本もとさん」

　呼ばれて、千沙は再び肩を跳はねさせる。おずおずと顔を上げると、眉をひそめた小倉と目が合った。

「ちょっと、そんなビクビクしないでよ。あたしがいじめてるみたいじゃない」

「……ごめんなさい」

　小さく謝ると、今度ははっきりとため息をつかれた。ますます萎い縮しゆくして、千沙は身を縮こめる。

「北本さん。あたしたちの目的が何か、わかってるわよね」

「え……あ、うん」

「あたしたちの目的は、日下部くんと赤澤さんの邪魔をすること。今日はその最後のチャンスなのよ」

　腕を組んだ小倉が、睨むように千沙を見た。慌てて、千沙は視線を俯ける。

　一昨日おととい教室で声をかけられてから、小倉は何かと千沙に干かん渉しようしてきた。千沙と同じように日下部に想いを寄せる彼女は、以前振られたにもかかわらず、まだあきらめきれていないらしい。そして、ここ数日彼と親しくしているユカリを目の敵かたきにしているようで、「絶対に二人の仲を妨ぼう害がいしてやる」と息巻いていた。

「あ、あの……何もここまですること、ないんじゃ──」

「今さら何言ってるのよ。あなただって、赤澤さんに裏切られたんでしょ」

　精一杯気力を振り絞ってみたが、小倉に見み据すえられて千沙は声を詰まらせる。

　日下部がユカリに想いを寄せていたという事実は、確かにショックだった。ユカリに噓をつかれたことも真実を話してくれなかったことも千沙にとっては裏切り同然で、それを知った当時はユカリに対する怒りもあったし、許せないとも思った。

　だけど、今は違う。

「でも……私は仕返しなんて、望んでない」

　ぼそぼそと反論すると、小倉が小さく舌した打うちした。千沙を睨みつける瞳は鋭く、その奥に渦うず巻まくどす黒い感情に思わず「ひっ」と悲鳴を上げる。何だろう、いつにも増して鬼き気き迫せまるものがある気がする。

「あの子が卑ひ怯きような手を使ってる以上、あたしたちだってそれに対たい抗こうする権利はあるの。何が何でも、今日の零れい時じまでに赤澤さんに縁結びをさせるわけにはいかないのよ」

　怒りと共に吐き捨てた小倉から目をそらし、千沙は唇を嚙んだ。

　一昨日の夜、千沙は小倉たちと街まち外はずれの廃はい神じん社じやに向かった。縁結びの噂うわさを知った小倉が、それを試してみようと言い出したのだ。もう二度とあんな怖い思いはしたくなかったが、気弱な千沙にそれを断る勇気はなく、半なかば強制的に同行させられた。

　そして、例の井戸で小倉が祈願を終えた時、千沙たちの前に縁結びの神と名乗る男が現れた。縁月という名のその青年は、ユカリのイトコだと言って数日前から教育実習に来ていた、あのエンだった。

　驚く千沙たちに、エンは縁結びのことを話した。千沙と間違ってユカリと日下部の縁を結んでしまったこと、そのせいでユカリが日下部に言い寄られるようになったこと、そしてユカリがまだ日下部との縁結びを終えていないこと──それを聞いた千沙は、ようやくすべてを知った。

　ユカリが千沙を裏切ったわけではないのだとわかって一時は安堵したが、それでも噓をつかれたという事実は変わらない。胸の中のわだかまりは、今もまだ消えずに残っている。

　そんな千沙に、小倉はユカリへの仕返しを提案してきた。割り切れない気持ちのまま家で塞ふさぎ込んでいた千沙を呼び出した彼女は、その計画に加か担たんするよう迫った。異常なまでの執しゆう念ねんを燃やす小倉に逆らえず、千沙はそれに応じてしまったのだ。

「とにかく、後夜祭が始まる前に二人を引き離さないと……北本さん、赤澤さんを呼び出してくれる？」

　有う無むを言わせぬ口調で、小倉が言った。それはお願いではなく、命令だ。もし逆らったら、どうなるだろう──。

　しばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて千沙はのろのろとスマホを取り出した。





[image: ]






　その後、「喫茶２Ｃ」は無事営業を終了した。あの一件で一時は客足が引いたが、日下部や他のクラスメイトたちのフォローで何とか売り上げを維い持じし、そこそこ好成績を残すことができた。

　午後五時で一般公開が終わり来客たちが引き上げた後、みんなで手分けして片づけをした。教室や廊下の飾りつけを取り払って机も元通りに並び変えてしまうと、この二日間の非日常感がすっかり消え去って何もかもが夢だったように思えてくる。

　フェンスの向こうに目をやると、煌こう々こうとライトが灯ともった校庭に生徒たちが集まっているのが見えた。もうすぐ後夜祭が始まるのだ。

　誰もいない屋上からぼんやりとその様子を眺めながら、ユカリは小さく息をつく。

（結局、千沙と話せなかったな……）

　残りの店番の時も、片づけの時も、千沙はユカリと目を合わせてくれなかった。ホームルームが終わった後も彼女は逃げるように教室を出て行ってしまい、今どこにいるのかもわからない。

「おまえ、こんなところで何をしているんですの？」

「わっ!?」

　いきなり背後から声をかけられ、ユカリは飛び上がるほど驚いた。暴あばれる心しん臓ぞうを押さえながら振り返ると、暮れかけた空に巫み女こ装しよう束ぞくをまとった少女が浮かんでいる。

「日下部がおまえを捜してますわよ？　せっかく血を吸うチャンスだというのに、何故行かないんですの？」

　責めるような瞳に見下ろされ、ユカリはそっと目をそらした。

「……日下部くんと一緒に後夜祭に出るつもりは、ないよ」

　日下部には、まだちゃんと返事をしたわけではない。だが、このままダンスの誘いを受けることはできなかった。千沙に対する負い目もあるし、昼間日下部の告白に感じた違和感の正体もわからぬままだ。

　この感情が何なのか、きちんと見極めてから日下部に返事をしよう。そう思って、ユカリは一人屋上で自分の気持ちと向き合っていたのだが。

「おまえ、本当にこのままでいいんですの？　縁結びの期限は今日の深夜零時──それを過ぎたら、おまえは縁月様に与えられた力を失ってしまうんですのよ？」

「だから私は縁結びなんて──」

　言いかけた時、ポケットに入れていたスマホが震えた。慌てて取り出してディスプレイに目をやり、ユカリは息を吞む。

（千沙……？）

　新着メッセージを告つげる表示の下に書かれた名前に、心臓が跳ねた。震える指で開いた画面に記されていたのは、素そっ気けないまでの簡かん潔けつな文章。




『美術準備室まで来て。話したいことがあるの』




　千沙からのメッセージはそれだけだった。若じやつ干かん拍ひよう子し抜ぬけしてユカリはその一文を見つめていたが、

「放っておけばいいんですわ。あの娘はもう──って、どこへ行くんですの!?」

　クロウの言葉が終わらぬうちに、身を翻して走り出した。背後で上がった非ひ難なんめいた声を無視して、一気に階段を駆け下りる。

　校舎の北側にある特別教室棟は、夕ゆう闇やみの中にひっそりと佇たたずんでいた。文化部の生徒たちもすでに校庭へ移動したのだろう、誰もいない廊下はしんと静まり返っている。

「千沙？」

　三階にある美術準備室の扉とびらを開けて中を覗いてみたが、真まっ暗くらな室内に人がいる気配はない。壁のスイッチを押すと、蛍けい光こう灯とうの白い光が中の風景を照らし出した。

　普通の教室の三分の一ほどの広さの室内には、様々なものがあふれていた。デッサン用の石せつ膏こう像ぞうや壁に立て掛けられたイーゼル、棚たなに押し込められた大小様々なキャンバス。一歩踏み込むと、油と絵の具と埃ほこりが混ざり合った独特の匂いが鼻をついた。

「ほら、やはり誰もいないじゃありませんの。まったくの無む駄だ足あしですわ」

　頭上で、後を追ってきたらしいクロウが声を上げる。

「でも、千沙が──」

「あら、本当に来たのね」

　反論しようとしたユカリを遮って、別の声が響いた。ハッとして視線を巡めぐらせ、廊下に立つ人影を見て目を丸くする。

「小倉さん？」

　美術準備室の入口に立っていたのは、見知ったクラスメイト──小倉美み涼すずだった。その後ろには、いつも一緒にいる友人二人の姿もある。

「何でここに……」

　言いかけて、ユカリは彼女の後ろにいるもう一人の少女に気づいた。ふわふわした猫ねこっ毛けが俯いた頰にかかり、その表情を隠している。

「千沙……」

　名前を呼ぶと、千沙がびくりと肩を震わせた。揺れる瞳が一瞬だけこちらを見たが、すぐに脇わきへとそらされる。

　どうして、千沙が小倉たちと一緒にいるんだろう。千沙にとって、彼女たちは苦手なタイプだったはずだ。

「赤澤さん。あなた縁結びの神様にお願いして、日下部くんとの縁を結んでもらったんですってね」

　小倉の言葉に、ユカリは目を瞠った。何故彼女がそのことを知っているのかと眉まゆをひそめたが、ふとある可能性に思い至いたって千沙を見る。おどおどと様子を窺っていた少女は、ユカリと目が合うと慌てて顔を伏せた。

「あの娘、一昨日縁結びの井戸に来たんですわ。そして、縁月様に恋愛成就の祈願をしましたの」

「えっ？」

　背後でクロウが呟く。告げられた事実に、ユカリは目を丸くした。

　小倉が、縁結びの祈願をした……？　じゃあ、日下部くんとの縁を結ばれたってこと？　彼女がユカリのことを知っているのも、エンと会って何もかも聞いたから？

　胸に渦巻く様々な疑問に、ユカリはただ困こん惑わくする。

「でもそれは、本来あなたが結ばれるべき縁じゃないんでしょ？　それを自分のものにして調子に乗って……ほんとムカつくんだけど」

「べ、別に私は──」

「だけど、真しん相そうがわかったからにはあなたの思い通りにさせないわ。あなたに、日下部くんの血は吸わせない」

　ふいに、小倉が声を低くした。怒りに満ちた瞳を向けられ、ユカリはたじろぐ。

「小倉さん、やっぱり縁結びを？」

「そうよ、北本さんに教わった通りに祈願したわ。だけど、あの神様はあたしの願いを聞いてくれなかったのよ！」

　眉を吊り上げて叫んだ小倉に、「えっ？」と目を丸くする。

「エンが縁結びをしなかったって、どういうこと？」

「知らないわよ！　でも、どうしてもあたしの願いは叶えられないって言ってたわ！　神様のくせに、そんなの不平等よ！　ほんと、マジでありえないんだけど！」

　ヒステリックにわめきながら、小倉が憤ふん慨がいする。

（エンが縁結びを拒きよ否ひするなんて……何で、そんなことを？）

　人々の願いを叶えて幸せにするのが役目だと言っていたエンが、それを放ほう棄きするなんて信じられない。一体、何があったのだろう。

「何なのよ、あの男！　神様だか何だか知らないけど、ちょっと顔がよくて特別な力を持ってるからっていい気になって……人をバカにした態度がさらにムカつくのよ！」

「この小娘、縁月様に無ぶ礼れい──」

「待って、クロウ！　落ち着いて！」

　ユカリの背後から飛び出そうとしたクロウを、慌てて押さえる。ここでクロウが出しゃばったら、事態は余計ややこしくなるに違いない。

「だいたい、あんなヘラヘラした男が神様だなんて笑えるわ！　縁結び以外は何もできなさそうだし神社は潰つぶれちゃってるし、どうせ神様の中でも下したっ端ぱなんでしょ！」

　嘲あざけるように言われて、カッと頭に血がのぼった。考えるよりも先に手が動き、小倉に摑みかかる。

「ちょっと何よ、放しなさいよ！」

「取り消して！」

「え？」

「エンのこと、悪く言わないで！　何も知らないくせに！」

　ユカリの勢いに押され、小倉が怯ひるんだように身を引いた。そんな相手を睨みつけ、ユカリは唇を嚙む。

　自分のことならまだいい。だけど、エンのことまで悪く言われるのは許せない。

　エンは人に必要とされて神様になって、人を幸せにするために願いを叶えてきた。そして悪い噂のせいで神社がなくなり存在を忘れ去られても、約束を果たすためにずっと縁結びを続けてきたのだ。そんなエンを侮ぶ辱じよくするような発言に、無む性しように腹が立った。

「な、何よ。そんなにあの神様が大事なわけ？　そうよね、あなたにとっては何でも言うこと聞いてくれて、ボディガードにもなってくれる便べん利りな神様だもんね！」

「違う！　そんなんじゃない、エンは──」

　言いかけて、ユカリは口を噤つぐんだ。

　ユカリにとって、エンは何なのだろう？　どうして、エンのことでこうも胸がざわつくのだろう。エンの悪口を言われて、何故こんなにも怒りが収まらないのだろう。

「別に否定しなくてもいいんじゃない？　あなたたち、すごくお似合いだと思うけど」

　意い地じの悪い笑みを浮かべて、小倉がユカリの手からスマホを奪い取った。

「何するの!?」

　慌てて取り返そうとしたが、小倉に突き飛ばされユカリは尻しり餅もちをつく。

「後夜祭が終わるまで、そこでおとなしくしてなさいよ。みんなが帰ったら、出してあげるわ」

　廊下に出た小倉が、冷ひややかに告げた。ハッと顔を上げたユカリの前で勢いよく引き戸が閉じられ、同時にカチャカチャと鍵かぎをかける音がする。慌てて立ち上がって扉に手をかけたが、がこんという鈍い音が響いただけだった。

「ちょっと、開けてよ！」

　くすくすという笑い声を残し、小倉たちの足音が遠ざかっていく。

「待って！　ねぇ、待ってってば！」

　ユカリの叫さけびも空むなしく、その足音はすぐに聞こえなくなった。それきり、扉の向こうはしんと静まり返る。校庭から離れた場所にあるこの特別教室棟とうまでは、後夜祭の喧騒も聞こえてこない。

「どうしよう……」

　扉の前に立ち尽つくして、ユカリは呆ぼう然ぜんと呟いた。スマホを奪われては、外部と連絡を取ることもできない。ここから叫んでも、距離がありすぎて人が集まっている校庭までは届かないだろう。

「こうもあっさり罠わなにかかるなんて、まったく鈍どんくさい小娘ですわね」

　背後で上がった声に振り返ると、呆あきれた顔をしたクロウの姿があった。ユカリの後ろにいた彼女も、一緒に閉じ込められてしまったようだ。

「それで、どうするんですの？　どうしてもおまえがここから出たいというのなら、手を貸してやってもいいですわよ？」

「え？　助けてくれるって……本当に？」

　まさかクロウが手助けを申し出てくれるとは思いもよらず、ユカリは驚いた。

「ただし、条件がありますわ。ここを出たら日下部の血を吸って縁結びを終わらせること──そう約束するなら、助けを呼びに行ってやりますわ」

　意地悪そうにクロウが目を細める。ユカリはしばらくそんなクロウと見つめ合っていたが、やがてそっと視線を外した。

「……いい。私は、日下部くんの血を吸う気はないから」

「おまえ、本当に強情ですわね。こんな目に遭あっても、まだあの娘に義理立てするつもりですの？　あの娘はもう、おまえを親友だとは思っていませんわよ」

　クロウの言葉が、容赦なく胸に突き刺さる。先ほどの小倉の口ぶりからして、千沙が縁結びのことを知ってしまったのは間違いない。その上で、彼女はこんなことをしたのだ。クロウの言うように、千沙はもうユカリのことを親友だと思っていないのかもしれない。だけど──。

「それでも私は、千沙を信じていたい」

　たとえ親友に戻れなくても、千沙に裏切られたとは思いたくない。ここまでするほど彼女を追いつめてしまったのは、ユカリなのだ。それを棚に上げて、千沙を疑ったり責めたりすることはできない。

「……おまえは、何もわかってないですわ」

　ふいに、クロウの声が険けわしくなった。顔を上げると、白い頰を朱しゆに染そめた神使の少女がユカリを睨みつけている。

「縁月様が今どんな気持ちでいるかも知らずに……おまえのせいで縁月様はっ」

「エンが、どうしたの？」

　声を荒あららげるクロウに、ユカリは眉をひそめる。体育館裏で姿を消して以来、エンはユカリの前に現れていない。あの後教室にも戻ってこなかったし、校内のどこを捜しても見つけることはできなかった。一体、どこへ行ってしまったんだろう。

「……おまえに話すつもりはありませんわ」

　ユカリの問いには答えず、クロウがふわりと舞い上がった。そのまま棚の上に置いてあった石膏像の肩にひょいと腰を掛け、ツンとそっぽを向く。完全に機嫌を損そこねたらしい神使に嘆息し、ユカリは扉に背を預けて床に座り込んだ。

（別に、急いで外に出る必要はないんだよね）

　縁結びをするつもりはないのだから、期限なんて関係ない。後夜祭が終わって学校が施せ錠じようされる前には先生が見回りに来るだろうから、その時に助けを求めればいい。

　抱えた膝ひざに額ひたいをくっつけ目を閉じると、瞼まぶたの裏に黒髪の青年の姿が浮かんだ。

　助けを求めれば、エンはここへ来てくれるだろうか。今まで何度も助けてくれたように、またユカリを救ってくれるだろうか。

　そんなことを考えて、ユカリはそっと首を振った。

　エンには頼りたくない。だってエンは、便利な神様なんかじゃないんだから。
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「ねぇ見た？　あの子の顔」

「すっごい間抜けだったよね。笑っちゃったよ」

「ざまぁないわ！　ほんといい気味！」

　ケラケラと笑いながら前を歩く三人の背中を、千沙はぼんやりと眺めていた。

（この人たち、何がおかしいんだろう）

　小倉たちが何をおもしろがっているのか、千沙にはまったくわからなかった。心が凍りついてしまったかのように、まるで感情が動かない。

「そうだ北本さん。これ、あなたに渡しておくわ」

　そう言って、小倉が奪い取ったユカリのスマホを千沙に差し出してきた。両手でそれを受け取って、ギュッと握り込む。

（私、何をやってるの？）

　自分の胸に問いかけて、千沙は足元に視線を落とした。

　小倉たちにそそのかされてユカリを呼び出し、美術準備室に閉じ込めて。助けることもせず、ただ目をそらして見て見ぬふりをして。

「そなたは、このままでよいのか？」

　ふいに響いた低い声に、千沙はびくりと肩を跳ねさせた。振り返ると、いつの間に現れたのか墨すみ染ぞめの着物をまとった青年が立っている。人間のものとは異ことなる金の瞳に見下ろされ、千沙は思わずたじろいだ。

「ユカリはいつだってそなたを案じていた。今まで縁結びをしなかったのも、親友であるそなたを裏切りたくなかったからだ。そなたは、そんなユカリを裏切るのか？」

「わ、私は……」

「ユカリは今でもそなたを信じている。そなたとまだ親友でいたいと願っている。だが、そなたは違うのか？」

　問われて、千沙は唇を嚙みしめる。エンに言われるまでもなく、そんなことはわかっていた。

　昼間、ユカリが千沙をかばってくれた時のことを思い出す。誰もが遠巻きに眺める中、ユカリだけは真っ先に千沙の元へ駆けつけてくれた。なのに自分は礼さえ言わず、彼女の前から逃げ出した。

（最低だ、私）

　最後に見たユカリの顔が、頭から離れない。驚愕と困惑の表情を浮かべて千沙を見つめていたユカリの姿は、今もまだ鮮せん明めいに脳のう裏りに焼きついている。

「ねぇ、北本さんも少しはスカッとしたでしょ？」

「え？」

　背後から声をかけられ、千沙はぎくりとした。同時にエンの気配が消えていく。視線を巡らせれば、小倉が手の上で美術準備室の鍵を弄もてあそびながらこちらを見つめていた。

（スカッとした？　ユカリのこと、見捨てておいて？）

　投げられた問いに、疑問が渦巻く。ユカリを騙しておいて、それで気分がよくなったとでもいうの……？

「……そんなわけ、ないじゃない」

　ぼそりと呟くと、小倉たちが顔を見合わせた。

「親友にこんなひどいことして、気分がいいわけないでしょ！」

　込み上げてきたものを全部まとめて叩たたきつけると、小倉が一瞬怯んだ。その隙すきに彼女の手から鍵を奪い取り、素早く身を翻す。

「何するのよ、返しなさい！」

　背後で小倉が叫んだが、無視して千沙は走り出した。来た道を引き返し、美術準備室がある特別教室棟へと急ぐ。無人の廊下を抜け突き当たりの角を曲がろうとして、

「わっ!?」

　向こうから現れた人影が驚愕の声を上げる。ぶつかる、と思った時にはすでに遅く、勢いのままに千沙は相手の胸に飛び込んでいた。

「北本？」

　頭上から降ってきた声に、びくりと身を震わせる。心臓がとくん、と音を立てて鳴った。おそるおそる視線を上げ、間近にある相手の顔を確認して息を吞んだ。

「大丈夫？　どうしたんだ、そんなに慌てて」

　千沙を抱き止めた日下部が、心配そうに覗き込んでくる。思わず身をのけぞらせて、千沙は日下部から離れた。

「あ、あの……日下部くん、どうしてここに？」

「赤澤を捜してたんだ。北本、赤澤がどこにいるか知らない？」

　ユカリの名が出て、千沙は「あっ」と声を上げる。その時、遠くから千沙を捜す声が響いてきた。それを聞きつけた日下部が、怪け訝げんそうな顔をする。

「北本？」

「お願い日下部くん、一緒に来て！」

　眉をひそめた日下部の腕にすがりつき、千沙はそう叫んだ。
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　ねぇ、誰かいないの？　私はここだよ、ここにいるよ──。

　か細い声が、広々とした森に響き渡る。だがそれに答える声はなく、木々の間を渡る風がざわざわと梢こずえを揺らすだけだ。

　もうこのまま、誰にも見つけてもらえないのかもしれない。

　そんな考えが頭をよぎる。途端に不安が込み上げてきて、じわりと涙が滲んだ。

　叫び続けて声は嗄かれ、ずっと歩き回っていた足はくたくただ。これ以上は、もう動けない。大きな木の根元に座り込んで抱えた膝に額を押しつけると、こらえきれなくなった嗚お咽えつがこぼれる。目め尻じりに溜たまっていた涙が限界を超えて頰を伝い──。




「ユカリ」

　低い声に呼ばれて、ユカリはハッと顔を上げた。

「エン……」

　目の前の美貌を見つめて呟くと、エンが表情を和らげ長い指でユカリの頰を拭ぬぐう。いつの間にか涙を流していたことに驚いた。どうして泣いていたんだろう。

「こんなところで寝ていたら風か邪ぜを引くぞ。人間は案外脆ぜい弱じやくだからな」

　困ったように肩をすくめるエンを見て、ユカリは自分の現状を思い出す。小倉たちによって美術準備室に閉じ込められ、助けを待っている間に眠ってしまったのか。意識を失っていた時間がどれほどかはわからないが、この状況でよく眠れたものだ。

「エン、どうしてここに？」

　クロウが呼んできてくれたとは考えにくい。視線を巡らせると、デッサン用の石膏像に腰掛けた神使の少女はプイとそっぽを向いた。

「ユカリが泣いていれば、どこへでも駆けつけてやる。そなたが望む限り、オレはその願いを叶えよう。それが神としての役目だからな」

　やんわりと目を細めて、エンが言った。いつもと変わらぬ笑顔に安堵すると同時に、悲しくなった。そんなふうに言わないでほしい。だってユカリは、便利な神様としてエンを必要としているわけじゃないんだから。

（……え？）

　自分自身の考えに、ユカリは驚く。今、何を考えた──？

「ユカリ！」

「わっ!?」

　突然千沙の声が響き、背後の扉が激しく叩かれた。それから鍵を回す音がしたかと思うと勢いよく引き戸が開いて、千沙が転がり込んでくる。

「ち、千沙……？」

「ユカリ、ごめんね……こんなひどいことして、本当にごめんなさい」

　涙交まじりの声でささやいて、千沙がユカリに抱だきついてきた。戸惑いながらもその背中に腕を回し、小こ柄がらな身体からだをそっと受け止める。

「全部エンから聞いたよ。縁結びのことも、ユカリが私のために日下部くんの血を吸わなかったことも……でも私は、ユカリを信じてあげられなかった」

　細い肩が震え、ふわふわとした猫っ毛がユカリの頰をくすぐった。抱きしめたぬくもりに、思わず涙がこぼれそうになる。

「謝るのは、私の方だよ。あんな噓ついて千沙を傷つけて……ちゃんと本当のことを言うべきだったのに、噓で誤魔化してやり過ごそうとしてた。結局私は、自分のことしか考えてなかったの」

「そんなことない！　ユカリは、私のことを思っててくれたんでしょ？　でも私は、そんなユカリに甘えて自分では何もしようとしなかった」

　ゆっくりと身を離した千沙が、床に座り込んだまま目を伏せた。

「私ね、ユカリが羨うらやましかっただけなの。縁結びのことも日下部くんのことも、どうしてユカリばっかりって思ってて……そうやって人を羨んで、自分では何もしないで逃げてるだけだった……でも」

　再び千沙が顔を上げる。涙に濡ぬれた瞳には、強い光が宿っていた。

「これからは、ちゃんと向き合うから……いつまでもユカリに頼らないで、自分で行動できるように努力する。だから──もう一度、親友だって言ってもいい？」

「千沙……っ」

　それ以上は、言葉にならなかった。代わりに千沙に抱きついて、何度も頷く。千沙は少し恥はずかしそうにしながらも、「ありがとう」とささやいた。胸に温かい気持ちが広がり、ずっと抱えてきた不安と千沙に対する後ろめたさが消えていく。
















「よかった、仲直りできたみたいで。安心したよ」

　ふいに響いた声に、ユカリは驚いて顔を上げた。見れば、美術準備室の入口に日下部が佇んでいる。

「く、日下部くん！　何でここに？」

　恥ずかしくなって慌てて千沙から離れると、くすりと笑みをこぼした日下部がユカリに手を差し出してきた。

「行こう、赤澤。後夜祭、今ならまだ間に合う」

　日下部の言葉に、ユカリは目を丸くする。隣の千沙が、遠えん慮りよがちにユカリを窺う気配がした。差し出された手と日下部の顔を見比べ、ユカリは心を決めて口を開く。

「日下部くん、私」

「……何でなのよ」

　突如割り込んできた声にハッとして視線を巡らせ、ユカリは目を瞠った。

「……小倉さん？」

　蛍光灯の白い光に照らされた廊下に立っていたのは、一人の少女だった。きつい印いん象しようを与える目元を怒りに歪ゆがめ、唇を引き結んでこちらを睨んでいる。

「何で、あたしじゃだめなのよ！　日下部くんを好きになったのも、告白したのも、全部あたしが先なのに！　あたしの方が、絶対〝王子様〟にふさわしいのに！」

　カッと目を見開いて、小倉が叫んだ。怒りに燃える瞳が、鋭くユカリを射い抜ぬく。

「なのに、どうしてあたしの想いには答えてくれないの!?　縁結びだって──何であたしの願いは聞いてくれないのよっ！」

　悲痛な叫びと共に、小倉の全身から黒い靄もやのようなものが噴ふき出した。

「な、何だあれ!?」

　小倉にまとわりつく黒い靄を見て、日下部が声を上げた。彼女の中から現れたそれは、意思を持っているかのようにゆらゆらと蠢きながらこちらに向かってくる。

「人の心に生まれた憎ぞう悪おや嫉しつ妬と、恨うらみという負ふの感情だ。あの娘の中にあったそれがあまりにも強すぎて、〝魔〟という目に見える形で現れたのだ」

　ユカリの脇に佇んでいたエンが、滑るように廊下に出た。黒い靄──〝魔〟からユカリたちを守るように立ちはだかり、険しい表情でそれを見据える。

「下がっていろ、ユカリ」

　エンの声が響くと同時に、〝魔〟が飛びかかってきた。「赤澤！」と日下部に腕を引かれ、ユカリは千沙と共に数歩後退する。

　直後、目の前で風が巻き起こった。墨染の袖そでをなびかせて振るわれたエンの腕が、突進してきた〝魔〟を切り裂く。一瞬にして粉々に砕くだけたそれは、蛍光灯の光を反射しながら霧む散さんした。

「さすがですわ、縁月様！　かつて最強と呼ばれた魔物の腕は、衰おとろえてはいませんわ！」

　エンの周囲を飛び回りながら、クロウが嬉き々きとした声を上げる。ゆっくりと腕を下ろしたエンの向こうで、小倉が放心したようにペタンと床に座り込んでいた。

「オレがそなたの願いを聞き入れなかったのは、そなたが心にあのようなものを抱えていたからだ。邪じや念ねんを持つ者が縁結びをすれば、必ず不幸を招く。そなただけではない、周りの者も巻き添えにしてな」

　エンが静かに言葉を紡ぐ。小倉は一度口を開いたが、結局何も言わずに下を向いた。

「小倉」

　日下部が呼ぶと、うなだれていた小倉がゆっくりと顔を上げる。

「気持ちは嬉しいけど、オレはそれに応こたえられない。小倉は、さっき言ってたよな。自分の方が〝王子様〟にふさわしいって──つまりそれは、〝王子様〟としてのオレを求めてるってことだろ？」

　言われて、小倉がばつの悪そうな顔をした。日下部は少し迷うような素振りを見せたが、やがて心を決めたのか再び口を開く。

「悪いけど、オレは〝王子様〟なんかじゃない。人の顔色を窺って愛想笑いを浮かべてるだけの臆病者なんだ。だから、小倉の期待には応えられない──ごめん」

　日下部の言葉に、千沙が「あ」と小さく声を上げた。時を同じくして、ユカリの中にあった違和感がはっきりとした形を成し始める。ああそうか、これは──。

「……何よ。あなたなんか、こっちから願い下げよ！」

　ユカリの思考を遮さえぎって、小倉が叫んだ。涙こそ流していなかったが、潤うるんだ瞳と引き結んだ唇が、それが彼女の精一杯の強がりであることを物語っている。

　のろのろと立ち上がると、小倉はユカリたちに背を向けて歩き出した。少し離れたところで様子を見守っていた友人たちが彼女を支え、三人で連れ立って歩いていく。その後ろ姿を見届けてから、ユカリは日下部に向き直った。

「日下部くん。やっぱり私、日下部くんの誘いには答えられない」

　静かに告げると、日下部が目を丸くする。それから、困ったように眉を寄せた。

「……理由を聞いても、いいかな」

　日下部の問いにユカリは一度視線を落とし、一つ深呼吸をして再び顔を上げる。

「こんな話、びっくりするかもしれないけど……日下部くんが私に魅み力りよくを感じるようになったのは、エンの縁結びのせいなの」

「縁結び？」

「エンは本当は先生なんかじゃなくて、縁結びの神様なのよ。それで、ちょっとした手違いで私と日下部くんの縁が結ばれちゃって……だから日下部くんが私を好きになったのはその影えい響きようで、今の日下部くんの気持ちは本物じゃないの」

　一いつ旦たん言葉を切り、ユカリは日下部の反応を窺った。日下部は、驚きと困惑が入り混じった顔でユカリを見つめている。

「縁結びの期間が終わったら、もう日下部くんが私に魅力を感じることもなくなる。明日になれば、何もかも忘れてしまうの。だから私は、日下部くんの気持ちを受け取ることはできない。だってそれは、本当の恋じゃないと思うから」

　言い終えると、廊下に静せい寂じやくが降りた。日下部も千沙もエンもクロウも、何も言わない。微び妙みように居心地の悪い空気の中、ユカリは日下部の返事を待つ。

「……縁結びとか神様とか、そんな話いきなりは信じられないけど……でも、さっきの見ちゃったら、信じないわけにはいかないよな」

　肩をすくめて、日下部が呟いた。それから軽く頭を振って、ユカリを見る。

「だけど赤澤。縁結びを抜きにしても、オレの気持ちに応えてくれる気はないのか？」

　日下部の問いに、ユカリは目を丸くした。

「赤澤は、いつも北本のために一いつ生しよう懸けん命めいだっただろ？　あんなにも誰かのために必死になれるって、すごいことだと思うんだ。そんな赤澤だったから、オレも本音を言えた──赤澤になら、本当の自分を見せても構わないって思ったんだ」

　じっと見つめてくる日下部から、視線を外す。小さく息をつくと、ユカリは頷いた。

「たとえ縁結びがなくても、私は日下部くんの想いに応えられない。だって、私と日下部くんの気持ちは、同じじゃないから」

　ようやく気づいた、違和感の正体。ユカリが日下部に対して抱いだいていた想い──それは恋心ではなく、日下部への羨せん望ぼうと憧憬だ。

　ユカリは、いつもクラスメイトに囲まれていた日下部が羨ましかったのだ。誰にでもわけ隔へだてなく、明るく爽さわやかで人気者の日下部は、ユカリにないものをたくさん持っていた。そんな日下部が、ユカリの目には眩まぶしく映っていただけなのだ。ユカリはただ〝王子様〟としての日下部に憧れていたに過ぎない──小倉と同じように。

　日下部はしばらく黙っていたが、やがて小さく「そっか」と呟いた。

「赤澤の気持ちはわかった。今まで迷めい惑わくかけてごめん」

「ううん。私の方こそ、もっと早くに話せばよかった。ごめんなさい」

　頭を下げると、日下部が笑って首を振った。それを見て、ユカリも笑顔を返す。

「どうやら、決着はついたようだな……さて、クロウ」

　黙ったまま事の成り行きを見守っていたエンが、おもむろに口を開いた。主人に呼ばれた神使の少女が、小首を傾げてエンの前に舞い下りる。

「何故、このようなことをした？　あの娘が持つ負の感情を煽あおって、それをユカリに向けさせるなど……一歩間違えれば、ユカリに危害を加えるところだったのだぞ」

　先ほどとは打って変わって、険しい声でエンが問う。クロウがびくりと肩を跳ねさせ、顔色を窺うように主人を見た。そんな神使を、エンが鋭く睨みつける。

「神の眷けん属ぞくである神使が主あるじの意に背くなど、決してあってはならぬことだ。それを知った上での背はい反はん行為であろうな？」

「どういうこと？　小倉さんがあんなことをしたのは、クロウのせいだっていうの？」

　思わず口を挟はさむと、クロウは気まずそうに目をそらした。だがそれが、エンの言葉が間違いではないことを証明している。

「何で、そんなことしたの？」

「……だって、このままでは縁月様は……」

　クロウがぽつりと声を上げた。小さな両手を握りしめ、潤んだ瞳でエンを見つめる。

「このまま縁結びが成就せずに終わってしまったら、縁月様は消えてしまうじゃありませんの！」

　廊下いっぱいに響き渡った言葉に、ユカリは耳を疑った。

「え……？　エンが消えるって、どういうこと？」

「おまえの縁結びが成就すれば縁月様は神として必要とされ、この世界に存在することができる……でも、それが叶わなければ縁月様は消えてしまうということですわ！」

　声を荒らげてクロウが叫ぶ。信じられない気持ちでエンを見るが、エンは何も言わずに薄く笑っただけだった。

「ねぇ、噓でしょ？　エンが消えるなんて、そんなこと──」

　言いかけて、ユカリはギョッと目を瞠る。微笑を浮かべるエンの顔が半分透とう明めいになり、後ろの景色が透すけて見えていた。

「噓ではない。そなたの縁結びが終わると同時に、オレは消える」

　呆然とするユカリに、淡たん々たんとエンが答える。どこかあきらめたような声音が、ひどく胸に響いた。

「そんな、何でっ……どうしてそんなことっ」

「人間から忘れ去られた神は、力を失い消えていく──それが、人に必要とされなくなった神の末まつ路ろだ」

　ハッと、ユカリは息を吞んだ。昨日、エンと交わしたやりとりを思い出す。エンは、人間が必要とするからこそ神は存在できるのだと言っていた。つまりそれは、人間が必要としなくなれば消えてしまうということ──？

　すぅっと胃いの底が冷えるような感覚に襲おそわれ、ユカリは胸の前で両手を握りしめた。

　エンが消えるなんて、信じられない。だってエンは、今までだってあの井戸にいたのだ。なのに、エンがもう誰にも必要とされてないなんて、そんなの噓だ。

「で、でも！　きっとまだどこかに縁結びを信じる人が……エンを必要とする人がいるよ！」

「この七日、人間の世界を見てわかった。人の世は驚くほど豊かになり、様々な娯ご楽らくがあふれ、病やまいも闇やみも魔物さえも恐れる必要はない。人間にとって、神などという存在はもう要らないのだ──そなたが、縁結びを必要としなかったようにな」

　紡がれた言葉に、ユカリは愕がく然ぜんとする。背筋を冷たい汗が流れ、心臓を鷲わし摑づかみにされたような気がした。

「じゃあ、私が縁結びを拒否したせいでエンは消えちゃうってこと……？」

「いずれこうなることは決まっていた。そなたのせいではない」

　震える声で問いかけるユカリに、エンがほほえむ。その笑顔に胸が痛くなった。もうすぐ消えてしまうというのに、どうしてそんなふうに笑っていられるの？

「そんな顔をするな、ユカリ。縁結びの間だけとはいえ、オレはそなたと共にいて楽しかったぞ。ユカリのおかげでいろいろなものを知ることができた。ただ一つ、十年前の約束を守ってやることはできなかったが──それでも、オレは満足している」

「十年前の、約束？」

　エンの言葉を繰くり返し、ユカリは「あっ」と小さく声を上げた。

　エンが縁結びを続けるきっかけとなった、ある子供との約束。まさかその子供が、ユカリだというのだろうか。

「でも私、何も覚えてない……」

　幼おさない頃の記憶は曖あい昧まいで、上う手まく遡さかのぼれない。それでも必死に記憶の糸を辿ってみたが、エンと出会った思い出はやはりどこにも見つからなかった。

「無理もない。そなたの記憶は、術によって消されているのだからな──そうだろう、クロウ」

　確信めいた問いかけに、クロウがサッと顔色を変える。

「おかしいと思ったのだ。これほどオレと接していても、ユカリは一向に思い出す気配がない。となれば、何者かの手で記憶を消されたと考えるのが妥だ当とうだろう。そして、オレの周りでそのようなことができるのはおまえだけだ」

　思いがけない事実の発覚に、ユカリは言葉を失う。エンと出会った記憶を消されていたなんて──何だって自分は、これほどこの神使に嫌われているんだろう。

「ユカリ」

　黙り込んだクロウを一いち瞥べつしたエンが、ふとユカリを呼んだ。ハッと我に返ると、柔らかく細められた金の双眸がユカリを見て、次ついで千沙に向けられる。

「約束を守ることはできなかったが……千沙ともう一度親友になるというそなたの望みは叶った。ユカリが幸せなら、何も思い残すことはない」

「エン、何言って──」

「礼を言うぞ、ユカリ。そなたに会えてよかった」

　掠れた低音が、耳をすり抜けていく。同時に、エンの身体がふわりと舞い上がった。

「エンっ！」

　とっさに伸ばしたユカリの手がエンの着物の袖を摑むより先に、その姿は光の粒りゆう子しを残して消え去った。




　エンが消えた虚空を見つめたまま、ユカリはその場に立ち尽くしていた。千沙も日下部も何も言わない。廊下に、重苦しい沈黙が降りる。

（私のせいでエンが消えるなんて……そんなつもりじゃ、なかったのに）

　ユカリが縁結びを拒こばんだのは、相手の心を無理矢理奪いたくなかったからで。エンの力に頼って手に入れるものは、本当の恋ではないと気づいたからで。

　それが自分のためであり、相手のためだと思ったからだ。

　だけど、エンにとっては……？

「縁月様にとって、おまえとの約束はご自身の存在をこの世に繫ぎ止める唯ゆい一いつの縁だったんですわ」

　ぽつりと降ってきた声に顔を上げると、真しん紅くの双眸を潤ませたクロウがじっとユカリを見下ろしている。

「でも縁月様はそれを放棄し、自みずからを犠ぎ牲せいにしてまでおまえの望みを叶えたんですわ」

「そんな……何でそこまでして──」

「まだわかりませんの？　そんなの、縁月様がおまえを好きだからに決まってるじゃありませんの」

　呆れ交じりに告げられた言葉に、ユカリは目を瞠った。

「……エンが、私を好き……？」

　口に出してみても、あまり実感はない。だってエンはそんな素振りなどまったく見せなくて、いつだって超然としていて、自分には恋愛なんて関係ないって顔してて。何度もユカリに日下部の血を吸わせようとしていたくせに──だけど、

「どうしよう、嬉しい……」

　込み上げてきた感情をそのまま言葉にすると、胸が震えた。エンがユカリを好いていてくれた──そう思うと、どうしようもなく嬉しくて嬉しくて、涙が出そうになる。

　エンに対して抱いていた不可解な感情が何なのか、今やっとわかった。

　エンに触れられたり笑いかけられたりするたびに落ち着かない気分になったのも、エンが他の女の子といるのを見て不愉快な気分になったのも。

（私も、エンが好きだったからなんだ）

　すべてを理解した途端、すとんと気持ちが落ち着いた。同時に、胸に温かな感情が広がっていく。

　人の心がわからないと言いながらも、エンは一生懸命ユカリを気き遣づかってくれた。神としての在り方をかなぐり捨てて、ユカリのために怒ってくれた。自分を犠牲にしてまで、ユカリの幸せを願ってくれた。

　世間知らずで奔ほん放ぽうで、長く生きているくせに子供のように純じゆん粋すいで、呆れるくらいひたむきで──そんなエンを、たまらなく愛いとしいと思う。

「十年前、森に迷い込んできたおまえと約束を交わしたあの日から、縁月様はおまえのことばかりでしたわ。でも、あまり人間に入れ込みすぎてまた昔のように裏切られたらと思うと、どうしても見ていられなくて──」

　小さな両手を握りしめ、クロウが唇を嚙む。

「縁月様のためを思っておまえの記憶を消したというのに……結局こうなってしまっては、何の意味もありませんわ」

　弱々しく呟かれたクロウの言葉に、ユカリは我に返った。

　そうだ、今さら自分の気持ちに気づいても遅い。エンは消えてしまった。あの笑顔も、ユカリを呼ぶ掠れた低音も、大きな手のぬくもりも、もう二度と戻らない。

　目の奥がじんと熱くなって、悔くやしさと悲しさがない交ぜになった涙が頰を伝った。気遣うように声をかけてくれた千沙に答えることもできず、ユカリは唇を嚙みしめる。

「あのさ……一つ思ったんだけど」

　その時、ずっと何かを考え込んでいた日下部が静かに口を開いた。

「さっき言ってたよな？　先生──エンが消えるのは、赤澤の縁結びが終わった時だって。だったら、まだ間に合うんじゃないか？」

　日下部の言葉に、ユカリはハッとする。ユカリの縁結びが終わるのは、今日の深夜零時だったはず。だとしたら、まだ時間はある。

　口元に手をやると、指先に硬く鋭い感かん触しよくが触れた。すっかり馴な染じんだ二本の犬けん歯しが、まだ縁結びが終わっていないことを証明している。

「じゃあ……エンはまだ消えてないってこと？」

　ユカリたちの視線が一いつ斉せいにクロウに集まった。それを受け、クロウがたじろぐ。

「な、何ですの？　確かに、縁月様が消えるまでまだ時間はありますけど──」

「お願いクロウ、エンのところに案内して！」

　涙を拭って詰め寄ると、神使の少女が不快そうに眉をひそめた。

「会ってどうするというんですの？　今おまえが顔を見せたところで、縁月様にとっては何の慰なぐさめにもなりませんわよ」

「それでも、このままお別れなんて嫌だ。私はエンに消えてほしくない。だから、私がエンを助ける。私との約束がエンをこの世界に繫ぎ止める唯一の縁だったのなら、もう一度それを結んでみせる！」

　真紅の瞳を見据えて言い切ると、クロウはしばらく無言でユカリを見下ろしていた。

「……アタシは、神使といえど人間が好きではありませんわ。だって、人間ほど愚おろかで身勝手で傲ごう慢まんな生き物はいませんもの」

　返ってきたのは、拒きよ絶ぜつの言葉。だがそこに、いつものような冷めた響きはない。

「でも今、縁月様を救えるとしたら人間であるおまえだけ──だから、今だけはおまえを信じてやってもいいですわ」

　そう呟いて、クロウが居心地悪そうに視線をそらした。まったく素直じゃない神使に、ユカリは思わず笑みをこぼす。

「ありがとう、クロウ」

「べっ、別におまえのためじゃありませんわ！　アタシだって、縁月様に消えてほしくないですものっ！　とにかく、縁月様のところへ行きますわよ！」

　背中の羽を羽ばたかせ、クロウが滑るように廊下を飛んでいく。急いでユカリも後を追おうとして、

「ユカリ！」

　千沙に呼び止められ、振り返る。おずおずと差し出された掌てのひらに載のっていたのは、見慣れたオレンジ色の筐きよう体たい。

「気をつけてね」

　気遣ってくれる親友に頷いて、ユカリはスマホを受け取る。ディスプレイに表示された時じ刻こくを確認すると、午後八時をだいぶ回っていた。

「千沙、日下部くん、ありがとう！　行ってくる！」

　並んで佇む二人に手を振ると、ユカリはクロウを追って走り出した。




　暗い森の中を、必死に駆け抜ける。落ち葉に隠れた木の根や石に何度も躓つまずきながら、ユカリはひたすら前へと進んだ。電車とバスを乗り継いで街外れの森に辿り着いた時には、すでに午後十時近くになっていた。まだ時間の余裕はあると思いながらも、焦る心は抑おさえられない。

「あそこですわ！」

　木々の間を縫ぬうように飛んで行くクロウが声を上げる。目を凝こらせば、木こ立だちの向こうにかすかな明かりが見えた。その中に、夏草に埋うもれた古い井戸がある。祈願した者の恋を必ず叶えてくれるという、絶対成就の縁結びの井戸。

「エンは……!?」

　息を切らせて井戸に駆け寄り辺りを見回したが、求めていた姿は見当たらない。

「おそらくこの中ですわ。かすかですけど、縁月様の気配を感じますもの」

　井戸を覗き込んだクロウがそう教えてくれる。ぽっかりと口を開けた暗い穴に視線を落として、ユカリは心を決めた。

　エンはこの中にいる──だったら、行くしかない。

「おまえ、何をする気ですの？」

　井戸のふちに足をかけたユカリに、クロウが眉をひそめる。構わず、ユカリは井戸に飛び込んだ。一瞬の浮ふ遊ゆう感かんの後、身体が闇に飲み込まれたかと思うとすぐさま重力に引かれて落下が始まり、ユカリはぎゅっと目をつぶる。

　はるか頭上でクロウが何か叫んでいたが、それもすぐに聞こえなくなった。代わりに、痛いほどの静寂が耳を打つ。音も光もない闇の中をなすすべもなく落下していたが、ふとその感覚がなくなった。おそるおそる目を開けて、ユカリは息を吞む。

「これは……」

　辺り一面、縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡らされているのは無数の赤い糸。その一つ一つが淡あわく光を放ち、闇の中に幾いく筋すじもの赤が浮かび上がる様はなかなか壮そう観かんだ。

　誘われるように、ユカリは一本の糸に触れてみた。すると、その先にぽうっと白い光が浮き上がる。中に見えたのは、若い娘の姿だった。結ゆい上げた黒髪の上に角つの隠かくしを被かぶり、白しろ無む垢くに身を包んでいる。その隣には、黒の紋もん付つき羽は織おりをまとった男の姿もあった。

　──ありがとう。あんたのおかげで、私はこの方と一緒になることができた。

　鈴が鳴るような声で、娘が言った。

　──あんたは自分を「神様なんかじゃない」って言ったけど、そんなことないよ。こうして私に幸せをくれたじゃないか。あんたは、立派な縁結びの神様だよ。

　晴れやかな笑みを浮かべる娘の肩を、隣の男がそっと抱き寄せる。幸せそうに寄り添う二人の姿が、静かに消えていった。

「今のは、オレが初めて縁を結んだ人間たちだ」

　ふいに響いた声に、ユカリはハッと振り返った。絡み合う赤糸の向こうに、墨染の着物をまとった長身の姿がある。

「感情の良よし悪あしにかかわらず、強い想いで結ばれた縁はこうして目に見える形で具現化する。ここにあるのは、今まで縁結びをしてきた人間たちの記憶と絆きずなだ」

「エン！」

　滔とう々とうと語る青年の名を呼ぶと、エンが困惑の表情を浮かべた。

「ユカリ。何故、そなたがここにいるのだ」

「エンを迎むかえに来たの。だから一緒に──」

　言いかけて、ユカリはぎくりとする。エンの姿が、さっきよりも薄くなっていた。ほのかな光の中に浮かぶ姿は儚はかなげで、今にも消えてしまいそうで。

「もうよい、ユカリ。戻ったところで、人に必要とされぬ神など存在する意味はない。それに、もう飽あきたのだ。訪れる者のいない井戸で人を待ち続けるのも、誰も幸せになれない縁結びをするのもな」

　そう言って、エンが手近にあった糸に触れた。先ほどと同じように白い光が現れ、一人の娘の姿が映し出される。だがその表情は笑顔とは程遠く、怒りに満ちていた。

　──この噓つきのインチキ神様！　どうして縁結びの祈願をしたのに、私はあの人と結ばれないのよ！　よりによってあんな女に奪われるなんて……こうなったら、あの女を呪のろってやるわ！　そして私があの人と結ばれるのよ！

　恨み交じりに投げつけられた言葉に、ユカリはびくりと肩を震わせた。構わず、エンは他の糸に手を伸ばす。

　──ねぇ、あの男を何とかしてくれない？　あたし、他に好きな人ができたの。代わりにその人との縁を結んでくれる？

　光の中に見えたのは、仏ぶつ頂ちよう面づらをした女の顔だった。無表情にエンがそれを一瞥し、別の糸を手た繰ぐり寄せる。

　──また縁結びをお願いできるかしら？　今度のお相手はねぇ、売れっ子の役者さんなのよ。私、どうしても彼を手に入れたいの。だって、人が羨むようないい男はそばに置いておきたいでしょ？

　にこやかに笑う娘の姿に、ユカリは慄りつ然ぜんとした。どうしてこの人たちは、平気でそんなことが言えるんだろう。こんなの、人の心を弄んでいるだけではないか。

「彼女たちは縁結びを成就させたにもかかわらず、幸せになれなかった。望む相手と結ばれたのに、何故幸せになれないのか──ずっと、疑問に思っていた。オレはその答えを探すために縁結びを続け、そなたのおかげでようやく見つけたのだ」

　ゆっくりと、エンがユカリを振り返った。その顔には、何の感情も浮かんでいない。

「彼女たちが結んだのは、真実の縁ではない。一時の感情に流され、相手の上うわ辺べだけを見て結んだ縁はいずれ綻ほころびてしまう。そなたの言うように、一方的に相手の心を奪うだけではだめなのだ」

　小さく首を振って、エンが目を伏せる。長い前髪が、その表情を覆い隠した。

「ここにある縁のほとんどが、真実の縁で結ばれたものではない。どれほど願いを叶えようと、幸せになれる人間はごくわずか──そんな縁結びに、何の意味がある」

　力なく呟かれた言葉は、静かに闇に消えていく。そのまま、辺りに静寂が落ちた。

「本当に、それだけのためにエンは縁結びを続けてきたの？」

　沈黙を破って問いかけると、エンがかすかに肩を震わせる。

「本当は、人に必要とされたかったんじゃないの？　縁結びは意味のないことなんかじゃないって──自分は人を幸せにする神様だって、誰かに認めてほしかったんでしょ？」

　弾はじかれたようにエンが顔を上げた。驚愕に染まった瞳を見つめ、ユカリは続ける。

「私はちゃんと知ってる。エンが人を幸せにするために縁結びを続けてきたんだって……だってエンは、私を幸せにしようとしてくれたじゃない」

　自分の存在を繫ぎ止める唯一の縁を手放そうとしてまで、エンはユカリの幸せを願ってくれた。そんなエンの不ぶ器き用ような優しさは、決して意味のないものなんかじゃない。

「誰もエンを必要としてないなら、私がエンを必要とする──ううん、私にはエンが必要なの！」

　金の瞳が、大きく見開かれた。エンはしばらく何も言わずに口を閉ざしていたが、やがて怪訝そうに眉をひそめる。

「……何故だ？　そなたは縁結びなど──神など必要ないと言った。なのにどうして、今になってオレを必要とするのだ」

　困惑と共に投げかけられた言葉は、ずいぶんと弱々しい。頼りなく揺れる瞳が、すがるようにユカリを見つめる。

「私は、エンが神様だから必要なんじゃない。神様でも魔物でもないエンが、私は」
















　好きだと告げようとしたその時、突如視界が暗転した。同時にぐらりと足元が揺れる。

「ユカリっ!!」

　何が起きたのだろうと驚いていると、悲鳴のようなエンの声が響いた。それに答えようと口を開きかけたが、全身が鉛なまりのように重くて動かない。ユカリを呼ぶエンの声が、次第に遠くなっていく。

　嫌だ、離れたくない──必死にそう願った直後、ユカリの意識は闇に吞まれた。




「……カリ、ユカリ！」

　自分を呼ぶ声にうっすらと目を開けると、すぐ間近に浮うき世よ離ばなれした美貌があった。

「エン……？」

　掠れた声でその名を呼んだ途端、ぎゅっと抱きすくめられる。一体、自分はどうしたんだっけ？　力強い腕のぬくもりを感じながら、ぼんやりとした頭で記憶を辿る。

「まったく、何を考えているんですの!?　この井戸は黄よ泉み、つまりあの世に通じているんですわよ!?　縁結びの効力がなければ、おまえはとっくに黄泉の住人でしたわ！」

　エンの頭越しに、クロウがわめきたてた。思い出した。エンを迎えに行くために井戸に飛び込んで、そしてあの縁の世界に辿り着いて、でもそれは黄泉へ通じてて──。

「……もしかして私、死んじゃったの？」

「大丈夫だ、ユカリ。そなたはまだ生きている」

　そっとユカリを解放したエンが、安堵と共にささやいた。周囲を見回してみると、見覚えのある景色が目に飛び込んでくる。暗い木立に覆われた森の中──縁結びの井戸の前で、ユカリは地面に座り込んだエンの膝に抱きかかえられていた。

「だが、もう二度とこんな無茶はしないでくれ。オレは、そなたを失いたくないのだ」

　痛みをこらえるような表情で、エンが小さく言葉を紡ぐ。ユカリの肩に回された腕に、再び力が込められた。

「……私を失いたくないって、思ってくれたの？」

　目を丸くして問いかけると、エンはしばし逡巡した後、ゆっくりと頷く。

「十年前、そなたと交わした約束はオレの支えだった。だからこそ、そなたの願いを叶えてやりたかった。ユカリが幸せになれるのなら、このまま消えても構わぬと思っていた」

　そう言って、エンが目を閉じた。苦く悩のうするように眉を寄せ、唇を嚙みしめる。

「だがそなたを失うかもしれないと思った時、初めてこの運命さだめを疎うとましく感じた。神としての責せき務むを捨ててでも、この手でそなたを守りたいと思った。叶うなら、この先もずっとユカリのそばにいたいと──そう、思ってしまったのだ」

　消え入りそうな声で呟かれた言葉に、胸が熱くなった。言いようのない喜びが込み上げてきて、その衝しよう動どうに突き動かされるようにエンの頰に手を伸ばす。

「じゃあエン、私と縁結びをして」

「ユカリ？　何を言って──」

「私に好きな人ができてまたここへ来たら、恋を叶えてくれるんでしょ？　だったら今、その約束を守ってよ」

　エンが大きく目を瞠った。それからしばらく言葉を失っていたが、次第にその顔に申し訳なさそうな表情が広がっていく。

「……すまない、ユカリ。そなたを魅み了りようしたつもりは、なかったのだが」

　何を言われているのか、一瞬わからなかった。が、すぐに以前交わしたやりとりを思い出し、怒るよりもまず呆れた。まったく、人の心がわからないにもほどがある。

　小さく息をつくと、ユカリは墨染の着物の襟えり首くびを摑んだ。そのままグイと引き寄せて、近づいた唇に自分の唇を重ねる。

　エンが息を吞む気配がした。だが唇が触れ合っていたのもほんの一瞬で、ユカリはそっと身を離す。

「言ったでしょ。好きな人くらい、自分で選ぶって──これが、私の本当の気持ちなの。誘ゆう惑わくも強要もされてない、私が自分でエンを選んだの」

　呆ほうけたようにユカリを見下ろす美貌にほほえむと、エンが戸惑いを浮かべて首を傾げた。

「……だがユカリ、そなたは縁結びをしたくないのではなかったか？　オレの力を使って結ばれるのは卑怯だと、そう言っただろう」

「私が縁結びをしたくなかったのは、それが相手の心を無理矢理奪うものだったからだよ。でも、私は……私とエンは違う。私たちは、お互い求め合ってるでしょ？」

「オレが、ユカリを求めている……？」

　ぽつりとこぼして、エンが目を瞬しばたたく。金の瞳が心底不思議そうにユカリを覗き込んでいたが、

「そうか、オレはユカリが好きなのか」

　まるで他人事のように呟いて、エンが納得した顔で頷いた。その様子がおかしくて、ユカリはつい笑みを漏らす。自分の恋心に気づかないなんて、縁結びの神様としてどうなんだ。

「いいだろう。約束だ、ユカリ。そなたの恋は、オレが叶えてやる」

　そう言って腕を広げたエンに、ユカリは勢いよく抱きついた。そのまま首筋に唇を落とし、滑なめらかな肌はだに歯を突き立てる。傷口からあふれた血を舌で舐なめ取ると、躊躇うことなく嚥えん下かした。錆さびた鉄の味が口の中に広がる。だがそれはどこか甘く、愛しい味だった。

「これで、私はエンと結ばれたの？」

「オレは絶対成就の縁結びの神だ。願って叶わぬ恋はない」

　自信満々にエンが頷いたその時、頭上で小さく咳せきばらいが聞こえた。顔を上げると、半はん眼がんで見下ろしてくるクロウの姿がある。

「盛もり上がってるところ水を差すようで悪いですけど……縁結びの期限は、とっくに切れてますわよ？」

「え……えぇっ!?」
















　慌ててスマホを取り出して、時刻を確認する。ディスプレイのデジタル時計は、零時三分を示していた。

「何で!?　ここに来た時は、まだ時間があったのに！」

「井戸の中とこちらの世界では、時の流れが違うんですわ」

「そ、そんな……間に合わなかった……」

　途端に全身から力が抜け、ユカリはその場にへたり込んだ。あと三分、早かったら──。

　このままでは、エンが消えてしまう。エンを忘れてしまう。エンを失ってしまう！

　……ん？

　ふと違和感を覚えて、ユカリは目を瞬いた。食い入るように目の前の美貌を見つめる。

　相変わらず、エンはそこにいた。いや、変わらず、ではない。さっきまで半透明だった姿が、今はくっきりはっきり見えている。

「エン？　何で──」

「簡単なことだ、ユカリ」

　訝いぶかしむユカリに、エンが悪戯いたずらっぽく笑みを浮かべた。

「互いの強い想いで結ばれた縁は、何があっても決してほどけぬ永遠の絆となる。つまり」

「──真実の縁！」

　思わず顔を輝かせると、エンが満足そうに頷く。この世界に必ずいるという、永遠の絆を結ぶ相手──まさかそれがエンだったなんて、思ってもみなかった。

　だけどその事実が、すごく嬉しい。

「ユカリ」

　大きな手が、優しくユカリの頰に添えられた。そのまま引き寄せられ、浮世離れした美貌が間近に迫る。

　そっと目を閉じると、柔らかな唇がユカリのそれに重なった。
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「ユカリ、おはよう！」

　教室に足を踏ふみ入れると同時に、千ち沙さがパタパタと駆かけ寄ってきた。

「おはよう、千沙。昨日きのうはごめんね、連絡できなくて」

「いいの。いろいろ大変だったんでしょ？　また後で話聞かせて」

　期待の眼まな差ざしを向けられ、ユカリは「うっ」と声を詰まらせる。昨夜あの森で交かわしたやりとりの数々を思い出し、顔が熱くなった。

「そ、それより千沙、日下部くさかべくんとはどうなのよ？　あの後、何かあった？」

「え、私は……」

　ユカリが矛ほこ先さきをそらすと、千沙が真まっ赤かになって俯うつむく。その時、

「赤あか澤ざわ、北きた本もと。おはよ」

　背後から声をかけられ、二人揃そろって「ひゃあっ」と声を上げた。

「ごめん、驚かせた？」

　振り返ると、少し申し訳なさそうな顔をした日下部が立っている。

「お、おはよう日下部くん……あの、昨日はありがとう。家まで送ってくれて」

　ユカリが口を開くより先に、千沙が言った。驚いて、ユカリは親友の横顔をまじまじと見つめる。

「いいよ。時間も遅かったし、オレも途中までは同じ方向だからさ」

　目の前で交わされるやりとりに、ユカリは嬉うれしくなった。あの後、そんな進展があったなんて驚きだ。もしかしたらこれは、いい兆ちよう候こうなんじゃないだろうか。

　その時、教室の奥から日下部を呼ぶ声がした。

「じゃあ、オレ行くから……あ、そうだ赤澤。後で昨日の話、聞かせてくれる？」

　そう言って、日下部がユカリたちを追い越して中へ入っていった。まったく、何故二人共話を聞きたがるんだろう──一いつ旦たん引いていた熱が、再び戻ってくる。

「日下部くん、これから少しずつみんなに本当のこと打ち明けたいって言ってたよ。すぐには無理かもしれないけど、いつかは素すの自分でいられるようになりたいって」

　クラスメイトに囲まれて談だん笑しようする日下部を見つめながら、千沙が言った。その視線を追って、ユカリも「そっか」と呟つぶやく。

　今まで演じてきた〝王子様〟の仮面を脱ぬぐことは、そう簡単ではないかもしれない。だけど、きっとどこかに本当の日下部を受け入れてくれる人がいるとユカリは信じている。

「でも無理して〝王子様〟を演じるより、素顔のままでいる方がずっといいと思うの。日下部くんは、ちゃんと私のこと見てくれた。そうやって人と向き合える日下部くんは、臆おく病びよう者ものなんかじゃない。私は、そんな日下部くんを好きになったの」

　そう言ってほほえむ千沙に、ユカリも頷うなずいた。日下部にとっての真実の縁えんを結ぶ相手が千沙だったらいいのに、と心から思う。

「それに、日下部くんがどんな人でも私の気持ちは変わらないよ。だからね、私、決めたの」

「決めた？　何を？」

「私、日下部くんにちゃんと告白する。たとえ時間がかかっても、自分の言葉でこの気持ちを伝えたいから」

　そう言った千沙の顔は、いつもより大人びて見えた。何かが吹っ切れたようなその表情は、朝の陽ひざしの中でキラキラと輝かがやいている。

「頑張って、千沙。私、千沙の恋が叶うまで応おう援えんするから！」

「うん！　ありがとう、ユカリ」

　心からエールを送ると、千沙は力強く頷いた。
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　街の外はずれにひっそりと佇たたずむ、忘れ去られた廃はい神じん社じや。この神社には、ある噂うわさがある。

　それは、かつてここに祀まつられていた縁結びの神様に祈き願がんすれば、必ず好きな人と結ばれるという、恋愛成じよう就じゆの噂。




　緑深い森の中を、ユカリは歩いていた。学校が終わってから直行したので制服のままだ。

　夕暮れ時にもかかわらずいまだ容よう赦しやなく照りつける日差しは木々に遮さえぎられ、森の中は少々薄うす暗ぐらい。それでも、夜に比くらべるとかなり印いん象しようが違っていた。

　頭上では蟬せみたちが大音量で鳴いていて、あちこちで鳥の羽はばたきが聞こえる。夜はしんと静まり返っているが、昼間はずいぶんと賑にぎやからしい。

　記き憶おくを辿たどりながら、ユカリは道なき道を進む。目指すのは、かつてこの神社に祀られていた縁結びの神様が棲すむ古ふる井い戸どだ。

　しばらく進んでいくと、見覚えのある場所に出た。伸び放題の夏草の中に佇むのは、苔こけむした古い井戸。そのふちに、墨すみ染ぞめの着物をまとった長身の男が腰こし掛かけている。

　ユカリを見て、男がほほえんだ。恐おそろしいほどに整った美び貌ぼうに、優しげな笑えみが浮かぶ。

「エン！」

　転がるようにしてエンの胸むねに飛び込むと、大きな腕うでがしっかりとユカリを抱だき止めた。

「待っていたぞ、ユカリ。ちょうど退たい屈くつしていたところだ」

　掠かすれた低音が耳元をすり抜ける。くすぐったさに目を細め、ユカリはエンを見上げた。

「そんなに退屈なら、また学校に来ればいいじゃない。千沙も日下部くんも、エンに会いたいって言ってたよ」

　一夜明けても、千沙と日下部は縁結びのことを忘れずにいた。昨日すべてが終わった後、クロウが二人の記憶を操あやつってエンを忘れないようにしてくれたのだ。

　一人でも多くエンの存在を知る人間がいれば、万が一ユカリに何かあってもエンが消えることはない。そのための保険だとクロウは言っていたが、エンがこっそり教えてくれた話によると、ユカリの記憶を消したことに対する彼女なりのお詫わびなのだそうだ。

　理由が何であれ、千沙たちがエンを忘れずにいてくれるのは正直心強かったので、ユカリはありがたくその気持ちを受け取った。

「だが、オレがこの井戸を離れるわけにはいかぬだろう。いつ縁結びに来る人間が現れるかわからないからな」

　そう言って、エンが笑う。エンは、これからもここで縁結びを続けると決めた。ユカリとの縁が結ばれた今、それも必要ないのではと思ったのだが、数百年単位で続けてきたものをそう簡単にはやめられないらしい。

「ねぇエン、私、学校で縁結びの噂を広めてみようと思うの。またここにたくさんの人が来るようになったら、きっと賑やかになるよ。それならエンも退屈しないですむでしょ？」

　自分も何かエンの手助けをしたい。そう思ってユカリなりにいろいろと考えてみたのだが、エンは困ったような顔をした。

「それは構わぬが……ユカリは、他の娘むすめが大勢オレの元へ通うようになっても平気なのか」

「う……それはちょっと嫌いやかも」

「だろう？　オレには、ユカリがいてくれれば十分だ」

　向けられた言葉と笑顔に頰ほおがカッと熱くなり、小さく「バカ」と呟いてそっぽを向く。

「ところでユカリ、何か土産みやげはないのか？」

　振り返ると、キラキラと目を輝かせたエンの顔があった。「はいはい」と肩かたをすくめ、ユカリは鞄かばんからコーラの缶を取り出してエンに渡す。

「途中で買ってきたから、もうぬるくなっちゃったかも」

「おお！　これはジュースというやつだな！　文化祭の時、人間たちが飲んでいるのを見たぞ。確かこうして──」

「ちょっとエン、何やってるの!?　振っちゃだめだってば！」

　缶コーラを思い切り振り回すエンにギョッとして、慌あわてて止める。

「そうなのか？　だが、この後ここを引っ張れば──おおっ!?」

　長い指がプルタブを開けた途と端たん、褐かつ色しよくの液体が勢いよく噴ふき出した。

「エン！　大丈夫!?」

　顔面に思い切りコーラを浴あびて固まるエンの前まえ髪がみから、ぽたぽたと雫しずくが落ちる。「何やってんのよ、もう」と文もん句くを言いながらハンカチを取り出して、ユカリはエンの顔を拭ふいてやった。と、突然その手を摑つかまれ強く引き寄せられる。

　何を、と上げかけた声は、言葉にならなかった。触ふれ合った唇くちびるから炭たん酸さんの爽そう快かい感かんとほろ苦い甘みが流れ込んできて、口いっぱいに広がる。

「ふむ……なかなか刺し激げき的てきな味だな」

　ゆっくりと身を離したエンが、そう言って舌なめずりした。濡ぬれた前髪と唇が妙みように艶つやっぽくて、思わずドキリとする。

「まったく、見ているこっちが恥はずかしいですわ」

　突然バサリと羽は音おとがして、巫み女こ装しよう束ぞくに身を包んだクロウが舞まい下りてきた。途端に激しい羞しゆう恥ちが込み上げてきて、誤ご魔ま化かすように神しん使しの少女を睨にらみつける。

「く、クロウ！　いつからいたの!?　というか、覗のぞき見なんてしないでよ！」

「目の前でイチャつかれては、嫌でも見えるというものですわ」

　そっぽを向くクロウを見て、ユカリは絶句した。一体どこから見られてたんだろう……。

「何を怒っているのだ、ユカリ。これくらい、挨あい拶さつのようなものだろう」

　そんな言葉と共に、額ひたいにエンの唇が降ってきた。ますます恥ずかしくなって、ユカリは真っ赤になって俯く。素でやってるのか、わざととぼけているのかは知らないが、心しん臓ぞうがもちそうにないのでやめてほしい。

「もう、つきあっていられませんわ。そのまま二人で永遠にイチャついていればいいんですわ！　まあ、おまえが縁えん月げつ様に飽あきられなければの話ですけど！」

　嫌いや味み交まじりに言い残して、クロウがどこかに飛び去って行った。「余計なお世話だよ」とこぼしてその姿を見送ったユカリを、エンがそっと抱き寄せる。

「案ずるな、ユカリ。オレはそなたを手放すつもりはない。永遠にな」

　掠れた低音が、柔らかく耳を打った。その心地ここちよさに目を細め、ユカリは小さく頷く。

「……私もだよ、エン。何があっても、絶対離れないから」

　そう言ってユカリは、そっとエンに口づけた。

　この気持ちがあれば、きっと大丈夫。どれだけ別れを繰くり返そうと、また何度でも巡めぐり合える。

　だって私たちは、真実の縁で結ばれているのだから。


完
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　初めまして、結ゆい都とせとと申します。第十七回えんため大賞ライトノベルビーズログ文庫部門にて奨しよう励れい賞しようを賜たまわり、デビューとなりました。どうぞよろしくお願いいたします。

　本作は、受賞作を大おお幅はばに改かい稿こうしたものです。少女と神様、廃はい神じん社じやに伝わる恋愛成じよう就じゆのおまじない、日常の中の非日常、恋と友情などなど、私の好きな要素をこれでもかと詰め込んでみました。ちょっと不器用な女の子と、引きこもりがすぎて世間知らずになってしまった神様が紡つむぐ縁えん結むすびの物語、少しでも楽しんでいただけましたら幸さいわいです！

　この本を出すにあたって、たくさんの方々にお世話になりました。懇こん切せつ丁てい寧ねいに指導してくださった担当様、美び麗れいで素す敵てきなイラストを描いてくださった音おと中なかさわき先生、紹しよう介かいＰＶのナレーションを担当してくださった声優の佐さ藤とう拓たく也や様、選考から出版まで携たずさわってくださった皆みな様さま、受賞の知らせを自分のことのように喜んでくれた家族や友人、そして最後までおつきあいくださった読者様。本当にありがとうございました！

　それでは、またお会いできることを祈って──皆様にも素敵なご縁がありますように！


結都せと　
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Seto Yuito




神社を巡るのが好きです。このお話の改稿中も取材という名目で都内から鎌倉まで様々な神社にお参りしたのですが、おかげで数々の素敵なご縁をいただき、こうして本を出すことができました。縁とは本当に不思議なものです。

ちょっと不器用な女子高生と世間知らずで自由奔放な神様が織り成す縁結びの物語、楽しんでいただければ幸いです！
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